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JMTR は、日本原子力研究開発機構の施設中長期計画（平成 29 年 4 月 1 日策定）におい

て廃止施設に位置付けられたことから、令和元年 9 月 18 日に JMTR 原子炉施設の廃止措置

計画認可申請を行い、令和 3 年 3 月 17 日に認可を受けた。これにより JMTR 使用施設につ

いては、核燃料物質を用いた照射試験を行わないことから、大洗研究所（北地区）核燃料

物質使用許可の施設編 JMTR（施設番号 1）から照射試験に関する記載を削除するとともに、

事故時評価等の変更を含め、令和 2 年 8 月 7 日に核燃料物質使用変更許可申請を行い、令

和 3 年 5 月 26 日に許可を受けた。 

本変更許可申請に係る事故時評価は、照射試験を行わないこと、今後新たな照射済燃料

試料は発生しないこと及び JMTR 内に保管されている照射済燃料試料は貯蔵のみとなるこ

とから、照射済燃料試料をホットラボに引渡すための移送作業時における破損事故を想定

した周辺監視区域境界における被ばく評価とした。この結果、大気拡散による外部被ばく、

大気拡散による内部被ばく、直接γ線及びスカイシャインγ線による外部被ばくにおいて

線量告示等の基準を満足することを確認した。 

本報告書は、JMTR 使用施設の変更許可に係る事故時評価の方法及びその結果についてま

とめたものである。 

 

 

 

 

 

 

大洗研究所：〒311-1393 茨城県東茨城郡大洗町成田町 4002 

i



 

 

JAEA-Technology 2022-024 

 

Accident Evaluation during Transfer of Irradiated Fuel Specimen 

 

 

Hisashi MORITA, Koichi IIMURA, Yoshinori MATSUI and Noriyuki TAKEMOTO 

 

Department of JMTR 

Waste Management and Decommissioning Technology Development Center 

Oarai Research and Development Institute 

Sector of Fast Reactor and Advanced Reactor Research and Development 

Japan Atomic Energy Agency 

Oarai-machi, Higashiibaraki-gun, Ibaraki-ken 

 

（Received September 13, 2022） 

 

JMTR was positioned as a decommissioning facility in the facilities mid- and long-term 

plan (formulated in April 1, 2017） of the Japan Atomic Energy Agency. On September 18, 

2019, we applied for approval of the decommissioning plan for the JMTR reactor facility, 

and received the approval on March 17, 2021. This made it impossible to conduct 

irradiation tests with nuclear fuel material at the JMTR using facility. Therefore, on 

August 7, 2020, in order to delete the description about irradiation test and to change 

accident evaluation, we applied for change of permission to use nuclear fuel material 

regarding JMTR facility (Facility No. 1） at the Oarai Research and Development Institute 

(North Area）, and received the permission on May 26, 2021. 

As the accident evaluation, radiation exposure evaluation was performed at the boundary 

of the surrounding monitoring area assuming a damage accident during transfer work of 

the irradiated fuel specimen to the hot laboratory. As a result, it was confirmed to 

satisfy the standards such as the dose notification concerning about external exposure 

due to atmospheric diffusion, internal exposure due to atmospheric diffusion, external 

exposure due to direct γ-rays and skyshine γ-rays. 

This report summarizes the methods and results of the accident evaluation related to 

permission change of JMTR using facility. 
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1． はじめに 

JMTR は、原子炉施設及び核燃料物質使用施設（以下「使用施設」という。）に関する二

重規制を受ける施設であり、日本原子力研究開発機構は、平成 29 年 4 月 1 日に策定した施

設中長期計画において、JMTR を廃止施設と決定した。これに伴い、原子炉施設に関する規

制については、令和元年 9 月 18 日に廃止措置計画の認可申請を行い、令和 3 年 3 月 17 日

に認可を取得したことにより、廃止措置施設に移行した。 

一方、使用施設については、法律上、大洗研究所（北地区）核燃料物質使用許可の施設編

JMTR（施設番号 1）（以下「JMTR 使用許可」という。）から適宜、使用施設に係る記載を削

除することにより廃止を進めていくこととなる。このため、原子炉施設の廃止措置計画と

の整合を図るため、JMTR 使用許可に対して以下の変更を行うこととした。 

JMTR 使用許可では、核燃料物質を用いた照射試験を行うため、「照射試験」、「中性子

束の測定」及び「使用済核燃料物質の貯蔵」を使用の目的としていたが、原子炉施設の廃止

措置計画の認可に伴い、核燃料物質を用いた照射試験は今後行わないことから、これらの

使用の目的の項目のうち、「照射試験」及び「中性子束の測定」を削除し、「使用済核燃料

物質の貯蔵」を「核燃料物質の貯蔵」に変更することとした。 

これらの変更において、照射設備であるインパイルループ OSF-1 照射装置も JMTR 使用許

可から削除することになるため、設計評価事故時（以下「事故時」という。）の評価との整

合が取れなくなる。このため事故時評価として、貯蔵している核燃料物質の取扱い時にお

ける評価に変更することが必要になった。 

本報告書は、貯蔵している核燃料物質の取扱作業において、被ばく線量が最も高くなる

と考えられる照射済核燃料物質を選定し、その核燃料物質をホットラボへ移送する場合の

作業員の被ばく評価と本作業における事故時の大気拡散による外部被ばく及び内部被ばく

の評価、直接γ線並びにスカイシャインγ線による周辺監視区域境界における外部被ばく

の評価の方法とそれらの結果をまとめたものである。 

2． 評価対象及び評価事象の設定 

2.1 評価対象の概要 

従前の JMTR 使用許可では、照射試験に用いていたインパイルループ OSF-1 照射装置の運

転中に燃料破損した時の事故時評価を採用していたが、当該照射装置は JMTR 使用許可から

削除するため、JMTR 内に貯蔵している核燃料物質の取扱い時における事故時評価に変更す

ることとした。JMTR では、照射済核燃料物質として UO2 ペレットを内蔵する照射済燃料試

料を 3 体、トリウムペレットを内蔵する照射済燃料試料を 2 体及び使用済核分裂計数管を

7 体保有しており、それぞれの構成から以下の 3 つのグループに分けた。これらについて線

源強度の計算を行い、最も影響の大きいものを評価対象として選定した。 
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（1）UO2ペレットを内蔵する照射済燃料試料 

UO2 ペレットを内蔵する照射済燃料試料として、OWL-1 照射設備で炉内総合性能試験

に用いた燃料集合体（以下「試料 A」という。)、OWL-2 照射設備で炉内性能試験に用い

た燃料集合体（以下「試料 B」という。)及び BOCA 照射装置での出力急昇試験に用いる

ために OWL-2 照射設備で長期間ベース照射を行った燃料集合体（以下「試料 C」とい

う。）の 3 体を保有している。OWL-1 照射設備の燃料集合体の概略図を図 2-1 に、OWL-2

照射設備の燃料集合体の概略図を図 2-2 に示す。また、これらの構造等を次に示す。 

①試料 A 

試料 A の仕様及び照射実績を表 2-1 に示す。本燃料集合体は、6 本の燃料棒で構成さ

れ、燃料棒はオーステナイト系ステンレス鋼製の被覆管にウラン濃縮度約 10％の UO2

ペレットが装荷されたものである。 

②試料 B 

試料 B の仕様及び照射実績を表 2-2 に示す。本燃料集合体は、28 本の燃料棒で構成

され、燃料棒は Zry-2 製の被覆管にウラン濃縮度 2％の UO2ペレットが 10 本、5％が 4

本、10％が 13 本及び模擬ペレット（SUS304）が 1 本それぞれ装荷されたものである。 

③試料 C 

試料 C の仕様及び照射実績を表 2-3 に示す。本燃料集合体は、2 回照射が行われた試

料であり、36 本の燃料棒で構成され、燃料棒は BWR 型と PWR 型に分かれている。前期

照射では、BWR 型は Zry-2 製の被覆管にウラン濃縮度 2.8％の UO2ペレットが 8 本及び

模擬ペレット（SUS304）10 本、PWR 型は Zry-4 製の被覆管にウラン濃縮度 4.5％の UO2

ペレットが 18 本それぞれ装荷された。後期照射では、BWR 型として濃縮度 2.8％の UO2

ペレットが 2 本及び模擬ペレット（SUS304）16 本、PWR 型としてウラン濃縮度 4.5％の

UO2ペレットが 9 本及び模擬ペレット（SUS304）9 本それぞれ装荷された。 

（2）トリウムペレットを内蔵する照射済燃料試料 

トリウムペレットを内蔵する照射済燃料試料として、キャプセル照射装置で 233U の

製造を目的とした照射済燃料試料を 2 体（以下それぞれ「試料 D」及び「試料 E」とい

う。）保有している。キャプセル照射装置の燃料試料の概略図を図 2-3 に示す。また、

これらの構造等を次に示す。 

①試料 D 及び試料 E 

試料 D 及び試料 E の仕様及び照射実績を表 2-4 に示す。本照射済燃料試料はステン

レス鋼の被覆管にトリウムペレットが封入されたものである。また、その外側にステ

ンレス鋼のキャプセル外筒管が用いられ二重の密封構造となっている。 

（3）使用済核分裂計数管 

核分裂計数管の仕様を表 2-5 に示す。また、代表的な構造図を図 2-4 に示す。使用

済核分裂計数管は、中性子によって 235U が核分裂を起こし、それによって生じた核分

裂片の電離作用によるパルス信号を得ることで、JMTR 原子炉施設の運転管理に必要な

原子炉の中性子束の測定に用いられたものである。 
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2.2 線源強度の計算方法 

JMTR 内にある照射済燃料試料から評価対象を選定するに当たっては、UO2 ペレットを内

蔵する照射済燃料試料及びトリウムペレットを内蔵する照射済燃料試料についてそれぞれ

線源強度の計算を行うこととした。なお、核分裂計数管については、原子炉起動時に使用

され定常運転時には引き上げられているため、ほとんど放射化していないことから、評価

を省略することとした。 

線源強度の計算には、「ORIGEN-JR」1）コードを用いた。入力する計算条件のうち、照射

期間は照射済燃料試料の過去の使用履歴をもとに実績値を用いた。また、評価日は令和元

年 12 月 31 日とし、照射終了から令和元年 12 月 31 日までの期間を冷却期間とした。 

なお、保守的評価として運転サイクル間の冷却は考慮しなかった。それぞれの照射済燃

料試料の計算に用いた入力データを表 2-6 に示す。照射済燃料試料は、燃料集合体である

ことから複数の燃料ピンで構成されているが、235U の濃縮度ごとに 1 つのピンに代表して

評価を行い、本数分をかけ合わせて計算した。また、模擬燃料棒及び被覆管の放射化量も

考慮した。 

 

2.3 線源強度の計算結果及び評価対象の設定 

試料 A～試料 E について、各照射済燃料試料の線源強度の計算結果を表 2-7 に示す。この

結果、UO2ペレットを内蔵する照射済燃料試料の方が、トリウムペレットを内蔵する照射済

燃料試料よりも線源強度が大きいことを確認した。また、試料 A、B 及び C は、ほぼ同じ燃

料棒の構造であり、被覆管のみの一重構造で保管されているため、移送作業時における破

損のリスクも考えられることから、評価対象を UO2ペレットを内蔵する照射済燃料試料（以

下「照射済燃料試料（3 体）」という。）として設定した。 

 

2.4 評価事象の設定 

当面の間、これらの核燃料物質は JMTR 内で保管するが、JMTR の廃止措置を進めていくた

めには、これらを引渡す必要がある。JMTR 使用許可上、照射済核燃料物質はホットラボ施

設へ引渡すとなっていることから、JMTR からホットラボ施設への移送を評価事象とした。

照射済燃料試料の移送作業の概略図を図 2-5 に示す。 

また、実際の照射済燃料試料（3 体）のホットラボへの移送においては 1 体ずつ移送を行

うなど安全性を考慮した移送方法を選定して実施することを予定しているが、今回は保守

的な事故時評価を行うため、照射済燃料試料 3 体を同時にラックに入れた状態でホットラ

ボへ移送中、3 体とも破損する事象を仮定した。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）UO2ペレットを内蔵する照射済燃料試料 

UO2 ペレットを内蔵する照射済燃料試料として、OWL-1 照射設備で炉内総合性能試験

に用いた燃料集合体（以下「試料 A」という。)、OWL-2 照射設備で炉内性能試験に用い

た燃料集合体（以下「試料 B」という。)及び BOCA 照射装置での出力急昇試験に用いる

ために OWL-2 照射設備で長期間ベース照射を行った燃料集合体（以下「試料 C」とい

う。）の 3 体を保有している。OWL-1 照射設備の燃料集合体の概略図を図 2-1 に、OWL-2

照射設備の燃料集合体の概略図を図 2-2 に示す。また、これらの構造等を次に示す。 

①試料 A 

試料 A の仕様及び照射実績を表 2-1 に示す。本燃料集合体は、6 本の燃料棒で構成さ

れ、燃料棒はオーステナイト系ステンレス鋼製の被覆管にウラン濃縮度約 10％の UO2

ペレットが装荷されたものである。 

②試料 B 

試料 B の仕様及び照射実績を表 2-2 に示す。本燃料集合体は、28 本の燃料棒で構成

され、燃料棒は Zry-2 製の被覆管にウラン濃縮度 2％の UO2ペレットが 10 本、5％が 4

本、10％が 13 本及び模擬ペレット（SUS304）が 1 本それぞれ装荷されたものである。 

③試料 C 

試料 C の仕様及び照射実績を表 2-3 に示す。本燃料集合体は、2 回照射が行われた試

料であり、36 本の燃料棒で構成され、燃料棒は BWR 型と PWR 型に分かれている。前期

照射では、BWR 型は Zry-2 製の被覆管にウラン濃縮度 2.8％の UO2ペレットが 8 本及び

模擬ペレット（SUS304）10 本、PWR 型は Zry-4 製の被覆管にウラン濃縮度 4.5％の UO2

ペレットが 18 本それぞれ装荷された。後期照射では、BWR 型として濃縮度 2.8％の UO2

ペレットが 2 本及び模擬ペレット（SUS304）16 本、PWR 型としてウラン濃縮度 4.5％の

UO2ペレットが 9 本及び模擬ペレット（SUS304）9 本それぞれ装荷された。 

（2）トリウムペレットを内蔵する照射済燃料試料 

トリウムペレットを内蔵する照射済燃料試料として、キャプセル照射装置で 233U の

製造を目的とした照射済燃料試料を 2 体（以下それぞれ「試料 D」及び「試料 E」とい

う。）保有している。キャプセル照射装置の燃料試料の概略図を図 2-3 に示す。また、

これらの構造等を次に示す。 

①試料 D 及び試料 E 

試料 D 及び試料 E の仕様及び照射実績を表 2-4 に示す。本照射済燃料試料はステン

レス鋼の被覆管にトリウムペレットが封入されたものである。また、その外側にステ

ンレス鋼のキャプセル外筒管が用いられ二重の密封構造となっている。 

（3）使用済核分裂計数管 

核分裂計数管の仕様を表 2-5 に示す。また、代表的な構造図を図 2-4 に示す。使用

済核分裂計数管は、中性子によって 235U が核分裂を起こし、それによって生じた核分

裂片の電離作用によるパルス信号を得ることで、JMTR 原子炉施設の運転管理に必要な

原子炉の中性子束の測定に用いられたものである。 
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3． 被ばく評価の計算方法 

3.1 移送時の被ばく評価 

照射済燃料試料（3 体）は密封された核燃料物質のため移送時の被ばく評価では外部

被ばくについて評価を行った。照射済燃料試料（3 体）の移送は、ラックに入った状態

でカナル水中を移動させるため、カナル水が被ばくを低減させるための遮蔽効果として

非常に重要な因子となる。移送の際は、当該ラックを 3m 以上の水深を保ちつつ移送す

るが、被ばく評価においては保守的な評価とするため半分の 1.5m 地点の水深に点状等

方線源があると仮定した。また、作業によりカナル水面近くに足場を設置することがあ

るため、評価点をカナル水面に設定し、その値を放射線業務従事者が受ける線量として

計算コード「QAD-CGGP2R」2）を用いて評価した。照射済燃料試料の取扱い状態の計算モ

デルを図 3-1 に、遮蔽体である水の物理的特性 3）を表 3-1 に、「ORIGEN-JR」コードに

より計算した冷却後のガンマ線エネルギースペクトルを表 3-2 にそれぞれ示す。 

 

3.2 事故時の被ばく評価 

3.2.1 内部被ばく及び外部被ばくによる実効線量 

JMTR で貯蔵している核燃料物質は、核燃料物質との相互作用による損傷又は腐食しに

くい材料による密封により、閉じ込め機能を確保しているが、照射済燃料試料（3 体）を

ホットラボへ移送する際、何らかの事象により全数落下し、全ての照射済燃料試料の被

覆管が破損することを仮定した。その際、被覆管内部に蓄積している核分裂生成物（以下

「FP」という。）がカナル及び原子炉建家内へ漏えいし、外部へ放出する事象を想定し

た。 

（1） 核種の選定 

計算に用いる核種は、「水冷却型試験研究用原子炉施設の安全評価に関する審査指

針」4）を参考に、大気放出による被ばく線量への寄与が考えられる希ガス及びよう素に

着目した。「被ばく計算に用いる放射線エネルギー等について」5）に示されている希ガ

ス及びよう素から検討を行った核種を表 3-3 に示す。また、「ORIGEN-JR」コードによ

り計算した核種別線源強度の結果を表 3-4 に示す。評価対象である照射済燃料試料（3

体）は、照射終了から 30 年以上貯蔵されており、半減期の短い核種が十分減衰してい

ることから、本評価において、半減期の長い 85Kr 及び 129I を対象核種として選定した。

また、線源強度の結果より、これ以降の評価では、保守的評価となるよう以下の値を使

用する。 

希ガス（85Kr）：9.6×1010Bq 

よう素（129I） ：2.0×106Bq 

（2） 放出経路の選定 

本評価では、事故時の放出経路として、照射済燃料試料（3 体）の破損により FP が

カナルに放出され、カナルから原子炉建家に放出された後の経路として 2 パターンを

想定した。 
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なお、その際の条件として以下の事項を考慮する。 

・照射済燃料試料（3 体）からカナルに放出される FP は、希ガス（85Kr）は 100％、

よう素（129I）は 60％4）とする。 

・カナル中へ放出された FP のうち、希ガスの水中への溶解は無視して、全量が原子

炉建家内へ移行するものとする。よう素は水に溶けやすいため、ほとんど水中にと

どまると考えられるが、水中での除染係数は 5006）とする。 

①排気筒からの放出 

 原子炉建家内での沈着（プレートアウト 50％4））を考慮し、気体廃棄施設のフィ

ルタ（チャコ―ルフィルタのよう素捕集効率 90％を考慮）を経由して高さ 80m の排

気筒から放出する。排気筒からの放出過程及び放出量を図 3-2 に示す。 

②カナルからの地上放出 

 原子炉建家及び閉じ込め機能を補助する気体廃棄施設のフィルタを考慮せず、カ

ナルから直接地上へ放出する。カナルからの放出過程及び放出量を図 3-3 に示す。 

上記 2 パターンについて、それぞれ評価を行い、放出量の大きい②カナルからの地

上放出を採用し、一般公衆への被ばく評価を行った。 

（3） 相対濃度及び相対線量 

公衆の線量を評価するため、「発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針」7）に

基づき、相対濃度及び相対線量を求めた。気象データは、平成 21 年から平成 25 年ま

での 5 年間の大洗研究所における観測データを用いた。計算では、16 方位について放

出源からの距離をパラメータに取り相対濃度、相対線量がそれぞれ最大となる地点の

値を採用した。最大値の出現する地点は、相対濃度が北西に 270m、相対線量が西に 780m

であった。また、実効放出継続時間は、FP が瞬時に放出するとして評価するため気象

データの最小観測間隔である 1 時間とした。 

（4） 内部被ばくによる実効線量  

FP の吸入摂取による内部被ばくの実効線量は式（3.1）により求めた。ただし、よう

素の内部被ばくによる実効線量は、129I を吸入した場合の小児（1 歳）8）の実効線量と

して求めた。 

HB＝ΣK1i×Ma×Qi×（χ/Q）               ・・・・・・・・・・（3.1） 

ここで、 

HB  ：吸入摂取による実効線量（Sv） 

K1i  ：129I の吸入摂取による実効線量係数 2.0×10-7（Sv/Bq） 8） 

Ma  ：呼吸率 0.31（m3/h） 

Qi  ：129I の放出量（Bq） 

χ/Q  ：相対濃度 3.1×10-7 （h/m3） 
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（5） 外部被ばくによる実効線量  

FP による外部被ばくの実効線量は式（3.2）により求めた。  

Hγ＝K2×Qγi×（D/Q）                  ・・・・・・・・・・（3.2） 

ここで、 

Hγ  ：外部被ばく（ガンマ線）による実効線量（Sv） 

K2  ：空気カーマから実効線量への換算係数 1.0（Sv/Gy） 

Qγi    ：核種 i のガンマ線換算放出量（MeV･Bq） 

      （放出量（Bq）×ガンマ線実効エネルギー（MeV）） 

85Kr ：2.2×10-3 5） 

129I  ：2.4×10-2 5） 

D/Q  ：相対線量 7.5×10-18 （Gy/（MeV･Bq）） 

 

3.2.2 直接γ線及びスカイシャインγ線 

評価対象は落下によりカナル底に沈み、外部に放出される FP は照射済燃料試料（3 体）

に留まっているとし、カナル水中から周辺監視区域外の最短地点である 170m 地点におけ

る一般公衆の線量を評価した。その際、カナル内の水は考慮し、カナル脇の壁、原子炉建

家の壁、屋根、土壌は考慮しなかった。ただし、スカイシャインγ線の散乱角について

は、カナル脇の壁を考慮した。直接γ線及びスカイシャインγ線の計算モデルを図 3-4 に

示す。計算には、表 3-2 冷却後のガンマ線エネルギースペクトルの値を用いた。 

本評価において、直接γ線は、線源を点状等方線源に近似し、カナル水のみを遮蔽体と

して計算コード「QAD-CGGP2R」を用いて計算した。 

スカイシャインγ線は、線源を点状等方線源に近似し、散乱領域は点状等方線源を頂

点とした円錐とし、カナル水のみを遮蔽体として計算コード「G33-GP2R」2）を用いて計算

した。 

なお、「G33-GP2R」は 1 回散乱計算コードのため、カナル水の遮蔽については別途、計

算が必要となる。今回は、「QAD-CGGP2R」を用いてカナル水がある状態とない状態での比

を計算し、カナル水の遮蔽を考慮するための値として、9.07×10-14を用いた。 

4． 被ばく評価の計算結果 

4.1 移送時の被ばく評価 

評価点における線量当量率は 43.6μSv/h であった。ホットラボへの移送作業に 3 時間要

すると仮定すると、作業時の放射線業務従事者の最大の被ばく線量は 130.8μSv である。

本作業を年間最大 3 回実施すると仮定した場合、0.4mSv/年の被ばくとなり、放射線業務従

事者の線量限度である 50mSv/年を十分に下回ることを確認した。また、本作業を 5 年間行

ったと仮定した場合においても 2mSv/5 年の被ばくとなり、放射線業務従事者の線量限度で

ある 100mSv/5 年を十分に下回ることを確認した。 
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4.2 事故時の被ばく評価 

4.2.1 内部被ばくによる実効線量、外部被ばくによる実効線量 

式（3.1）及び式（3.2）により求めた結果、周辺監視区域外における最大の実効線量は

次の値となる。 

内部被ばくによる実効線量 ： 4.7×10-8mSv 

外部被ばくによる実効線量 ： 1.6×10-6mSv 

本評価により、照射済燃料試料（3 体）の破損事故を想定しても、周辺監視区域外にお

ける公衆の実効線量は、使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈に

示されている著しい放射線被ばくのリスクである 5mSv より十分小さいことを確認した。 

 

4.2.2 直接γ線及びスカイシャインγ線 

周辺監視区域外における最大の実効線量は 1 年間で次の値となる。 

直接γ線による実効線量      ：  1.9×10-2mSv 

スカイシャインγ線による実効線量 ：  2.4×10-14mSv 

本評価により、照射済燃料試料（3 体）の破損事故を想定した場合においても、周辺監

視区域外における公衆の実効線量は、使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する

規則の解釈 9）に示されている著しい放射線被ばくのリスクである 5mSv より十分小さい

ことを確認した。 

 

4.3 計算結果の考察 

移送時及び事故時の被ばく評価の計算結果のまとめを表 4-1 に示す。今回想定した照射

済燃料試料（3 体）の移送時及び事故時のすべての評価項目において、線量告示 10）に示さ

れている 50mSv/年及び 100mSv/5 年、使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則

の解釈に示されている 5mSv を十分下回ることを確認した。また、この変更については、新

規制基準により制定された「使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則」への

適合について、付録に示す「使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則との対

比」として整理し、原子力規制庁へ提出した。 

（1） 移送時の評価 

本評価では、長期にわたる廃止措置期間において、類似の作業経験者が減少することを

考慮し、従来水深 3m を確保しつつ移送を行うところ保守的評価となるよう水深 1.5m で移

送した場合の評価となっている。また、本評価は実作業を想定したものであるため、実際

に作業前の計画策定時に本評価を有効活用することができる。実作業においては水深 3m

を確保しつつ移送し、被ばく量が増加しないようにこの水深の確保に注意して作業を行う。 

（2） 事故時の評価 

JMTR では、廃止措置への移行に伴い、照射設備の運転が行われないことから運転中

における事故はなくなるが、保管中の核燃料物質等の取扱いについては、移送作業時

における破損事故等が発生する可能性がある。これまでの事故時評価では、建家内か

らフィルタを経由し排気筒からの放出による公衆への影響を評価していたが、本評価

 

 

（5） 外部被ばくによる実効線量  

FP による外部被ばくの実効線量は式（3.2）により求めた。  

Hγ＝K2×Qγi×（D/Q）                  ・・・・・・・・・・（3.2） 

ここで、 

Hγ  ：外部被ばく（ガンマ線）による実効線量（Sv） 

K2  ：空気カーマから実効線量への換算係数 1.0（Sv/Gy） 

Qγi    ：核種 i のガンマ線換算放出量（MeV･Bq） 

      （放出量（Bq）×ガンマ線実効エネルギー（MeV）） 

85Kr ：2.2×10-3 5） 

129I  ：2.4×10-2 5） 

D/Q  ：相対線量 7.5×10-18 （Gy/（MeV･Bq）） 

 

3.2.2 直接γ線及びスカイシャインγ線 

評価対象は落下によりカナル底に沈み、外部に放出される FP は照射済燃料試料（3 体）

に留まっているとし、カナル水中から周辺監視区域外の最短地点である 170m 地点におけ

る一般公衆の線量を評価した。その際、カナル内の水は考慮し、カナル脇の壁、原子炉建

家の壁、屋根、土壌は考慮しなかった。ただし、スカイシャインγ線の散乱角について

は、カナル脇の壁を考慮した。直接γ線及びスカイシャインγ線の計算モデルを図 3-4 に

示す。計算には、表 3-2 冷却後のガンマ線エネルギースペクトルの値を用いた。 

本評価において、直接γ線は、線源を点状等方線源に近似し、カナル水のみを遮蔽体と

して計算コード「QAD-CGGP2R」を用いて計算した。 

スカイシャインγ線は、線源を点状等方線源に近似し、散乱領域は点状等方線源を頂

点とした円錐とし、カナル水のみを遮蔽体として計算コード「G33-GP2R」2）を用いて計算

した。 

なお、「G33-GP2R」は 1 回散乱計算コードのため、カナル水の遮蔽については別途、計

算が必要となる。今回は、「QAD-CGGP2R」を用いてカナル水がある状態とない状態での比

を計算し、カナル水の遮蔽を考慮するための値として、9.07×10-14を用いた。 

4． 被ばく評価の計算結果 

4.1 移送時の被ばく評価 

評価点における線量当量率は 43.6μSv/h であった。ホットラボへの移送作業に 3 時間要

すると仮定すると、作業時の放射線業務従事者の最大の被ばく線量は 130.8μSv である。

本作業を年間最大 3 回実施すると仮定した場合、0.4mSv/年の被ばくとなり、放射線業務従

事者の線量限度である 50mSv/年を十分に下回ることを確認した。また、本作業を 5 年間行

ったと仮定した場合においても 2mSv/5 年の被ばくとなり、放射線業務従事者の線量限度で

ある 100mSv/5 年を十分に下回ることを確認した。 
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では、さらに厳しい条件をとして地上から直接放出させる仮想評価とし、被ばくを軽

減させる機器等を用いない保守的な評価を実施した。 

その場合においても、本評価の中で最も低減率が低かった「外部ガンマ線による実効

線量」について、JMTR の供用期間中の周辺監視区域境界における被ばく線量と比較し

て 1.7×10-7Sv から 1.6×10-9Sv と約 1／100 に低減することが分かり、JMTR の廃止措

置移行に伴い、保守的な事故時評価を行った場合においても公衆への影響を低減でき

ることを確認した。 

5． まとめ 

JMTR 使用施設の変更許可申請として、使用の目的から照射試験を削除するとともに、事

故時評価等の変更を行った。特に、被ばく評価に当たっては、評価対象を照射試験から貯

蔵している照射済燃料試料の取扱作業に変更することにより、線量告示における制限値

50mSv/年及び 100mSv/5 年を十分下回ること、事故時の大気拡散による外部被ばく、内部被

ばく、直接γ線及びスカイシャインγ線による外部被ばくについては、使用施設等の位置、

構造及び設備の基準に関する規則の解釈に示されている 5mSv を十分下回ることを確認し

た。本評価結果に基づき、令和 2 年 8 月 7 日に核燃料物質使用変更許可申請を行い、令和

3 年 5 月 26 日に許可を受けた。 

謝 辞 

本報告書をまとめるにあたり、安全・核セキュリティ統括本部統括管理室 中村圭佑氏に有意

義なご指導及びご助言を頂きました。また、ORIGEN-JR の使用方法に関して、小向文作氏に有意

義なご指導を頂きました。さらに材料試験炉部各位から多大な協力を頂きました。ここに明記し

謝意を表します。 

参考文献 

1）Koyama, K., Yamano, N., Miyasaka, S., ORIGEN-JR: A Computer Code for Calculating 

Radiation Sources and Analyzing Nuclide Transmutations, JAERI-M 8229, 1979, 62p. 

2）Sakamoto, Y., Tanaka, S., QAD-CGGP2 and G33-GP2 : Revised Versions of QAD-CGGP and 

G33-GP （Codes With the Conversion Factors from Exposure to Ambient and Maximum Dose 

Equivalents）, JAERI-M 90-110, 1990, 95p. 

3）原子力安全技術センター,放射線施設の遮蔽計算実務（放射線）データ集 2015, 2015, p.2. 

4）原子力安全委員会, 水冷却型試験研究用原子炉施設の安全評価に関する審査指針,平成 3

年 7 月 18 日（平成 13 年 3 月 29 日改訂）. 

5）原子力安全委員会, 被ばく計算に用いる放射線エネルギー等について,平成元年 3 月 27 

日（平成 13 年 3 月 29 日改訂）. 

JAEA-Technology 2022-024

- 8 -



 

 

6）原子力安全委員会,発電用軽水型原子炉施設の安全評価に関する審査指針,平成 2 年 8 月

30 日（平成 13 年 3 月 29 日改訂）. 

7）原子力安全委員会, 発電用原子炉施設の安全解析に関する気象指針,昭和 57 年 1 月 28 日

（平成 13 年 3 月 29 日改訂）. 

8）International Commission on Radiological Protection, Age-dependent Doses to 

Members of the Public from Intake of Radionuclides - Part 4 Inhalation Dose 

Coefficients, ICRP Publication 71, 1995, p.205. 

9）原子力規制委員会, 使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則の解釈, 2020, 82p. 

10）科学技術庁,試験研究の用に供する原子炉等の設置、運転等に関する規則等の規定に基づ

き、線量限度等を定める告示,昭和 63 年 7 月 26 日（平成 25 年 12 月 6 日改訂）. 

 

 

では、さらに厳しい条件をとして地上から直接放出させる仮想評価とし、被ばくを軽

減させる機器等を用いない保守的な評価を実施した。 

その場合においても、本評価の中で最も低減率が低かった「外部ガンマ線による実効

線量」について、JMTR の供用期間中の周辺監視区域境界における被ばく線量と比較し

て 1.7×10-7Sv から 1.6×10-9Sv と約 1／100 に低減することが分かり、JMTR の廃止措
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50mSv/年及び 100mSv/5 年を十分下回ること、事故時の大気拡散による外部被ばく、内部被

ばく、直接γ線及びスカイシャインγ線による外部被ばくについては、使用施設等の位置、
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表 2-1 OWL-1 照射設備で用いた燃料集合体（試料 A）の仕様及び照射実績 

（1）仕様 

試料名 試料 A 

寸法 約φ40×約 900mm 

燃料棒数 6 本 

被覆管 SUS32（SUS316） 

燃料試料 

（U） 

本数 6 本 

濃縮度 9.94％ 

 

（2）照射実績 

試料名 試料 A 

照射設備 OWL-1 照射設備 

照射期間 
第 4 サイクル（S45.10.12～S45.11.06） 

炉出力 25MW で 18 日間運転 

 

 

表 2-2 OWL-2 照射設備で用いた燃料集合体（試料 B）の仕様及び照射実績 

（1）仕様 

試料名 試料 B 

寸法 約φ110×約 1000 mm 

燃料棒数 28 本（模擬 1 本） 

被覆管 Zry-2 

燃料試料 

（U） 

本数 13 本 4 本 10 本 

濃縮度 10％ 5％ 2％ 

 

（2）照射実績 

試料名 試料 B 

照射設備 OWL-1 照射設備 

照射期間 
第 14～15 サイクル（S47.3.10～S47.06.01） 

炉出力 50MW で 46 日間運転 
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表 2-3  OWL-2 照射設備で用いた燃料集合体（試料 C）の仕様及び照射実績 

（1）仕様（前期照射） 

試料名 試料 C 

寸法 約φ110×約 1000mm 

燃料棒数 
BWR 燃料棒 

18 本（模擬 10 本） 

PWR 燃料棒 

18 本 

被覆管 Zry-2 Zry-4 

燃料試料 

（U） 

本数 8 本 18 本 

濃縮度 2.8％ 4.5％ 

 

（2）仕様（後期照射） 

試料名 試料 C 

集合体の寸法 約φ110×約 1000mm 

燃料棒数 
BWR 燃料棒 

18 本（模擬 16 本） 

PWR 燃料棒 

18 本（模擬 9 本） 

被覆管 Zry-2 Zry-4 

燃料試料 

（U） 

本数 2 本 9 本 

濃縮度 2.8％ 4.5％ 

 

（3）照射実績 

試料名 試料 C 

照射設備 OWL-2 照射設備 OWL-2 照射設備 

照射期間 

前期照射：第 53～61 サイクル 

（S56.2.28～S58.2.18） 

炉出力 50MW で 234 日間運転 

後期照射：第 76～86 サイクル 

（S61.11.28～H1.04.16） 

炉出力 50MW で 183 日間運転 

 

  

 

 

表 2-1 OWL-1 照射設備で用いた燃料集合体（試料 A）の仕様及び照射実績 

（1）仕様 

試料名 試料 A 

寸法 約φ40×約 900mm 

燃料棒数 6 本 

被覆管 SUS32（SUS316） 

燃料試料 

（U） 

本数 6 本 

濃縮度 9.94％ 

 

（2）照射実績 

試料名 試料 A 

照射設備 OWL-1 照射設備 

照射期間 
第 4 サイクル（S45.10.12～S45.11.06） 

炉出力 25MW で 18 日間運転 

 

 

表 2-2 OWL-2 照射設備で用いた燃料集合体（試料 B）の仕様及び照射実績 

（1）仕様 

試料名 試料 B 

寸法 約φ110×約 1000 mm 

燃料棒数 28 本（模擬 1 本） 

被覆管 Zry-2 

燃料試料 

（U） 

本数 13 本 4 本 10 本 

濃縮度 10％ 5％ 2％ 

 

（2）照射実績 

試料名 試料 B 

照射設備 OWL-1 照射設備 

照射期間 
第 14～15 サイクル（S47.3.10～S47.06.01） 

炉出力 50MW で 46 日間運転 
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表 2-4 キャプセル照射設備で用いた燃料試料（試料 D 及び試料 E）の仕様及び照射実績 

（1）仕様 

試料名 試料 D 試料 E 

寸法 約φ80×約 900mm 

燃料棒数 1 本 

被覆管 SUS-27（SUS304） 

燃料試料 

（Th） 
本数 1 1 

 

（2）照射実績 

試料名 試料 D 実績 試料 E 実績 

照射設備 キャプセル照射設備 キャプセル照射設備 

照射期間 

第 14～31 サイクル 

（S47.3.10～S50.2.22） 

（炉出力 50MW で 269 日間運転）

第 14～31 サイクル 

（S47.3.10～S50.2.22） 

（炉出力 50MW で 269 日間運転）

 

表 2-5 核分裂計数管の仕様 

番号 ① ② ③ 

寸法 約φ90×約 340mm 約φ50×約 290mm 

容器 アルミニウム 

燃料試料 

（U） 

本数 3 3 1 

濃縮度 93.05％ 93.49％ 93.05％ 

 

表 2-6 照射済燃料試料の計算に用いた入力データ 

照射済燃料試料名 試料 A 試料 B
試料 C 

試料 D 試料 E 
前期照射 後期照射

照射期間（日） 19 46 183 234 269 269 

冷却期間（年） 49 47 3 30 44 44 

 

表 2-7 照射済燃料試料の線源強度 

放射能量 試料 A 試料 B 試料 C 試料 D 試料 E 

照射直後（Bq） 2.02×1016 7.88×1016 1.71×1016 1.71×1016 1.71×1016 

冷却後（Bq） 3.59×1011 3.03×1012 8.45×1012 7.62×1011 7.62×1011 

冷却後合計（Bq） 1.18×1013 1.52×1012 
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表 3-1 水の物理的特性 

元素 元素番号 原子量 密度（g/cm3）

H 1 1.00794 1.119×10-1 

O 8 15.9994 8.881×10-1 

 

 

表 3-2 冷却後のガンマ線エネルギースペクトル 

№ 放出エネルギー（MeV） 試料 A（s-1） 試料 B （s-1） 試料 C （s-1） 合計（s-1） 

1 0.03 3.16×104 1.22×106 6.41×108 6.42×108 

2 0.04 1.11×107 1.90×108 3.22×109 3.42×109 

3 0.06 1.55×106 2.98×107 7.89×109 7.92×109 

4 0.10 4.81×106 4.22×107 2.30×107 7.00×107 

5 0.15 3.20×106 2.41×107 6.34×106 3.36×107 

6 0.20 2.21×106 1.67×107 4.69×106 2.36×107 

7 0.30 5.57×109 4.71×1010 1.15×1011 1.68×1011 

8 0.63 9.18×1010 7.80×1011 1.98×1012 2.85×1012 

9 1.10 4.04×108 2.39×109 5.81×1011 5.84×1011 

10 1.55 3.83×107 3.23×108 8.10×108 1.17×109 

11 1.99 1.16×106 9.80×106 2.33×107 3.43×107 

12 2.38 1.60×10-1 5.11×100 2.65×102 2.70×102 

13 2.75 5.86×100 1.89×102 1.28×104 1.30×104 

14 3.25 4.49×10-2 1.46×100 6.94×101 7.09×101 

15 3.70 2.89×10-2 9.35×10-1 4.46×101 4.56×101 

16 4.22 1.82×10-2 5.88×10-1 2.81×101 2.87×101 

17 4.70 8.64×10-3 2.79×10-1 1.33×101 1.36×101 

18 5.25 5.42×10-3 1.75×10-1 8.37×100 8.55×100 

 

  

 

 

表 2-4 キャプセル照射設備で用いた燃料試料（試料 D 及び試料 E）の仕様及び照射実績 

（1）仕様 

試料名 試料 D 試料 E 

寸法 約φ80×約 900mm 

燃料棒数 1 本 

被覆管 SUS-27（SUS304） 

燃料試料 

（Th） 
本数 1 1 

 

（2）照射実績 

試料名 試料 D 実績 試料 E 実績 

照射設備 キャプセル照射設備 キャプセル照射設備 

照射期間 

第 14～31 サイクル 

（S47.3.10～S50.2.22） 

（炉出力 50MW で 269 日間運転）

第 14～31 サイクル 

（S47.3.10～S50.2.22） 

（炉出力 50MW で 269 日間運転）

 

表 2-5 核分裂計数管の仕様 

番号 ① ② ③ 

寸法 約φ90×約 340mm 約φ50×約 290mm 

容器 アルミニウム 

燃料試料 

（U） 

本数 3 3 1 

濃縮度 93.05％ 93.49％ 93.05％ 

 

表 2-6 照射済燃料試料の計算に用いた入力データ 

照射済燃料試料名 試料 A 試料 B
試料 C 

試料 D 試料 E 
前期照射 後期照射

照射期間（日） 19 46 183 234 269 269 

冷却期間（年） 49 47 3 30 44 44 

 

表 2-7 照射済燃料試料の線源強度 

放射能量 試料 A 試料 B 試料 C 試料 D 試料 E 

照射直後（Bq） 2.02×1016 7.88×1016 1.71×1016 1.71×1016 1.71×1016 

冷却後（Bq） 3.59×1011 3.03×1012 8.45×1012 7.62×1011 7.62×1011 

冷却後合計（Bq） 1.18×1013 1.52×1012 
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表 3-3 検討を行った希ガス及びよう素 

 

希ガス よう素 

核種 半減期 核分裂収率（％） 核種 半減期 核分裂収率（％） 

83mKr 1.83h 0.53 129I 1.57×107y 0.66 

85mKr 4.48h 1.31 131I 8.06d 2.84 

85Kr 10.73y 0.29 132I 2.28h 4.21 

87Kr 76.3min 2.54 133I 20.8h 6.77 

88Kr 2.80h 3.53 134mI 3.7min 0.43 

89Kr 3.18min 4.63 134I 52.6min 7.61 

90Kr 32.32s 4.69 135I 6.61h 6.41 

131mXe 11.9d 0.040 136I 83s 2.93 

133mXe 2.25d 0.19 136mI 46s 2.11 

133Xe 5.29d 6.77    

135mXe 15.65min 1.06    

135Xe 9.083h 6.63    

137Xe 3.83min 6.13    

138Xe 14.17min 6.28    

139Xe 39.5s 5.16    

 

表 3-4 核種別線源強度の結果 

核種 試料 A （Bq） 試料 B （Bq） 試料 C （Bq） 合計（Bq） 

85Kr 1.90×109 1.74×1010 7.63×1010 9.56×1010 

129I 8.21×104 6.65×105 1.24×106 1.99×106 

 

 

表 4-1 計算結果まとめ 

項目 計算結果 

移送時の被ばく評価 
直接γ線（年間） 0.4mSv 

直接γ線（5年間） 2mSv 

事故時の被ばく評価 

内部被ばくによる実効線量 4.7×10-8mSv 

外部被ばくによる実効線量 1.6×10-6mSv 

直接γ線 1.9×10-2mSv 

スカイシャインγ線 2.4×10-14mSv 
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表 4-1 計算結果まとめ 

項目 計算結果 

移送時の被ばく評価 
直接γ線（年間） 0.4mSv 

直接γ線（5年間） 2mSv 

事故時の被ばく評価 

内部被ばくによる実効線量 4.7×10-8mSv 

外部被ばくによる実効線量 1.6×10-6mSv 
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図 3-1 照射済燃料試料の取扱い状態の計算モデル 
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図 3-2 排気筒からの FP 放出過程及び放出量 
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図 3-3 カナルからの FP 放出過程及び放出量 
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This is a blank page. 



This is a blank page. 

 

付録 使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則との対比 

 

本資料は、使用施設等の位置、構造及び設備の基準に関する規則に対して、JMTRの考え方を示した

資料である。今回の評価では、以下の条項の評価を記載している。 

・第3条 遮蔽 第 1項 

・第22条 設計評価事故時の放射線障害の防止 第3項 第二号 
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This is a blank page. 



This is a blank page.  

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
2
条
 
閉
じ
込
め
の
機
能
 

（
使
用
施
設
等
は
、
放
射
性
物
質
を
限
定
さ
れ
た
区
域
に
適
切
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
2
項
 

使
用
施
設
等
に
つ
い
て
、第

2
条

に
規
定
す
る
「
閉
じ
込
め
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
」
と
は
、
以
下

の
各

号
に

掲
げ

る
も

の
を

い

う
。
 

第
一
号
 

放
射
性
物
質
を
収
納
す
る
系
統
又
は
機
器
は
、
放
射
性
物
質
の
漏

え
い
を
防
止
で
き
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

閉
じ
込
め
の
境
界
を
形
成
す
る
閉
じ
込
め
障
壁
と
そ
の

機
能
を
補
助
す
る
気
体
廃
棄
施
設
に
よ
り
、
閉
じ
込
め

機
能
を
確
保
す
る
。
 

内
包
す
る
物
質
の
種
類
に
応
じ
て
適
切
な
腐
食
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
。
 

核
燃
料
物
質
は
、
核
燃
料
物
質
と
の
相
互
作
用
に
よ
る

損
傷
又
は
腐
食
し
に
く
い
材
料
に
よ
り
密
封
し
、
閉
じ

込
め
機
能
を
確
保
す
る
。
 

第
二
号
 

放
射
性
物
質
が
漏
え
い
し
た
場
合
に
、
そ
の
漏
え
い
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
 

作
業
環
境
で
の
線
量
当
量
率
、
表
面
密
度
及
び
空
気
中

放
射
性
物
質
濃
度
の
測
定
を
行
う
と
と
も
に
放
射
線
モ

ニ
タ
盤
に
よ
っ
て
集
中
監
視
を
行
っ
て
い
る
。
 

漏
え
い
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。
 

原
子
炉
建
家
及
び
居
室
実
験
室
建
家
に
は
換
気
設
備
を

設
け
る
。
原
子
炉
建
家
に
お
い
て
は
負
圧
の
維
持
を
行

い
、
居
室
実
験
室
建
家
に
お
い
て
は
ホ
ッ
ト
実
験
室
及

び
放
射
線
管
理
室
並
び
に
フ
ー
ド
内
部
の
排
気
を
行
い

放
射
性
物
質
の
放
出
を
抑
制
す
る
。
 

第
三
号
 

放
射
性
物
質
を
気
体
又
は
液
体
で
扱
う
系
統
及
び
機
器
は
、
放
射

性
物
質
の
逆
流
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
が
拡
散
し
な
い
設
計
で
あ

る
こ
と
。
換
気
設
備
に
お
い
て
も
同
様
と
す
る
。
 

放
射
性
物
質
を
気
体
又
は
液
体
で
扱
う
系
統
及
び
機
器

は
、
放
射
性
物
質
の
逆
流
に
よ
り
、
放
射
性
物
質
が
拡

散
し
な
い
設
計
で
あ
る
。
 

第
四
号
 

セ
ル
等
の
内
部
を
負
圧
状
態
に
保
つ
必
要
が
あ
る
場
合
、
当
該
セ

ル
等
の
内
部
は
常
時
負
圧
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
。
  

該
当
し
な
い
。
 

セ
ル
、
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
、
そ
の
他
の
気
密
設
備
は

な
い
。
 

第
五
号
 

フ
ー
ド
は
、
局
所
排
気
設
備
に
よ
り
開
口
部
の
風
速
を
維
持
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

居
室
実
験
室
建
家
に
設
置
さ
れ
て
い
る
フ
ー
ド
は
、
居

室
実
験
室
建
家
換
気
設
備
の
排
気
設
備
に
連
結
さ
れ
て

い
る
た
め
開
口
部
の
風
速
を
維
持
で
き
る
。
 

第
六
号
 

使
用
施
設
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
は
、
平
滑
で
あ
り
、
突
起
物
、
く

使
用
施
設
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
は
、
平
滑
で
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

ぼ
み
及
び
仕
上
材
の
目
地
等
の
す
き
ま
の
少
な
い
構
造
と
す
る

こ
と
。
 

あ
り
、
突
起
物
、
く
ぼ
み
及
び
仕
上
材
の
目
地
等
の
す

き
ま
の
少
な
い
構
造
で
あ
る
。
 

第
七
号
 

使
用
施
設
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
の
表
面
は
、
気
体
又
は
液
体
が
浸

透
し
に
く
く
、
か
つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

使
用
施
設
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
の
表
面
は
、

気
体
又
は
液
体
が
浸
透
し
に
く
く
、
か
つ
、
腐
食
し
に

く
い
材
料
で
あ
る
。
 

第
八
号
 

上
記
一
か
ら
七
ま
で
の
規
定
に
加
え
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
又
は
粉
末
、
使
用
済
燃
料
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

及
び
六
ふ
っ
化
ウ
ラ
ン
を
取
り
扱
う
使
用
施
設
に
お
い
て
は
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
設
計
上
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
 

①
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
又
は
粉
末
、
使
用
済
燃
料
及
び

高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
内
蔵
す
る
系
統
及
び
機
器
は
、

原
則
と
し
て
、
セ
ル
等
に
収
納
さ
れ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

セ
ル
等
は
、
放
射
性
物
質
の
取
扱
量
や
使
用
の
方
法
に
応
じ
て
、

液
体
状
の
放
射
性
物
質
が
漏
え
い
し
た
場
合
に
、
そ
の
漏
え
い
を

検
知
し
、
漏
え
い
の
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
漏
え
い
し
た

放
射
性
物
質
を
安
全
に
回
収
・
処
理
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設

計
で
あ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

②
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
又
は
粉
末
、
使
用
済
燃
料
及
び
高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
内
蔵
す
る
系
統
及
び
機

器
、
核
燃
料
物
質
を
非
密
封
で
大
量
に
取
り
扱
う
系
統
及
び
機
器
、
セ
ル
等
並
び
に
こ
れ
ら
を
収
納
す
る
構
築
物
は
、
以
下

の
事
項
を
満
足
す
る
排
気
系
統
を
有
す
る
こ
と
。
 

a)
 
排
気
系
統
は
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
を
防
止
で
き
る
設
計

で
あ
り
、
か
つ
、
逆
流
を
防
止
で
き
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

b)
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
又
は
粉
末
、
使
用
済
燃
料
及
び

高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
内
蔵
す
る
系
統
及
び
機
器
、
核

燃
料
物
質
を
非
密
封
で
大
量
に
取
り
扱
う
系
統
及
び
機
器
、
セ
ル

等
並
び
に
こ
れ
ら
を
収
納
す
る
構
築
物
は
、
原
則
と
し
て
、
換
気

機
能
に
よ
り
常
時
負
圧
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

そ
れ
ぞ
れ
の
気
圧
は
、
原
則
と
し
て
、
構
築
物
、
セ
ル
等
、
系
統

及
び
機
器
の
順
に
低
く
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

c)
 
排
気
系
統
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
、
洗
浄
塔
等
の
放
射
性
物
質
を

除
去
す
る
た
め
の
系
統
及
び
機
器
が
適
切
に
設
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

③
 六

ふ
っ
化
ウ
ラ
ン
を
取
り
扱
う
設
備
で
あ
っ
て
、
六
ふ
っ
化

ウ
ラ
ン
が
著
し
く
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
、
漏
え
い

の
拡
大
を
適
切
に
防
止
し
得
る
構
造
で
あ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

第
3
項
 

貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、
第

2
条

に
規
定
す
る
「
閉
じ
込
め
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
」
と
は
、
上
記

2
の
う
ち
、
当
該
貯
蔵
施
設
に
該

当
す
る
も
の
に
加
え
て
、
以
下

の
各

号
に

掲
げ

る
も

の
を

い

う
。
 

第
一
号
 

容
器
の
外
に
お
け
る
空
気
を
汚
染
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
核
燃
料

物
質
を
入
れ
る
容
器
は
、
気
密
な
構
造
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

セ
ル
等
の
気
密
設
備
の
内
部
に
お
い
て
貯
蔵
を
行
う
場
合
そ
の

他
核
燃
料
物
質
が
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
な
い
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。
 

核
燃
料
物
質
は
、
核
燃
料
物
質
と
の
相
互
作
用
に
よ
る

損
傷
又
は
腐
食
し
に
く
い
材
料
に
よ
り
密
封
さ
れ
て
い

る
。
 

第
二
号
 

液
体
状
の
核
燃
料
物
質
を
入
れ
る
容
器
は
、
液
体
が
漏
れ
又
は
こ

ぼ
れ
に
く
い
構
造
と
し
、
か
つ
、
液
体
が
浸
透
し
に
く
い
材
料
を

用
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

液
体
状
の
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

第
三
号
 

液
体
状
又
は
固
体
状
の
核
燃
料
物
質
を
入
れ
る
容
器
で
あ
っ
て
、

き
裂
、
破
損
等
の
事
故
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、
核

燃
料
物
質
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
た
め
の
器
具
を

設
け
る
こ
と
。
 

液
体
状
で
の
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
は
な
い
。
固
体
状

の
核
燃
料
物
質
は
、
核
燃
料
物
質
と
の
相
互
作
用
に
よ

る
損
傷
又
は
腐
食
し
に
く
い
材
料
に
よ
り
密
封
し
、
貯

蔵
設
備
で
貯
蔵
す
る
。
 

第
4
項
 

廃
棄
施
設
（
保
管
廃
棄
施
設
を

除
く
。）

に
つ
い
て
、
第

2
条
に

規
定
す
る
「
閉
じ
込
め
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
」
と
は
、
上
記

2

の
う
ち
、
当
該
廃
棄
施
設
に
該

第
一
号
 

使
用
施
設
に
設
け
る
フ
ー
ド
、
セ
ル
等
の
核
燃
料
物
質
等
の
広
が

り
を
防
止
す
る
装
置
は
、
排
気
設
備
に
連
結
す
る
こ
と
。
 

居
室
実
験
室
建
家
に
設
置
さ
れ
て
い
る
フ
ー
ド
は
排
気

設
備
に
連
結
さ
れ
て
い
る
。
 

第
二
号
 

焼
却
炉
を
設
け
る
場
合
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。
  

①
 焼

却
炉
は
、
気
体
が
漏
れ
に
く
く
、
か
つ
、
灰
が
飛
散
し
に

く
い
構
造
と
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

焼
却
炉
は
な
い
。
 

②
 焼

却
炉
は
、
排
気
設
備
に
連
結
さ
れ
た
構
造
と
す
る
こ
と
。

該
当
し
な
い
。
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

ぼ
み
及
び
仕
上
材
の
目
地
等
の
す
き
ま
の
少
な
い
構
造
と
す
る

こ
と
。
 

あ
り
、
突
起
物
、
く
ぼ
み
及
び
仕
上
材
の
目
地
等
の
す

き
ま
の
少
な
い
構
造
で
あ
る
。
 

第
七
号
 

使
用
施
設
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に
よ
っ
て
汚

染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
の
表
面
は
、
気
体
又
は
液
体
が
浸

透
し
に
く
く
、
か
つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
で
仕
上
げ
る
こ
と
。

使
用
施
設
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
の
表
面
は
、

気
体
又
は
液
体
が
浸
透
し
に
く
く
、
か
つ
、
腐
食
し
に

く
い
材
料
で
あ
る
。
 

第
八
号
 

上
記
一
か
ら
七
ま
で
の
規
定
に
加
え
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
又
は
粉
末
、
使
用
済
燃
料
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物

及
び
六
ふ
っ
化
ウ
ラ
ン
を
取
り
扱
う
使
用
施
設
に
お
い
て
は
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
設
計
上
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
 

①
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
又
は
粉
末
、
使
用
済
燃
料
及
び

高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
内
蔵
す
る
系
統
及
び
機
器
は
、

原
則
と
し
て
、
セ
ル
等
に
収
納
さ
れ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

セ
ル
等
は
、
放
射
性
物
質
の
取
扱
量
や
使
用
の
方
法
に
応
じ
て
、

液
体
状
の
放
射
性
物
質
が
漏
え
い
し
た
場
合
に
、
そ
の
漏
え
い
を

検
知
し
、
漏
え
い
の
拡
大
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
漏
え
い
し
た

放
射
性
物
質
を
安
全
に
回
収
・
処
理
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
設

計
で
あ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

②
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
又
は
粉
末
、
使
用
済
燃
料
及
び
高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
内
蔵
す
る
系
統
及
び
機

器
、
核
燃
料
物
質
を
非
密
封
で
大
量
に
取
り
扱
う
系
統
及
び
機
器
、
セ
ル
等
並
び
に
こ
れ
ら
を
収
納
す
る
構
築
物
は
、
以
下

の
事
項
を
満
足
す
る
排
気
系
統
を
有
す
る
こ
と
。
 

a)
 
排
気
系
統
は
、
放
射
性
物
質
の
漏
え
い
を
防
止
で
き
る
設
計

で
あ
り
、
か
つ
、
逆
流
を
防
止
で
き
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
 

b)
 
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
含
む
溶
液
又
は
粉
末
、
使
用
済
燃
料
及
び

高
レ
ベ
ル
放
射
性
液
体
廃
棄
物
を
内
蔵
す
る
系
統
及
び
機
器
、
核

燃
料
物
質
を
非
密
封
で
大
量
に
取
り
扱
う
系
統
及
び
機
器
、
セ
ル

等
並
び
に
こ
れ
ら
を
収
納
す
る
構
築
物
は
、
原
則
と
し
て
、
換
気

機
能
に
よ
り
常
時
負
圧
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

対
象
物
を
取
り
扱
わ
な
い
た
め
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

当
す
る
も
の
に
加
え
て
、
以
下

の
各

号
に

掲
げ

る
も

の
を

い

う
。
 

焼
却
炉
は
な
い
。
 

第
三
号
 

粉
砕
装
置
、
圧
縮
装
置
、
混
合
装
置
、
詰
込
装
置
等
放
射
性
物
質
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
の
固
型
化
材
料
に
よ
り
固
型
化

す
る
設
備
（
以
下
「
固
型
化
設
備
」
と
い
う
。）

を
設
け
る
場
合
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。
  

①
 固

型
化
設
備
は
、
放
射
性
物
質
が
漏
れ
又
は
こ
ぼ
れ
に
く
く
、

か
つ
、
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
と
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

固
型
化
設
備
は
な
い
。
 

②
 固

型
化
設
備
は
、
液
体
が
浸
透
し
に
く
く
、
か
つ
、
腐
食
し

に
く
い
材
料
を
用
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

固
型
化
設
備
は
な
い
。
 

第
5
項
 

保
管
廃
棄
施
設
に
つ
い
て
、
第

2

条
に
規
定
す
る
「
閉
じ
込
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
」
と
は
、
上

記
2
の
う
ち
、
当
該
保
管
廃
棄

施
設
に
該
当
す
る
も
の
に
加
え

て
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
を
い
う
。
 

第
一
号
 

保
管
廃
棄
施
設
に
お
い
て
、
容
器
の
外
に
お
け
る
空
気
を
汚
染
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る
容
器
は
、
気
密
な
構

造
と
す
る
こ
と
。
 

保
管
廃
棄
施
設
に
お
い
て
、
容
器
の
外
に
お
け
る
空
気

を
汚
染
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る

容
器
は
、
気
密
な
構
造
と
す
る
。
 

第
二
号
 

液
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る
容
器
は
、
液
体
が
漏
れ
又
は

こ
ぼ
れ
に
く
い
構
造
と
し
、
か
つ
、
液
体
が
浸
透
し
に
く
い
材
料

を
用
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
 

液
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
は
な
い
。
 

第
三
号
 

液
体
状
又
は
固
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る
容
器
で
、
き

裂
、
破
損
等
の
事
故
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、
受
皿
、

吸
収
材
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
を
防
止

す
る
た
め
の
器
具
を
設
け
る
こ
と
。
 

液
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
は
な
い
。
固
体
状

の
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る
容
器
で
、
き
裂
、
破
損
等

の
事
故
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、
受
皿
、

吸
収
材
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り

を
防
止
す
る
た
め
の
器
具
を
設
け
る
。
 

第
6
項
 

第
2
条
に
つ
い
て
、
使
用
施
設
等
は
、
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
前
述
の
負
圧
維
持
、
漏
え
い
防

止
、
逆
流
防
止
等
の
必
要
な
機
能
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
お
り
、
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
公
衆
に

著
し
い
放
射
線
被
ば
く
の
リ
ス
ク
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
故
に
起
因
し
て
環
境
に
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
量
を

低
減
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

本
施
設
は
設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
負
圧
維
持
等
の
必
要
な
機
能
は
確
保
さ
れ
、
環
境

中
に
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
量
を
低
減
さ
せ
る
機

能
を
有
し
て
い
る
。
 

な
お
、
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
地
上
放
出
を
想

定
し
た
場
合
で
も
、
公
衆
に
著
し
い
放
射
線
被
ば
く
の

リ
ス
ク
を
与
え
な
い
。
 

 

JAEA-Technology 2022-024

- 28 -



 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
3
条
 
遮
蔽
 

（
使
用
施
設
等
は
、
放
射
性
物
質
か
ら
の
放
射
線
に
対
し
て
適
切
な
能
力
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
3
条
に
規
定
す
る
「
適
切
な
遮
蔽
能
力
を
有
す
る
も
の
」
と
は
、「

核
原
料
物
質
又
は
核
燃
料
物
質
の
製
錬
の
事
業

に
関
す
る
規
則
等
の
規
定
に
基
づ
く
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
（
平
成

27
年
原
子
力
規
制
委
員
会
告
示
第

8
号
）」

（
以
下
「
線
量
告
示
」
と
い
う
。）

で
定
め
る
「
管
理
区
域
に
係
る
線
量
等
」、
「
周
辺
監
視
区
域
外
の
線
量
限
度
」
及

び
「
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
線
量
限
度
」
を
満
足
す
る
た
め
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
遮
蔽
壁
そ
の
他
の
 遮

蔽
物

を
設
け
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
同
一
の
周
辺
監
視
区
域
内
に
複
数
の
施
設
が
あ
る
場
合
は
、
各
施
設
 か

ら
の
線
量

も
適
切
に
考
慮
す
る
こ
と
。
 

線
量
告
示
に
定
め
ら
れ
て
い
る
評
価
は
以
下
の
項
目
に

つ
い
て
行
い
、
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
線
量
告
示

で
定
め
る
基
準
を
満
足
し
て
い
る
。
 

 「
管
理
区
域
に
係
る
線
量
等
」：

 

・
保
管
廃
棄
設
備
の
計
算
 

 「
周
辺
監
視
区
域
外
の
線
量
限
度
」：

 

・
保
管
廃
棄
設
備
の
計
算
 

 「
放
射
線
業
務
従
事
者
に
係
る
線
量
限
度
」：

 

・
第

3
排
水
系
貯
槽
（
Ⅱ
）
の
遮
蔽
 

・
照
射
済
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
時
の
遮
蔽
 

 遮
蔽
物
は
炉
プ
ー
ル
・
カ
ナ
ル
の
水
で
あ
り
、
適
切
な

遮
蔽
能
力
を
有
し
て
い
る
。
 

そ
の
他
の
場
所
に
あ
っ
て
は
、
各
核
燃
料
物
質
の
線
源

強
度
に
応
じ
て
必
要
な
遮
蔽
体
を
設
け
る
。
 

な
お
、
北
地
区
の
重
畳
評
価
の
評
価
結
果
は
、
共
通
編

に
お
い
て
評
価
を
行
い
線
量
告
示
で
定
め
る
基
準
を
満

足
し
て
い
る
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

当
す
る
も
の
に
加
え
て
、
以
下

の
各

号
に

掲
げ

る
も

の
を

い

う
。
 

焼
却
炉
は
な
い
。
 

第
三
号
 

粉
砕
装
置
、
圧
縮
装
置
、
混
合
装
置
、
詰
込
装
置
等
放
射
性
物
質
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
そ
の
他
の
固
型
化
材
料
に
よ
り
固
型
化

す
る
設
備
（
以
下
「
固
型
化
設
備
」
と
い
う
。）

を
設
け
る
場
合
に
は
、
次
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
。
  

①
 固

型
化
設
備
は
、
放
射
性
物
質
が
漏
れ
又
は
こ
ぼ
れ
に
く
く
、

か
つ
、
粉
じ
ん
が
飛
散
し
に
く
い
構
造
と
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

固
型
化
設
備
は
な
い
。
 

②
 固

型
化
設
備
は
、
液
体
が
浸
透
し
に
く
く
、
か
つ
、
腐
食
し

に
く
い
材
料
を
用
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

固
型
化
設
備
は
な
い
。
 

第
5
項
 

保
管
廃
棄
施
設
に
つ
い
て
、
第

2

条
に
規
定
す
る
「
閉
じ
込
め
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
」
と
は
、
上

記
2
の
う
ち
、
当
該
保
管
廃
棄

施
設
に
該
当
す
る
も
の
に
加
え

て
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
も

の
を
い
う
。
 

第
一
号
 

保
管
廃
棄
施
設
に
お
い
て
、
容
器
の
外
に
お
け
る
空
気
を
汚
染
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る
容
器
は
、
気
密
な
構

造
と
す
る
こ
と
。
 

保
管
廃
棄
施
設
に
お
い
て
、
容
器
の
外
に
お
け
る
空
気

を
汚
染
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る

容
器
は
、
気
密
な
構
造
と
す
る
。
 

第
二
号
 

液
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る
容
器
は
、
液
体
が
漏
れ
又
は

こ
ぼ
れ
に
く
い
構
造
と
し
、
か
つ
、
液
体
が
浸
透
し
に
く
い
材
料

を
用
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
 

液
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
は
な
い
。
 

第
三
号
 

液
体
状
又
は
固
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る
容
器
で
、
き

裂
、
破
損
等
の
事
故
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、
受
皿
、

吸
収
材
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り
を
防
止

す
る
た
め
の
器
具
を
設
け
る
こ
と
。
 

液
体
状
の
核
燃
料
物
質
等
の
取
扱
い
は
な
い
。
固
体
状

の
核
燃
料
物
質
等
を
入
れ
る
容
器
で
、
き
裂
、
破
損
等

の
事
故
の
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、
受
皿
、

吸
収
材
そ
の
他
核
燃
料
物
質
等
に
よ
る
汚
染
の
広
が
り

を
防
止
す
る
た
め
の
器
具
を
設
け
る
。
 

第
6
項
 

第
2
条
に
つ
い
て
、
使
用
施
設
等
は
、
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
も
可
能
な
限
り
前
述
の
負
圧
維
持
、
漏
え
い
防

止
、
逆
流
防
止
等
の
必
要
な
機
能
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
お
り
、
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
公
衆
に

著
し
い
放
射
線
被
ば
く
の
リ
ス
ク
を
与
え
な
い
よ
う
、
事
故
に
起
因
し
て
環
境
に
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
量
を

低
減
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

本
施
設
は
設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て

も
、
負
圧
維
持
等
の
必
要
な
機
能
は
確
保
さ
れ
、
環
境

中
に
放
出
さ
れ
る
放
射
性
物
質
の
量
を
低
減
さ
せ
る
機

能
を
有
し
て
い
る
。
 

な
お
、
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
地
上
放
出
を
想

定
し
た
場
合
で
も
、
公
衆
に
著
し
い
放
射
線
被
ば
く
の

リ
ス
ク
を
与
え
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
4
条
 
火
災
等
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
施
設
等
は
、
火
災
又
は
爆
発
に
よ
り
そ
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
火
災
及
び
爆
発
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
火
災
及
び
爆
発
の
影
響
を
軽
減

す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
火
災
及

び
爆
発
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
、
か
つ
、
火
災
及
び
爆

発
の
影
響
を
軽
減
す
る
機
能
を

有
す
る
も
の
」
と
は
、
例
え
ば
、

以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
等

を
い
う
。
 

第
一
号
 

建
物
又
は
居
室
は
、
建
築
基
準
法
等
関
係
法
令
で
定
め
る
耐
火
構

造
又
は
不
燃
性
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て

防
火
壁
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な
防
火
措
置
を
講
じ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。
 

主
要
な
建
家
、
構
築
物
及
び
機
器
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
、
鉄
骨
、
ス
レ
ー
ト
等
の
不
燃
性
の
材
料
又
は
難

燃
性
の
材
料
を
主
要
構
成
材
と
し
て
用
い
る
。
 

第
二
号
 

核
燃
料
物
質
等
を
取
り
扱
う
セ
ル
等
の
設
備
・
機
器
は
、
可
能
な

限
り
、
不
燃
性
材
料
又
は
難
燃
性
材
料
を
使
用
す
る
設
計
と
す
る

こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

セ
ル
、
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
、
そ
の
他
の
気
密
設
備
は

な
い
。
 

第
三
号
 

水
素
ガ
ス
等
を
使
用
す
る
設
備
・
機
器
は
、
火
災
及
び
爆
発
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
発
火
及
び
異
常
な
温
度
上
昇
の
防
止
対

策
、
可
燃
性
・
爆
発
性
の
物
質
の
漏
え
い
防
止
対
策
、
空
気
の
混

入
防
止
対
策
等
の
適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
設
計
で
あ
る
と

と
も
に
、
適
切
な
熱
的
及
び
化
学
的
制
限
値
 が

設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
 

可
燃
性
高
圧
ガ
ス
の
使
用
は
極
力
避
け
る
。
た
だ
し
、

整
備
等
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
、
必
ず
作
業
場
所
の

近
傍
に
消
火
器
を
用
意
す
る
等
、
関
連
法
令
に
従
っ
て

取
り
扱
い
、
管
理
す
る
。
 

第
四
号
 

火
災
又
は
爆
発
に
よ
り
臨
界
管
理
設
備
、
換
気
設
備
等
の
設
備
・

機
器
の
一
部
が
、
そ
の
機
能
を
喪
失
し
て
も
、
使
用
施
設
等
全
体

と
し
て
、
公
衆
に
対
し
過
度
の
放
射
線
被
ば
く
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
、
臨
界
防
止
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全
機
能
が
確
保
さ
れ
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
 

本
施

設
に

お
い

て
核

燃
料

物
質

の
貯

蔵
を

行
う

場
合

は
、
貯
蔵
場
所
ご
と
又
は
貯
蔵
設
備
ご
と
の
臨
界
管
理

に
係
る
核
的
制
限
値
以
内
で
質
量
管
理
を
行
っ
て
い
る

た
め
火
災
又
は
爆
発
に
よ
っ
て
臨
界
の
問
題
は
起
こ
ら

な
い
。
 

第
五
号
 

核
燃
料
物
質
の
貯
蔵
施
設
は
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
こ
と
。
 

①
 貯

蔵
箱
又
は
容
器
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
耐
火
性
の
構
造

と
す
る
こ
と
。
 

核
燃
料
物
質
を
貯
蔵
す
る
貯
蔵
設
備
は
、
耐
火
性
の
構

造
で
あ
る
。
 

②
 貯

蔵
室
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
要
構
造
部
等
を
耐

火
構
造
と
し
、
そ
の
開
口
部
に
は
、
原
則
と
し
て
、
建
築
基
準
法

該
当
し
な
い
。
 

貯
蔵
室
は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

に
定

め
る

特
定

防
 
火

設
備

に
該

当
す

る
防

火
戸

を
設

け
る

こ

と
。
 

第
六
号
 

放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
場
合
に
は
、
耐
火
性
の
容
器
に

封
入
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
放
射
性
廃
棄
物
が
大
型
機
械
等
で
あ

っ
て
こ
れ
を
容
器
に
封
入
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
場
合
に

お
い
て
、
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
す
る
た
め
の
特
別
な
措
置
を
講

ず
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

本
施
設
に
お
い
て
発
生
し
た
固
体
廃
棄
物
の
う
ち
、
可

燃
性
の
物
は
金
属
製
容
器
に
収
納
す
る
。
 

第
4
条
第

2
項
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
は
、
火
災
又
は
爆
発
に
よ
り
そ
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
消
火
を
行
う
設
備
（
次
項
に
お
い
て
「
消
火
設

備
」
と
い
う
。）

及
び
早
期
に
火
災
発
生
を
感
知
す
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
消
火
を
行
う
設
備
（
以
下
「
消
火
設
備
」
と
い
う
。）

及
び
早

期
に
火
災
発
生
を
感
知
す
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
火
災
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
、
適
切

な
消
火
設
備
並
び
に
感
知
及
び
警
報
設
備
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
 

早
期
に
火
災
を
検
知
し
迅
速
に
消
火
を
行
う
た
め
、
自

動
火
災
警
報
設
備
及
び
消
火
設
備
を
設
け
る
。
 

第
4
条
第

3
項
 

消
火
設
備
は
、
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
が
起
き
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
上
重
要
な
施
設
の
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
3
項
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
消
火
設
備
の
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
が
起
き
た
場
合
の
ほ
か
、
火
災
感
知
設
備

の
破
損
、
誤
作
動
又
は
誤
操
作
が
起
き
た
こ
と
に
よ
り
消
火
設
備
が
作
動
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
安
全
上
重
要
な

施
設
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
（
消
火
設
備
の
誤
動
作
に
よ
っ
て
核
燃
料
物
質
等
が
浸
水
し
た
と
し
て
も
、
当
該

施
設
の
臨
界
防
止
機
能
を
損
な
わ
な
い
こ
と
等
）
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
な
い
た
め
該
当
し
な
い
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
4
条
 
火
災
等
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
施
設
等
は
、
火
災
又
は
爆
発
に
よ
り
そ
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
火
災
及
び
爆
発
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
火
災
及
び
爆
発
の
影
響
を
軽
減

す
る
機
能
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
火
災
及

び
爆
発
の
発
生
を
防
止
す
る
こ

と
が
で
き
、
か
つ
、
火
災
及
び
爆

発
の
影
響
を
軽
減
す
る
機
能
を

有
す
る
も
の
」
と
は
、
例
え
ば
、

以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
等

を
い
う
。
 

第
一
号
 

建
物
又
は
居
室
は
、
建
築
基
準
法
等
関
係
法
令
で
定
め
る
耐
火
構

造
又
は
不
燃
性
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
て

防
火
壁
の
設
置
そ
の
他
の
適
切
な
防
火
措
置
を
講
じ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
。
 

主
要
な
建
家
、
構
築
物
及
び
機
器
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
、
鉄
骨
、
ス
レ
ー
ト
等
の
不
燃
性
の
材
料
又
は
難

燃
性
の
材
料
を
主
要
構
成
材
と
し
て
用
い
る
。
 

第
二
号
 

核
燃
料
物
質
等
を
取
り
扱
う
セ
ル
等
の
設
備
・
機
器
は
、
可
能
な

限
り
、
不
燃
性
材
料
又
は
難
燃
性
材
料
を
使
用
す
る
設
計
と
す
る

こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

セ
ル
、
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
、
そ
の
他
の
気
密
設
備
は

な
い
。
 

第
三
号
 

水
素
ガ
ス
等
を
使
用
す
る
設
備
・
機
器
は
、
火
災
及
び
爆
発
の
発

生
を
防
止
す
る
た
め
、
発
火
及
び
異
常
な
温
度
上
昇
の
防
止
対

策
、
可
燃
性
・
爆
発
性
の
物
質
の
漏
え
い
防
止
対
策
、
空
気
の
混

入
防
止
対
策
等
の
適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
設
計
で
あ
る
と

と
も
に
、
適
切
な
熱
的
及
び
化
学
的
制
限
値
 が

設
け
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
 

可
燃
性
高
圧
ガ
ス
の
使
用
は
極
力
避
け
る
。
た
だ
し
、

整
備
等
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
、
必
ず
作
業
場
所
の

近
傍
に
消
火
器
を
用
意
す
る
等
、
関
連
法
令
に
従
っ
て

取
り
扱
い
、
管
理
す
る
。
 

第
四
号
 

火
災
又
は
爆
発
に
よ
り
臨
界
管
理
設
備
、
換
気
設
備
等
の
設
備
・

機
器
の
一
部
が
、
そ
の
機
能
を
喪
失
し
て
も
、
使
用
施
設
等
全
体

と
し
て
、
公
衆
に
対
し
過
度
の
放
射
線
被
ば
く
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
、
臨
界
防
止
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全
機
能
が
確
保
さ
れ
る
も

の
と
す
る
こ
と
。
 

本
施

設
に

お
い

て
核

燃
料

物
質

の
貯

蔵
を

行
う

場
合

は
、
貯
蔵
場
所
ご
と
又
は
貯
蔵
設
備
ご
と
の
臨
界
管
理

に
係
る
核
的
制
限
値
以
内
で
質
量
管
理
を
行
っ
て
い
る

た
め
火
災
又
は
爆
発
に
よ
っ
て
臨
界
の
問
題
は
起
こ
ら

な
い
。
 

第
五
号
 

核
燃
料
物
質
の
貯
蔵
施
設
は
、
以
下
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
こ
と
。
 

①
 貯

蔵
箱
又
は
容
器
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
耐
火
性
の
構
造

と
す
る
こ
と
。
 

核
燃
料
物
質
を
貯
蔵
す
る
貯
蔵
設
備
は
、
耐
火
性
の
構

造
で
あ
る
。
 

②
 貯

蔵
室
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
主
要
構
造
部
等
を
耐

火
構
造
と
し
、
そ
の
開
口
部
に
は
、
原
則
と
し
て
、
建
築
基
準
法

該
当
し
な
い
。
 

貯
蔵
室
は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
5
条
 
立
ち
入
り
の
防
止
 

（
使
用
施
設
等
に
は
、
人
が
み
だ
り
に
管
理
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
壁
、
柵
そ
の
他
の
区
画
物
及
び
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
管
理
区
域
の
境
界
に
標
識
を
付
す
こ
と
を
い

い
、
標
識
に
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

24
年
法
律
第

18
5
号
）
第

17
条
第

1
項
の
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。）

に
よ
る
放
射
能
標
識
（
以
下
「
放
射
能
標
識
」
と
い
う
。）

に
「
管
理
区
域
（
核
燃
料
物

質
使
用
施
設
）」

及
び
「（

使
用
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
廃
棄
施
設
）」
（
括
弧
内
は
該
当
す
る
使
用
施
設
等
を
記
載
）
を

記
載
し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
立
入
り
を
禁
ず
る
旨
を
記
載
等
す
る
こ
と
と
す
る
。
  

人
が
み
だ
り
に
管
理
区
域
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
管

理
区
域
境
界
を
壁
又
は
柵
に
よ
っ
て
区
画
し
、
か
つ
、

標
識
を
設
け
る
。
 

 

第
5
条
第

2
項
 

使
用
施
設
等
に
は
、
業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
周
辺
監
視
区
域
内
に
立
ち
入
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め
、
当
該
区
域
の
境
界
に
柵
そ
の
他
の
人
の
侵
入
を
防

止
す
る
た
め
の
設
備
又
は
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
に
人
が
立
ち
入
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
周
辺
監
視
区
域
の
境
界
に
標
識
を
付
す
こ
と
を

い
い
、
標
識
に
は
「
周
辺
監
視
区
域
」
を
記
載
し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
立
入
り
を
禁
ず
る
旨
を
記
載
等
す
る

こ
と
と
す
る
。
 

業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
周
辺
監
視

区
域
に
立
ち
入
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め
、
当
該
区
域

の
境
界
に
柵
又
は
標
識
を
設
け
る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
6
条
 
自
然
現
象
に
よ
る
影
響
の
考
慮
 

（
使
用
施
設
等
（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
を
除
く
。）

は
、
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
に
よ
る
当
該
使
用
施
設
等
へ
の
影
響
を
適
切
に
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
6
条
に
規
定
す
る
「
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
」
と
は
、
敷
地
の
自
然
環
境
を
基
に
、
地
震
、
津
波
、
洪
水
、
風
（
台

風
）
等
の
う
ち
、
使
用
施
設
等
（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
を
除
く
。）

の
供
用
期
間
中
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
も
の
で
、
核
燃
料
物
質
等
の
使
用
方
法
等
か
ら
み
て
安
全
確
保
上
適
用
す
べ
き
も
の
を
い
う
。
 

該
当
し
な
い
。
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
た
め
。
 

第
2
項
 

第
6
条
に
規
定
す
る
「
当
該
使
用
施
設
等
へ
の
影
響
を
適
切
に
考
慮
し
た
も
の
」
と
は
、
使
用
施
設
等
の
周
辺
地
域

の
自
然
現
象
に
関
す
る
知
見
を
踏
ま
え
、
自
然
現
象
に
よ
る
施
設
へ
の
影
響
を
適
切
に
考
慮
し
た
当
該
使
用
施
設
等

の
位
置
、
構
造
等
と
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

該
当
し
な
い
。
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
た
め
。
 

 

第
3
項
 

本
条
の
規
定
は
、
使
用
施
設
等
に
要
求
さ
れ
る
、
遮
蔽
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全
機
能
と
相
ま
っ
て
、
使
用
施
設
等
の

安
全
性
を
損
な
わ
な
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

該
当
し
な
い
。
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
た
め
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
5
条
 
立
ち
入
り
の
防
止
 

（
使
用
施
設
等
に
は
、
人
が
み
だ
り
に
管
理
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
壁
、
柵
そ
の
他
の
区
画
物
及
び
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
管
理
区
域
の
境
界
に
標
識
を
付
す
こ
と
を
い

い
、
標
識
に
は
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和

24
年
法
律
第

18
5
号
）
第

17
条
第

1
項
の
日
本
産
業
規
格
（
以
下
「
日

本
産
業
規
格
」
と
い
う
。）

に
よ
る
放
射
能
標
識
（
以
下
「
放
射
能
標
識
」
と
い
う
。）

に
「
管
理
区
域
（
核
燃
料
物

質
使
用
施
設
）」

及
び
「（

使
用
施
設
、
貯
蔵
施
設
、
廃
棄
施
設
）」
（
括
弧
内
は
該
当
す
る
使
用
施
設
等
を
記
載
）
を

記
載
し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
立
入
り
を
禁
ず
る
旨
を
記
載
等
す
る
こ
と
と
す
る
。
  

人
が
み
だ
り
に
管
理
区
域
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
管

理
区
域
境
界
を
壁
又
は
柵
に
よ
っ
て
区
画
し
、
か
つ
、

標
識
を
設
け
る
。
 

 

第
5
条
第

2
項
 

使
用
施
設
等
に
は
、
業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
周
辺
監
視
区
域
内
に
立
ち
入
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め
、
当
該
区
域
の
境
界
に
柵
そ
の
他
の
人
の
侵
入
を
防

止
す
る
た
め
の
設
備
又
は
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
区
域
に
人
が
立
ち
入
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
周
辺
監
視
区
域
の
境
界
に
標
識
を
付
す
こ
と
を

い
い
、
標
識
に
は
「
周
辺
監
視
区
域
」
を
記
載
し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
立
入
り
を
禁
ず
る
旨
を
記
載
等
す
る

こ
と
と
す
る
。
 

業
務
上
立
ち
入
る
者
以
外
の
者
が
み
だ
り
に
周
辺
監
視

区
域
に
立
ち
入
る
こ
と
を
制
限
す
る
た
め
、
当
該
区
域

の
境
界
に
柵
又
は
標
識
を
設
け
る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
7
条
 
核
燃
料
物
質
の
臨
界
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
核
燃
料
物
質
が
臨
界
に
達
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
核
的
に
安
全
な
形
状
寸
法
に
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
2
項
 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
核
的
に

安
全
な
形
状
寸
法
に
す
る
こ
と

そ
の
他
の
適
切
な
措
置
」
と
は
、

核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
上
の
一

つ
の
単
位
（
以
下
「
単
一
ユ
ニ
ッ

ト
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
、
以

下
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
又
は

こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
措
置
を

い
う
。（

核
燃
料
物
質
の
取
扱
量

及
び
使
用
状
況
か
 ら

み
て
、
臨

界
に
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か

な
場
合
を
除
く
。）

 

第
一
号
 

核
燃
料
物
質
を
収
納
す
る
、
単
一
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
の
設
備
・
機

器
の
う
ち
、
そ
の
形
状
寸
法
を
制
限
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
形
状
寸
法
に
つ
い
て
適
切
な
核
的
制
限
値
（
臨
界
管
理
を
行

う
体
系
の
未
臨
界
確
保
の
た
め
に
設
定
す
る
値
を
い
う
。
こ
の
値

は
、
具
体
的
な
機
器
の
設
計
及
び
運
転
条
件
の
妥
当
性
の
判
断
を

容
易
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
設
定
す
る
計
量
可
能
な
値
で
あ

り
、
こ
の
値
を
超
え
た
機
器
の
製
作
並
び
に
運
転
時
及
び
停
止
時

に
お
け
る
運
転
条
件
の
設
定
は
許
容
さ
れ
な
い
。）

が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

本
施
設
の
核
燃
料
取
扱
い
は
質
量
制
限
に
よ
り
行
っ
て

い
る
。
 

こ
の
場
合
、
溶
液
状
の
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
設
備
・
機
器
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
濃
度
に
お
い
て
臨
界
安
全
を
維
持
で
き
る
形

状
を
基
本
と
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

溶
液
状
の
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
は
な
い
。
 

第
二
号
 

上
記
一
の
形
状
寸
法
管
理
が
困
難
な
設
備
・
機
器
及
び
単
一
ユ
ニ

ッ
ト
と
し
て
の
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
う
核

燃
料
物
質
自
体
の
質
量
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
富
化
度
、
溶
液
中
の
濃

度
等
に
つ
い
て
適
切
な
核
的
制
限
値
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

該
当
し
な
い
。
 

本
施
設
の
核
燃
料
取
扱
い
は
質
量
制
限
に
よ
り
行
っ
て

い
る
。
 

こ
の
場
合
、
誤
操
作
等
を
考
慮
し
て
も
工
程
内
の
核
燃
料
物
質
が

上
記
の
制
限
値
を
超
え
な
い
よ
う
臨
界
安
全
が
確
保
さ
れ
、
十
分

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
三
号
 

核
燃
料
物
質
の
収
納
を
考
慮
し
て
い
な
い
設
備
・
機
器
の
う
ち
、

核
燃
料
物
質
が
入
る
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
・
機
器
に
つ
い
て
も
上

記
一
及
び
二
に
規
定
す
る
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

本
施

設
に

お
い

て
核

燃
料

物
質

の
貯

蔵
を

行
う

場
合

は
、
貯
蔵
場
所
ご
と
又
は
貯
蔵
設
備
ご
と
の
臨
界
管
理

に
係
る
核
的
制
限
値
以
内
で
質
量
管
理
を
行
う
。
 

第
四
号
 

核
的
制
限
値
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
取
り
扱
わ
れ
る
核
燃

本
施
設
内
の
貯
蔵
設
備
の
臨
界
管
理
は
、
取
扱
う
核
燃
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

料
物
質
の
化
学
的
組
成
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
富
化
度
及
び
同
位
体
組

成
、
密
度
、
幾
何
学
的
形
状
及
び
減
速
条
件
、
中
性
子
吸
収
材
等

を
考
慮
し
、
最
も
厳
し
い
結
果
を
与
え
る
よ
う
、
中
性
子
の
減
速
、

吸
収
及
び
反
射
の
各
条
件
を
仮
定
し
、
か
つ
、
測
定
又
は
計
算
に

よ
る
誤
差
、
誤
操
作
等
を
考
慮
し
て
十
分
な
裕
度
を
見
込
む
こ

と
。
 

料
物
質
の
性
状
が
固
体
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮

し
、
複
数
の
種
類
の
核
燃
料
物
質
が
混
在
し
て
も
臨
界

管
理

上
の

問
題

と
な

ら
な

い
よ

う
、

TI
D-
70
16

（
Nu
cl
ea
r 
Sa
fe
ty
 G
ui
de
, 
TI
D-
70
16
.(
19
61
)）

の

各
々
の
核
燃
料
物
質
の
臨
界
管
理
上
の
質
量
の
勧
告
値

の
う
ち
、
金
属
の
最
小
質
量
で
あ
る

23
9 P
u
の
勧
告
値
を

用
い
て
管
理
す
る
。
 

第
五
項
 

核
的
制
限
値
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
、
参
考
と
す
る
手
引
書
、
文

献
等
は
、
公
表
さ
れ
た
信
頼
度
の
十
分
高
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

使
用
す
る
臨
界
計
算
コ
ー
ド
等
は
、
実
験
値
等
と
の
対
比
が
な
さ

れ
、
信
頼
度
が
十
分
高
い
こ
と
。
 

本
施
設
に
お
け
る
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
に
関
す
る
臨

界
管
理
は
、
TI
D-
70
16
（
Nu
cl
ea
r 

Sa
fe
ty
 
Gu
id
e,
 

TI
D-
70
16
.(
19
61
)）

で
示
さ
れ
た
基
準
に
従
っ
て
行
っ

て
い
る
。
 

第
六
号
 

核
的
制
限
値
の
維
持
・
管
理
に
つ
い
て
は
、
起
こ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
独
立
し
た
二
つ
以
上
の
異
常
が
同
時
に
起
こ
ら
な
い
限

り
臨
界
に
達
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

本
施
設
の
核
燃
料
取
扱
い
は
質
量
制
限
に
よ
り
行
っ
て

お
り
、
か
つ
、
そ
の
管
理
は
、
施
設
管
理
者
又
は
核
燃

料
取
扱
主
務
者
を
含
む
複
数
人
に
よ
り
確
認
が
行
わ
れ

る
。
ま
た
、
各
貯
蔵
設
備
で
貯
蔵
で
き
る
最
大
質
量
は
、

TI
D-
70
16

の
勧
告
値
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
誤
操
作

に
よ
り
二
重
装
荷
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
最
小
臨

界
質
量
に
達
し
な
い
た
め
臨
界
安
全
は
確
保
で
き
る
。
 

第
3
項
 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
核
的
に

安
全
な
形
状
寸
法
に
す
る
こ
と

そ
の
他
の
適
切
な
措
置
」
と
は
、

2
つ
以
上
の
単
一
ユ
ニ
ッ
ト
が

存
在
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
以

下
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
又
は

こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
措
置
を

い
う
。（

核
燃
料
物
質
の
取
扱
量

第
一
号
 

単
一
ユ
ニ
ッ
ト
相
互
間
が
核
的
に
安
全
な
配
置
で
あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

本
施
設
の
核
燃
料
取
扱
い
は
質
量
制
限
に
よ
り
行
っ
て

い
る
。
 

第
二
号
 

核
的
に
安
全
な
配
置
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
最
も
厳
し
い
結

果
を
与
え
る
よ
う
、
中
性
子
の
減
速
、
吸
収
及
び
反
射
の
各
条
件

を
仮
定
し
、
か
つ
、
測
定
又
は
計
算
に
よ
る
誤
差
、
誤
操
作
等
を

考
慮
し
て
十
分
な
裕
度
を
見
込
む
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
三
号
 

核
的
に
安
全
な
配
置
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
、
参
考
と
す
る
手
引

書
、
文
献
等
は
、
公
表
さ
れ
た
信
頼
度
の
十
分
高
い
も
の
で
あ
り
、

上
記
に
同
じ
。
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
7
条
 
核
燃
料
物
質
の
臨
界
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
核
燃
料
物
質
が
臨
界
に
達
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
核
的
に
安
全
な
形
状
寸
法
に
す
る
こ
と
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
2
項
 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
核
的
に

安
全
な
形
状
寸
法
に
す
る
こ
と

そ
の
他
の
適
切
な
措
置
」
と
は
、

核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
上
の
一

つ
の
単
位
（
以
下
「
単
一
ユ
ニ
ッ

ト
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
、
以

下
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
又
は

こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
措
置
を

い
う
。（

核
燃
料
物
質
の
取
扱
量

及
び
使
用
状
況
か
 ら

み
て
、
臨

界
に
な
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か

な
場
合
を
除
く
。）

 

第
一
号
 

核
燃
料
物
質
を
収
納
す
る
、
単
一
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
の
設
備
・
機

器
の
う
ち
、
そ
の
形
状
寸
法
を
制
限
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
形
状
寸
法
に
つ
い
て
適
切
な
核
的
制
限
値
（
臨
界
管
理
を
行

う
体
系
の
未
臨
界
確
保
の
た
め
に
設
定
す
る
値
を
い
う
。
こ
の
値

は
、
具
体
的
な
機
器
の
設
計
及
び
運
転
条
件
の
妥
当
性
の
判
断
を

容
易
か
つ
確
実
に
行
う
た
め
に
設
定
す
る
計
量
可
能
な
値
で
あ

り
、
こ
の
値
を
超
え
た
機
器
の
製
作
並
び
に
運
転
時
及
び
停
止
時

に
お
け
る
運
転
条
件
の
設
定
は
許
容
さ
れ
な
い
。）

が
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

本
施
設
の
核
燃
料
取
扱
い
は
質
量
制
限
に
よ
り
行
っ
て

い
る
。
 

こ
の
場
合
、
溶
液
状
の
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
設
備
・
機
器
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
濃
度
に
お
い
て
臨
界
安
全
を
維
持
で
き
る
形

状
を
基
本
と
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

溶
液
状
の
核
燃
料
物
質
の
取
扱
い
は
な
い
。
 

第
二
号
 

上
記
一
の
形
状
寸
法
管
理
が
困
難
な
設
備
・
機
器
及
び
単
一
ユ
ニ

ッ
ト
と
し
て
の
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
う
核

燃
料
物
質
自
体
の
質
量
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
富
化
度
、
溶
液
中
の
濃

度
等
に
つ
い
て
適
切
な
核
的
制
限
値
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

該
当
し
な
い
。
 

本
施
設
の
核
燃
料
取
扱
い
は
質
量
制
限
に
よ
り
行
っ
て

い
る
。
 

こ
の
場
合
、
誤
操
作
等
を
考
慮
し
て
も
工
程
内
の
核
燃
料
物
質
が

上
記
の
制
限
値
を
超
え
な
い
よ
う
臨
界
安
全
が
確
保
さ
れ
、
十
分

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
三
号
 

核
燃
料
物
質
の
収
納
を
考
慮
し
て
い
な
い
設
備
・
機
器
の
う
ち
、

核
燃
料
物
質
が
入
る
お
そ
れ
の
あ
る
設
備
・
機
器
に
つ
い
て
も
上

記
一
及
び
二
に
規
定
す
る
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

本
施

設
に

お
い

て
核

燃
料

物
質

の
貯

蔵
を

行
う

場
合

は
、
貯
蔵
場
所
ご
と
又
は
貯
蔵
設
備
ご
と
の
臨
界
管
理

に
係
る
核
的
制
限
値
以
内
で
質
量
管
理
を
行
う
。
 

第
四
号
 

核
的
制
限
値
を
設
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
取
り
扱
わ
れ
る
核
燃

本
施
設
内
の
貯
蔵
設
備
の
臨
界
管
理
は
、
取
扱
う
核
燃
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

及
び

取
扱

使
用

状
況

か
ら

み

て
、
臨
界
に
な
ら
な
い
こ
と
が

明
ら
か
な
場
合
を
除
く
。）

 

ま
た
、
使
用
す
る
臨
界
計
算
コ
ー
ド
等
は
、
実
験
値
等
と
の
対
比

が
な
さ
れ
、
信
頼
度
が
十
分
高
い
こ
と
。
 

第
四
号
 

核
的
に
安
全
な
配
置
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
起
こ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
独
立
し
た
二
つ
以
上
の
異
常
が
同
時
に
起
こ
ら
な
い
限

り
臨
界
に
達
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
五
号
 

上
記
四
の
「
核
的
に
安
全
な
配
置
の
維
持
」
と
は
、
核
燃
料
物
質

を
収
納
す
る
設
備
・
機
器
の
設
置
に
当
た
っ
て
、
十
分
な
構
造
強

度
を
持
つ
構
造
材
を
用
い
て
固
定
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
固

定
す
る
こ
と
が
困
難
な
設
備
・
機
器
の
場
合
は
、
設
備
・
機
器
の

周
囲
に
ユ
ニ
ッ
ト
相
互
間
の
間
隔
を
維
持
す
る
た
め
の
剛
構
造

物
を
取
り
付
け
る
か
又
は
設
計
上
移
動
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
。

上
記
に
同
じ
。
 

第
六
号
 

核
燃
料
物
質
を
不
連
続
的
に
取
り
扱
う
（
バ
ッ
チ
処
理
）
施
設
に

お
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
を
次
の
工
程
に
移
動
さ
せ
よ
う
と
し
て

も
、
核
的
制
限
値
等
を
満
足
す
る
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
七
号
 

核
燃
料
物
質
を
搬
送
す
る
た
め
の
動
力
の
供
給
が
停
止
し
た
場

合
に
、
核
燃
料
物
質
を
安
全
に
保
持
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
4
項
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
臨
界
事

故
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
」
と
は
、
以
下
の
各
号
に
掲

げ
る
設
備
又
は
こ
れ
ら
と
同
等

以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を

講
じ
た
設
備
を
い
う
。（

核
燃
料

物
質
の
取
扱
量
及
び
取
扱
使
用

状
況
か
ら
み
て
、
臨
界
に
な
ら

第
一
号
 

臨
界
警
報
装
置
等
に
よ
り
臨
界
及
び
そ
の
継
続
性
を
検
知
す
る

こ
と
が
で
き
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

本
施
設
の
核
燃
料
取
扱
い
は
質
量
制
限
に
よ
り
行
っ
て

お
り
、
誤
操
作
に
よ
り
二
重
装
荷
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
も
最
小
臨
界
質
量
に
達
し
な
い
た
め
臨
界
安
全
は

確
保
で
き
る
。
 

第
二
号
 

臨
界
事
故
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
臨
界
事
故
が
発
生

し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を

除
く
。）

 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

及
び

取
扱

使
用

状
況

か
ら

み

て
、
臨
界
に
な
ら
な
い
こ
と
が

明
ら
か
な
場
合
を
除
く
。）

 

ま
た
、
使
用
す
る
臨
界
計
算
コ
ー
ド
等
は
、
実
験
値
等
と
の
対
比

が
な
さ
れ
、
信
頼
度
が
十
分
高
い
こ
と
。
 

第
四
号
 

核
的
に
安
全
な
配
置
の
維
持
に
つ
い
て
は
、
起
こ
る
と
は
考
え
ら

れ
な
い
独
立
し
た
二
つ
以
上
の
異
常
が
同
時
に
起
こ
ら
な
い
限

り
臨
界
に
達
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
五
号
 

上
記
四
の
「
核
的
に
安
全
な
配
置
の
維
持
」
と
は
、
核
燃
料
物
質

を
収
納
す
る
設
備
・
機
器
の
設
置
に
当
た
っ
て
、
十
分
な
構
造
強

度
を
持
つ
構
造
材
を
用
い
て
固
定
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
固

定
す
る
こ
と
が
困
難
な
設
備
・
機
器
の
場
合
は
、
設
備
・
機
器
の

周
囲
に
ユ
ニ
ッ
ト
相
互
間
の
間
隔
を
維
持
す
る
た
め
の
剛
構
造

物
を
取
り
付
け
る
か
又
は
設
計
上
移
動
範
囲
を
制
限
す
る
こ
と
。

上
記
に
同
じ
。
 

第
六
号
 

核
燃
料
物
質
を
不
連
続
的
に
取
り
扱
う
（
バ
ッ
チ
処
理
）
施
設
に

お
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
を
次
の
工
程
に
移
動
さ
せ
よ
う
と
し
て

も
、
核
的
制
限
値
等
を
満
足
す
る
状
態
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
七
号
 

核
燃
料
物
質
を
搬
送
す
る
た
め
の
動
力
の
供
給
が
停
止
し
た
場

合
に
、
核
燃
料
物
質
を
安
全
に
保
持
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
4
項
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
臨
界
事

故
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な

設
備
」
と
は
、
以
下
の
各
号
に
掲

げ
る
設
備
又
は
こ
れ
ら
と
同
等

以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を

講
じ
た
設
備
を
い
う
。（

核
燃
料

物
質
の
取
扱
量
及
び
取
扱
使
用

状
況
か
ら
み
て
、
臨
界
に
な
ら

第
一
号
 

臨
界
警
報
装
置
等
に
よ
り
臨
界
及
び
そ
の
継
続
性
を
検
知
す
る

こ
と
が
で
き
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

本
施
設
の
核
燃
料
取
扱
い
は
質
量
制
限
に
よ
り
行
っ
て

お
り
、
誤
操
作
に
よ
り
二
重
装
荷
が
あ
っ
た
場
合
に
お

い
て
も
最
小
臨
界
質
量
に
達
し
な
い
た
め
臨
界
安
全
は

確
保
で
き
る
。
 

第
二
号
 

臨
界
事
故
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
臨
界
事
故
が
発
生

し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

上
記
に
同
じ
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
8
条
 
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
地
盤
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
地
震
力
（
安
全
機
能
を
有
す
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
う
ち
、
地
震
の
発
生
に
よ
っ
て
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ
る
そ
の
安
全
機
能
の
喪
失
に
起
因
す
る
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
の
程
度
が
特
に
大
き
い
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
耐
震
重
要
施
設
」
と
い
う
。）

に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
三
項
の
地
震
力
を
含
む
。）

が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤
に
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。）

 

解
釈
の
別
記

2
を
参
照
。
 

本
施
設
は
、
平
坦
な
場
所
に
建
設
さ
れ
、
安
定
し
た
地

層
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
地
滑
り
、
陥
没
等
の
お
そ
れ

は
な
い
。
 

（
解
釈
の
別
記

2）
 

1 
第

8
条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
つ
い
て
、
自
重
及
び
通
常
時
の
荷
重
等
に

加
え
、
耐
震
重
要
度
分
類
（
本
規
程
第

9
条

2
の
「
耐
震
重
要
度
分
類
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
各
ク
ラ
ス
に
応
じ
て
算
定
す
る
地
震
力
（
第

8
条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
耐

震
重
要
施
設
」（

本
規
程
第

9
条

2
の

S
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
に
あ
っ
て
は
、
第

9
条
第

3
項
に
規
定
す
る
「
そ
の
供
用
中
に
当
該
耐
震
重
要
施
設
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
地
震
に
よ
る
加
速
度
に
よ
っ
て
作
用
す
る
地
震
力
」（

以
下
「
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
」
と
い
う
。）

を
含
む
。）

が
作
用
し
た
場
合

に
お
い
て
も
、
接
地
圧
に
対
す
る
十
分
な
支
持
性
能
を
有
す
る
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

な
お
、
耐
震
重
要
施
設
に
つ
い
て
は
、
上
記
に
加
え
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
が
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
弱
面
上
の
ず
れ
等
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
含
め
、
基
準
地
震

動
に
よ
る
地
震
力
に
対
す
る
支
持
性
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
 

2 
第

8
条
第

2
項
に
規
定
す
る
「
変
形
」
と
は
、
地
震
発
生
に
伴
う
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
支
持
地
盤
の
傾
斜
及
び
撓
み
並
び
に
地
震
発
生
に
伴
う
建
物
・
構
築
物
間
の
不
等

沈
下
、
液
状
化
及
び
揺
す
り
込
み
沈
下
等
の
周
辺
地
盤
の
変
状
を
い
う
。
こ
の
う
ち
上
記
の
「
地
震
発
生
に
伴
う
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
支
持
地
盤
の
傾
斜
及
び
撓
み
」
に

つ
い
て
は
、
広
域
的
な
地
盤
の
隆
起
又
は
沈
降
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
の
ほ
か
、
局
所
的
な
も
の
を
含
む
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
上
記
の
「
局
所
的
な
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
支
持

地
盤
の
傾
斜
及
び
撓
み
の
安
全
性
へ
の
影
響
が
大
き
い
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
特
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
 

3 
第

8
条
第

3
項
に
規
定
す
る
「
変
位
」
と
は
、
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
が
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
盤
に
与
え
る
ず
れ
を
い
う
。
ま
た
、
同
項
に
規
定
す
る

「
変
位
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
地
盤
に
設
け
」
る
と
は
、
耐
震
重
要
施
設
が
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
の
露
頭
が
あ
る
地
盤
に
設
置
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
断
層
等

の
活
動
に
よ
っ
て
安
全
機
能
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
当
該
施
設
を
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
の
露
頭
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
地
盤
に

設
置
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

な
お
、
上
記
の
「
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
」
と
は
、
後
期
更
新
世
以
降
（
約

12
～
13

万
年
前
以
降
）
の
活
動
が
否
定
で
き
な
い
断
層
等
を
い
う
。
そ
の
認
定
に
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当
た
っ
て
、
後
期
更
新
世
（
約

12
～
13

万
年
前
）
の
地
形
面
又
は
地
層
が
欠
如
す
る
等
、
後
期
更
新
世
以
降
の
活
動
性
が
明
確
に
判
断
で
き
な
い
場
合
に
は
、
中
期
更
新
世
以
降

（
約

40
万
年
前
以
降
）
ま
で
遡
っ
て
地
形
、
地
質
・
地
質
構
造
及
び
応
力
場
等
を
総
合
的
に
検
討
し
た
上
で
活
動
性
を
評
価
す
る
こ
と
。
な
お
、
活
動
性
の
評
価
に
当
た
っ
て
、

設
置
面
で
の
確
認
が
困
難
な
場
合
に
は
、
当
該
断
層
の
延
長
部
で
確
認
さ
れ
る
断
層
等
の
性
状
等
に
よ
り
、
安
全
側
に
判
断
す
る
こ
と
。
ま
た
、「

将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る

断
層
等
」
に
は
、
震
源
と
し
て
考
慮
す
る
活
断
層
の
ほ
か
、
地
震
活
動
に
伴
っ
て
永
久
変
位
が
生
じ
る
断
層
に
加
え
、
支
持
地
盤
ま
で
変
位
及
び
変
形
が
及
ぶ
地
す
べ
り
面
を
含

む
。
 

 
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
8
条
 
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
地
盤
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
次
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
地
震
力
（
安
全
機
能
を
有
す
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
う
ち
、
地
震
の
発
生
に
よ
っ
て
生
ず
る
お
そ

れ
が
あ
る
そ
の
安
全
機
能
の
喪
失
に
起
因
す
る
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
の
程
度
が
特
に
大
き
い
も
の
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
耐
震
重
要
施
設
」
と
い
う
。）

に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
三
項
の
地
震
力
を
含
む
。）

が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤
に
設
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。）

 

解
釈
の
別
記

2
を
参
照
。
 

本
施
設
は
、
平
坦
な
場
所
に
建
設
さ
れ
、
安
定
し
た
地

層
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
地
滑
り
、
陥
没
等
の
お
そ
れ

は
な
い
。
 

（
解
釈
の
別
記

2）
 

1 
第

8
条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
つ
い
て
、
自
重
及
び
通
常
時
の
荷
重
等
に

加
え
、
耐
震
重
要
度
分
類
（
本
規
程
第

9
条

2
の
「
耐
震
重
要
度
分
類
」
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

の
各
ク
ラ
ス
に
応
じ
て
算
定
す
る
地
震
力
（
第

8
条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
耐

震
重
要
施
設
」（

本
規
程
第

9
条

2
の

S
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
）
に
あ
っ
て
は
、
第

9
条
第

3
項
に
規
定
す
る
「
そ
の
供
用
中
に
当
該
耐
震
重
要
施
設
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
地
震
に
よ
る
加
速
度
に
よ
っ
て
作
用
す
る
地
震
力
」（

以
下
「
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
」
と
い
う
。）

を
含
む
。）

が
作
用
し
た
場
合

に
お
い
て
も
、
接
地
圧
に
対
す
る
十
分
な
支
持
性
能
を
有
す
る
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

な
お
、
耐
震
重
要
施
設
に
つ
い
て
は
、
上
記
に
加
え
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
が
作
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
弱
面
上
の
ず
れ
等
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
含
め
、
基
準
地
震

動
に
よ
る
地
震
力
に
対
す
る
支
持
性
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
。
 

2 
第

8
条
第

2
項
に
規
定
す
る
「
変
形
」
と
は
、
地
震
発
生
に
伴
う
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
支
持
地
盤
の
傾
斜
及
び
撓
み
並
び
に
地
震
発
生
に
伴
う
建
物
・
構
築
物
間
の
不
等

沈
下
、
液
状
化
及
び
揺
す
り
込
み
沈
下
等
の
周
辺
地
盤
の
変
状
を
い
う
。
こ
の
う
ち
上
記
の
「
地
震
発
生
に
伴
う
地
殻
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
支
持
地
盤
の
傾
斜
及
び
撓
み
」
に

つ
い
て
は
、
広
域
的
な
地
盤
の
隆
起
又
は
沈
降
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
の
ほ
か
、
局
所
的
な
も
の
を
含
む
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
上
記
の
「
局
所
的
な
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
支
持

地
盤
の
傾
斜
及
び
撓
み
の
安
全
性
へ
の
影
響
が
大
き
い
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
特
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
 

3 
第

8
条
第

3
項
に
規
定
す
る
「
変
位
」
と
は
、
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
が
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
盤
に
与
え
る
ず
れ
を
い
う
。
ま
た
、
同
項
に
規
定
す
る

「
変
位
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
な
い
地
盤
に
設
け
」
る
と
は
、
耐
震
重
要
施
設
が
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
の
露
頭
が
あ
る
地
盤
に
設
置
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
断
層
等

の
活
動
に
よ
っ
て
安
全
機
能
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
当
該
施
設
を
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
の
露
頭
が
無
い
こ
と
を
確
認
し
た
地
盤
に

設
置
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

な
お
、
上
記
の
「
将
来
活
動
す
る
可
能
性
の
あ
る
断
層
等
」
と
は
、
後
期
更
新
世
以
降
（
約

12
～
13

万
年
前
以
降
）
の
活
動
が
否
定
で
き
な
い
断
層
等
を
い
う
。
そ
の
認
定
に
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
9
条
 
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

解
釈
の
別
記

3
を
参
照
。
 

本
施
設
は
、
施
設
の
重
要
度
に
応
じ
て
設
計
し
て
い
る
。 

（
解
釈
の
別
記

3）
 

1 
第

9
条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
」
と
は
、
あ
る
地
震
力
に
対
し
て
施
設
全
体
と
し
て
お
お
む
ね
弾
性
範
囲
の
設
計
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
場

合
、
上
記
の
「
弾
性
範
囲
の
設
計
」
と
は
、
施
設
を
弾
性
体
と
み
な
し
て
応
力
解
析
を
行
い
、
施
設
各
部
の
応
力
を
許
容
限
界
以
下
に
留
め
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、

上
記
の
「
許
容
限
界
」
と
は
、
必
ず
し
も
厳
密
な
弾
性
限
界
で
は
な
く
、
局
部
的
に
弾
性
限
界
を
超
え
る
場
合
を
容
認
し
つ
つ
も
施
設
全
体
と
し
て
お
お
む
ね
弾
性
範
囲
に
留
ま

り
得
る
こ
と
を
い
う
。
 

2 
第

9
条
第

2
項
に
規
定
す
る
「
地
震
の
発
生
に
よ
っ
て
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
機
能
の
喪
失
に
起
因
す
る
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
の
程

度
」
と
は
、
地
震
に
よ
り
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
機
能
の
喪
失
（
地
震
に
伴
っ
て
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
津
波
及
び
周
辺
斜
面
の
崩
壊
等
に

よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
を
含
む
。）

及
び
そ
れ
に
続
く
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
各
施
設
の
安
全
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
の
影
響
の
相
対
的
な
程

度
（
以
下
「
耐
震
重
要
度
」
と
い
う
。）

を
い
う
。
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
耐
震
重
要
度
に
応
じ
て
、
以
下
の
ク
ラ
ス
に
分
類
す
る
も
の
と
す
る
。
 

一
 耐

震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅰ
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
以
下
の
ク
ラ
ス
に
分
類
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
施
設
の
特
徴
に
応
じ
て
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
二
の
耐
震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅱ
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

①
 S

ク
ラ
ス
 

自
ら
放
射
性
物
質
を
内
蔵
し
て
い
る
施
設
、
当
該
施
設
に
直
接
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
喪
失
に
よ
り
放
射
性
物
質
を
外
部
に
放
出
す
る
可
能
性
の
あ
る
施
設
、
放
射
性

物
質
を
外
部
に
放
散
す
る
可
能
性
の
あ
る
事
態
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
放
射
性
物
質
が
外
部
に
放
散
さ
れ
る
事
故
発
生
の
際
に
、
外
部
に
放
散
さ
れ
る
放
射

性
物
質
に
よ
る
影
響
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
施
設
、
並
び
に
地
震
に
伴
っ
て
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
津
波
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
施
設
で
あ
っ
て
、
環
境
へ
の
影
響
が
大
き
い
も
の
を
い
い
、
例
え
ば
、
次
の
施
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

a)
 核

燃
料
物
質
を
非
密
封
で
取
り
扱
う
設
備
・
機
器
を
収
納
す
る
セ
ル
又
は
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
及
び
こ
れ
ら
と
同
等
の
閉
じ
込
め
機
能
を
必
要
と
す
る
設
備
・
機
器
で

あ
っ
て
、
そ
の
破
損
に
よ
る
公
衆
へ
の
放
射
線
の
影
響
が
大
き
い
施
設
。
 

b)
 上

記
a)
に
関
連
す
る
設
備
・
機
器
で
放
射
性
物
質
の
外
部
へ
の
放
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
・
機
器
 

c)
 上

記
a)
 及

び
b)
 の

設
備
・
機
器
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
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上
記
に
規
定
す
る
「
環
境
へ
の
影
響
が
大
き
い
」
と
は
、
周
辺
監
視
区
域
周
辺
の
公
衆
の
実
効
線
量
の
評
価
値
が
発
生
事
故
当
た
り

5
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る
こ
と
を

い
う
。
 

②
 B

ク
ラ
ス
 

機
能
喪
失
し
た
場
合
の
影
響
が

S
ク
ラ
ス
施
設
と
比
べ
小
さ
い
施
設
を
い
い
、
例
え
ば
、
次
の
施
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

a)
 核

燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
設
備
・
機
器
又
は
核
燃
料
物
質
を
非
密
封
で
取
り
扱
う
設
備
・
機
器
を
収
納
す
る
セ
ル
又
は
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
及
び
こ
れ
ら
と
同
等
の
閉

じ
込
め
機
能
を
必
要
と
す
る
設
備
・
機
器
で
あ
っ
て
、
そ
の
破
損
に
よ
る
公
衆
へ
の
放
射
線
の
影
響
が
比
較
的
小
さ
い
も
の
。（

た
だ
し
、
核
燃
料
物
質
が
少
な
い
か
又

は
収
納
方
式
に
よ
り
そ
の
破
損
に
よ
る
公
衆
へ
の
放
射
線
の
影
響
が
十
分
小
さ
い
も
の
は
除
く
。）

 

b)
 放

射
性
物
質
の
外
部
へ
の
放
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
・
機
器
で
あ
っ
て

S
ク
ラ
ス
以
外
の
設
備
・
機
器
 

な
お
、
S
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
を
有
し
な
い
使
用
施
設
等
の
う
ち
、
安
全
機
能
を
喪
失
し
た
場
合
に
敷
地
周
辺
の
公
衆
が
被
ば
く
す
る
線
量
が
十
分
に
低
い
も
の
は
、

C
ク
ラ
ス
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
上
記
の
「
敷
地
周
辺
の
公
衆
が
被
ば
く
す
る
線
量
が
十
分
に
低
い
」
と
は
、「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉

施
設
周
辺
の
線
量
目
標
値
に
関
す
る
指
針
」（

昭
和

50
年

5
月

13
日
原
子
力
委
員
会
決
定
）
を
参
考
に
、
実
効
線
量
が
発
生
事
故
当
た
り

50
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

以
下
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

③
 C

ク
ラ
ス
 

S
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
及
び

B
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
以
外
の
、
一
般
産
業
施
設
又
は
公
共
施
設
と
同
等
の
安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
施
設
を
い
う
。
 

二
 耐

震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅱ
 

①
 第

1
類
 

非
密
封
の
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
設
備
・
機
器
及
び
非
密
封
の
核
燃
料
物
質
を
閉
じ
込
め
る
た
め
の
設
備
・
機
器
並
び
に
臨
界
安
全
上
の
核
的
制
限
値
を
有
す
る
設
備
・

機
器
及
び
そ
の
制
限
値
を
維
持
す
る
た
め
の
設
備
・
機
器
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
を
失
う
こ
と
に
よ
る
影
響
の
大
き
い
設
備
・
機
器
を
い
う
。
 

な
お
、
こ
れ
ら
の
設
備
・
機
器
を
収
納
す
る
建
物
・
構
築
物
を
含
む
。
 

②
 第

2
類
 

非
密
封
の
核
燃
料
物
質
を
取
り
扱
う
設
備
・
機
器
及
び
非
密
封
の
核
燃
料
物
質
を
閉
じ
込
め
る
た
め
の
設
備
・
機
器
並
び
に
臨
界
安
全
上
の
核
的
制
限
値
を
有
す
る
設
備
・

機
器
及
び
そ
の
制
限
値
を
維
持
す
る
た
め
の
設
備
・
機
器
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
を
失
う
こ
と
に
よ
る
、
影
響
が
小
さ
い
も
の
及
び
化
学
的
制
限
値
又
は
熱
的
制
限
値
を
有
す

る
設
備
・
機
器
を
い
う
。
 

な
お
、
設
備
・
機
器
を
収
納
す
る
建
物
・
構
築
物
を
含
む
。
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
9
条
 
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

解
釈
の
別
記

3
を
参
照
。
 

本
施
設
は
、
施
設
の
重
要
度
に
応
じ
て
設
計
し
て
い
る
。 

（
解
釈
の
別
記

3）
 

1 
第

9
条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
」
と
は
、
あ
る
地
震
力
に
対
し
て
施
設
全
体
と
し
て
お
お
む
ね
弾
性
範
囲
の
設
計
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
場

合
、
上
記
の
「
弾
性
範
囲
の
設
計
」
と
は
、
施
設
を
弾
性
体
と
み
な
し
て
応
力
解
析
を
行
い
、
施
設
各
部
の
応
力
を
許
容
限
界
以
下
に
留
め
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、

上
記
の
「
許
容
限
界
」
と
は
、
必
ず
し
も
厳
密
な
弾
性
限
界
で
は
な
く
、
局
部
的
に
弾
性
限
界
を
超
え
る
場
合
を
容
認
し
つ
つ
も
施
設
全
体
と
し
て
お
お
む
ね
弾
性
範
囲
に
留
ま

り
得
る
こ
と
を
い
う
。
 

2 
第

9
条
第

2
項
に
規
定
す
る
「
地
震
の
発
生
に
よ
っ
て
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
機
能
の
喪
失
に
起
因
す
る
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
の
程

度
」
と
は
、
地
震
に
よ
り
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
機
能
の
喪
失
（
地
震
に
伴
っ
て
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
津
波
及
び
周
辺
斜
面
の
崩
壊
等
に

よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
を
含
む
。）

及
び
そ
れ
に
続
く
放
射
線
に
よ
る
公
衆
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
各
施
設
の
安
全
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
の
影
響
の
相
対
的
な
程

度
（
以
下
「
耐
震
重
要
度
」
と
い
う
。）

を
い
う
。
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
耐
震
重
要
度
に
応
じ
て
、
以
下
の
ク
ラ
ス
に
分
類
す
る
も
の
と
す
る
。
 

一
 耐

震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅰ
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
以
下
の
ク
ラ
ス
に
分
類
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
施
設
の
特
徴
に
応
じ
て
、
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
二
の
耐
震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅱ
に

よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

①
 S

ク
ラ
ス
 

自
ら
放
射
性
物
質
を
内
蔵
し
て
い
る
施
設
、
当
該
施
設
に
直
接
関
係
し
て
お
り
、
そ
の
機
能
喪
失
に
よ
り
放
射
性
物
質
を
外
部
に
放
出
す
る
可
能
性
の
あ
る
施
設
、
放
射
性

物
質
を
外
部
に
放
散
す
る
可
能
性
の
あ
る
事
態
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
及
び
放
射
性
物
質
が
外
部
に
放
散
さ
れ
る
事
故
発
生
の
際
に
、
外
部
に
放
散
さ
れ
る
放
射

性
物
質
に
よ
る
影
響
を
低
減
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
施
設
、
並
び
に
地
震
に
伴
っ
て
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
津
波
に
よ
る
安
全
機
能
の
喪
失
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
と

な
る
施
設
で
あ
っ
て
、
環
境
へ
の
影
響
が
大
き
い
も
の
を
い
い
、
例
え
ば
、
次
の
施
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

a)
 核

燃
料
物
質
を
非
密
封
で
取
り
扱
う
設
備
・
機
器
を
収
納
す
る
セ
ル
又
は
グ
ロ
ー
ブ
ボ
ッ
ク
ス
及
び
こ
れ
ら
と
同
等
の
閉
じ
込
め
機
能
を
必
要
と
す
る
設
備
・
機
器
で

あ
っ
て
、
そ
の
破
損
に
よ
る
公
衆
へ
の
放
射
線
の
影
響
が
大
き
い
施
設
。
 

b)
 上

記
a)
に
関
連
す
る
設
備
・
機
器
で
放
射
性
物
質
の
外
部
へ
の
放
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
設
備
・
機
器
 

c)
 上

記
a)
 及

び
b)
 の

設
備
・
機
器
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
施
設
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③
 第

3
類
 

第
1
類
に
属
す
る
施
設
及
び
第

2
類
に
属
す
る
施
設
以
外
の
一
般
産
業
施
設
と
同
等
の
安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
施
設
を
い
う
。
 

3 
第

9
条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
こ
と
」
を
満
た
す
た
め
に
、
耐
震
重
要
度
分
類
の
各
ク
ラ
ス
に
属
す
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
耐
震
設
計
に
当
た

っ
て
は
、
以
下
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。
 

一
 耐

震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅰ
 

①
 S

ク
ラ
ス
（
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
を
除
く
。）

 

・
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
の
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え
る
こ
と
。
 

・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
に
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に

対
し
て
、
建
築
基
準
法
等
の
安
全
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

・
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
及
び
事
故
時
に
生
じ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
荷
重
と
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
た
荷
重
条
件

に
対
し
て
、
応
答
が
全
体
的
に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
こ
と
。
な
お
、「

事
故
時
に
生
じ
る
」
荷
重
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
事
象
に
よ
っ
て
作
用
す
る
荷
重
及
び
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
事
象
で
あ
っ
て
も
、
い
っ
た
ん
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
長
時
間
継
続
す
る
事

象
に
よ
る
荷
重
は
、
そ
の
事
故
事
象
の
発
生
確
率
、
継
続
時
間
及
び
地
震
動
の
超
過
確
率
の
関
係
を
踏
ま
え
、
適
切
な
地
震
力
と
組
み
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
こ
と
。
 

②
 B

ク
ラ
ス
 

・
静
的
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え
る
こ
と
。
ま
た
、
共
振
の
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
こ

と
。
そ
の
場
合
、
検
討
に
用
い
る
地
震
動
は
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
に

2
分
の

1
を
乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
S
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
を
有
し
な
い
使
用
施

設
等
に
対
し
て
は
、
共
振
の
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
へ
の
影
響
の
検
討
に
用
い
る
地
震
動
と
し
て
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
に

2
分
の

1
を
乗
じ
た
も
の
に
代
え
て
、
建
築
基

準
法
等
に
基
づ
く
評
価
に
お
い
て
使
用
す
る
地
震
動
を
参
考
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
に
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
建
築
基
準
法
等
の
安
全
上
適
切
と

認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

・
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
の
荷
重
と
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
応
答
が
全
体
的
に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る

こ
と
。
 

③
 C

ク
ラ
ス
 

・
静
的
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え
る
こ
と
。
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・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
に
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
建
築
基
準
法
等
の
安
全
上
適
切
と

認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

・
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
の
荷
重
と
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
応
答
が
全
体
的
に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る

こ
と
。
 

二
 耐

震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅱ
 

①
 第

1
類
 

・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
建
築
基
準
法
等
安
全
上
適
切
と
認
め
ら

れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

・
設
備
・
機
器
に
つ
い
て
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
一
次
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
降
伏
応
力
又
は
こ
れ
と
同
等
の
応
力
を
許

容
限
界
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
設
備
・
機
器
に
つ
い
て
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
二
次
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
設
備
・
機

器
の
相
当
部
分
が
降
伏
し
、
塑
性
変
形
す
る
場
合
で
も
過
大
な
変
形
、
亀
裂
、
破
損
等
が
生
じ
、
そ
の
施
設
の
安
全
機
能
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
こ
と
。
 

②
 第

2
類
及
び
第

3
類
 

・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
建
築
基
準
法
等
の
安
全
上
適
切
と
認
め

ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

・
設
備
・
機
器
に
つ
い
て
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
一
次
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
降
伏
応
力
又
は
こ
れ
と
同
等
の
応
力
を
許

容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

4 
第

9
条
第

2
項
に
規
定
す
る
「
地
震
力
」
の
「
算
定
」
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
に
示
す
方
法
に
よ
る
こ
と
。
 

一
 耐

震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅰ
「
実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
解
釈
」（

原
規
技
発
第

13
06
19
3
号
（
平
成

25
年

6

月
19

日
原
子
力
規
制
委
員
会
決
定
）。

以
下
「
実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
」
と
い
う
。）

第
4
条

4
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。
 

二
 耐

震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅱ
 

①
 建

物
・
構
築
物
 

・
建
物
・
構
築
物
の
耐
震
設
計
法
に
つ
い
て
は
、
各
ク
ラ
ス
と
も
原
則
と
し
て
静
的
設
計
法
を
基
本
と
し
、
か
つ
、
建
築
基
準
法
等
関
係
法
令
に
よ
る
こ
と
。
 

・
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
は
、
下
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
波
及
的
破
損
が
生
じ
な
い
こ
と
。
 

・
上
位
の
分
類
の
建
物
・
構
築
物
と
構
造
的
に
一
体
に
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
は
、
上
位
分
類
の
設
計
法
に
よ
る
こ
と
。
 

 

③
 第

3
類
 

第
1
類
に
属
す
る
施
設
及
び
第

2
類
に
属
す
る
施
設
以
外
の
一
般
産
業
施
設
と
同
等
の
安
全
性
が
要
求
さ
れ
る
施
設
を
い
う
。
 

3 
第

9
条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
こ
と
」
を
満
た
す
た
め
に
、
耐
震
重
要
度
分
類
の
各
ク
ラ
ス
に
属
す
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
耐
震
設
計
に
当
た

っ
て
は
、
以
下
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。
 

一
 耐

震
ク
ラ
ス
分
類
Ⅰ
 

①
 S

ク
ラ
ス
（
津
波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
を
除
く
。）

 

・
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
の
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え
る
こ
と
。
 

・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
に
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に

対
し
て
、
建
築
基
準
法
等
の
安
全
上
適
切
と
認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

・
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
及
び
事
故
時
に
生
じ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
荷
重
と
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
又
は
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
た
荷
重
条
件

に
対
し
て
、
応
答
が
全
体
的
に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
こ
と
。
な
お
、「

事
故
時
に
生
じ
る
」
荷
重
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ

る
事
象
に
よ
っ
て
作
用
す
る
荷
重
及
び
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
事
象
で
あ
っ
て
も
、
い
っ
た
ん
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
長
時
間
継
続
す
る
事

象
に
よ
る
荷
重
は
、
そ
の
事
故
事
象
の
発
生
確
率
、
継
続
時
間
及
び
地
震
動
の
超
過
確
率
の
関
係
を
踏
ま
え
、
適
切
な
地
震
力
と
組
み
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
こ
と
。
 

②
 B

ク
ラ
ス
 

・
静
的
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え
る
こ
と
。
ま
た
、
共
振
の
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
の
影
響
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
こ

と
。
そ
の
場
合
、
検
討
に
用
い
る
地
震
動
は
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
に

2
分
の

1
を
乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
S
ク
ラ
ス
に
属
す
る
施
設
を
有
し
な
い
使
用
施

設
等
に
対
し
て
は
、
共
振
の
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
へ
の
影
響
の
検
討
に
用
い
る
地
震
動
と
し
て
、
弾
性
設
計
用
地
震
動
に

2
分
の

1
を
乗
じ
た
も
の
に
代
え
て
、
建
築
基

準
法
等
に
基
づ
く
評
価
に
お
い
て
使
用
す
る
地
震
動
を
参
考
に
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
に
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
建
築
基
準
法
等
の
安
全
上
適
切
と

認
め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
許
容
応
力
度
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

・
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
の
荷
重
と
静
的
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
応
答
が
全
体
的
に
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る

こ
と
。
 

③
 C

ク
ラ
ス
 

・
静
的
地
震
力
に
対
し
て
お
お
む
ね
弾
性
状
態
に
留
ま
る
範
囲
で
耐
え
る
こ
と
。
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・
静
的
地
震
力
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第

88
条
に
規
定
す
る
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数

Ci
に
、
耐
震
重
要
度
に
応
じ
て
下
記
に
示
す
割
り
増
し
係
数
を
乗
じ
て
算
定
す
る

こ
と
。
こ
こ
で
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数

Ci
は
、
標
準
せ
ん
断
力
係
数

Co
を

0.
2
以
上
と
し
、
建
物
・
構
築
物
の
振
動
特
性
、
地
盤
の
種
類
等
を
考
慮
し
て
求
め
ら
れ
る

値
と
す
る
こ
と
。
 

・
保
有
水
平
耐
力
の
算
定
に
お
い
て
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第

82
条
の

3
に
規
定
す
る
構
造
計
算
に
よ
り
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
必
要
保
有
水
平
耐
力
に
つ
い
て
は
、
同
条
第

2
号
に
規
定
す
る
式
で
計
算
し
た
数
値
に
下
記
に
示
す
割
り
増
し
係
数
を
乗
じ
た
値
と
す
る
。
ま
た
必
要
保
有
水
平
耐
力

の
算
出
に
使
用
す
る
標
準
せ
ん
断
力
係
数

Co
は

1.
0
以
上
と
す
る
こ
と
。
 

【
割
り
増
し
係
数
】
 

第
1
類
 1
.5

以
上
 

第
2
類
 1
.2
5
以
上
 

第
3
類
 1
.0

以
上
 

②
 設

備
・
機
器
 

・
設
備
・
機
器
の
耐
震
設
計
法
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
静
的
設
計
法
を
基
本
と
す
る
こ
と
。
 

・
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
は
、
下
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
波
及
的
破
損
が
生
じ
な
い
こ
と
。
 

・
上
位
の
分
類
の
建
物
・
構
築
物
と
構
造
的
に
一
体
に
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
は
、
上
位
分
類
の
設
計
法
に
よ
る
こ
と
。
 

・
設
備
・
機
器
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
剛
構
造
と
な
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
は
動
的
解
析
等
適
切
な
方
法
に
よ
り
設
計
す
る
こ
と
。
 

・
各
ク
ラ
ス
と
も
に
一
次
設
計
を
行
う
こ
と
。
こ
の
一
次
設
計
に
係
る
一
次
地
震
力
は
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数

Ci
に
、
耐
震
重
要
度
に
応
じ
て
上
記
に
示
す
割
り
増
し
係

数
を
乗
じ
た
も
の
に

20
％
増
し
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
「
一
次
設
計
」
と
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
一
次
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結

果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
降
伏
応
力
又
は
こ
れ
と
同
等
な
安
全
性
を
有
す
る
応
力
を
許
容
限
界
と
す
る
設
計
を
い
う
。
 

・
第

1
類
に
つ
い
て
は
、
上
記
一
次
設
計
に
加
え
、
二
次
設
計
を
行
う
こ
と
。
こ
の
二
次
設
計
に
係
る
二
次
地
震
力
は
、
一
次
地
震
力
に

1.
5
以
上
を
乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ

と
。
こ
こ
で
「
二
次
設
計
」
と
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
一
次
地
震
力
を
上
回
る
二
次
地
震
力
と
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
設
備
・

機
器
の
相
当
部
分
が
降
伏
し
、
塑
性
変
形
す
る
場
合
で
も
過
大
な
変
形
、
亀
裂
、
破
損
等
が
生
じ
、
そ
の
施
設
の
安
全
機
能
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
設
計
を

い
う
。
 

5 
第

9
条
第

3
項
に
規
定
す
る
「
そ
の
供
用
中
に
当
該
耐
震
重
要
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
地
震
」
に
よ
る
地
震
動
（
以
下
「
基
準
地
震
動
」
と
い
う
。）

は
、

実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
第

4
条

5
の
方
針
に
よ
り
策
定
す
る
こ
と
。
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6 
第

9
条
第

3
項
に
規
定
す
る
「
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
を
満
た
す
た
め
に
、
基
準
地
震
動
に
対
す
る
使
用
前
検
査
対
象

施
設
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
以
下
に
掲
げ
る
方
針
に
よ
る
こ
と
。
 

一
 耐

震
重
要
施
設
の
う
ち
、
二
以
外
の
も
の
 

・
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
、
そ
の
安
全
機
能
が
保
持
で
き
る
こ
と
。
 

・
建
物
・
構
築
物
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
に
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
と
の
組
合
せ
に
対
し
て
、
当
該
建
物
・
構
築
物
が
構
造
物
全
体
と
し
て
の
変

形
能
力
（
終
局
耐
力
時
の
変
形
）
に
つ
い
て
十
分
な
余
裕
を
有
し
、
建
物
・
構
築
物
の
終
局
耐
力
に
対
し
妥
当
な
安
全
余
裕
を
有
し
て
い
る
こ
と
。
 

・
機
器
・
配
管
系
に
つ
い
て
は
、
通
常
時
及
び
事
故
時
に
生
じ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
荷
重
と
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
た
荷
重
条
件
に
対
し
て
、
そ
の
施
設
に
要

求
さ
れ
る
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
。
な
お
、
上
記
に
よ
り
求
め
ら
れ
る
荷
重
に
よ
り
塑
性
ひ
ず
み
が
生
じ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
量
が
小
さ
な
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
破

断
延
性
限
界
に
十
分
な
余
裕
を
有
し
、
そ
の
施
設
に
要
求
さ
れ
る
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
ま
た
、
動
的
機
器
等
に
つ
い
て
は
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
応
答
に
対

し
て
、
そ
の
設
備
に
要
求
さ
れ
る
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
。
具
体
的
に
は
、
実
証
試
験
等
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
機
能
維
持
加
速
度
等
を
許
容
限
界
と
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
上
記
の
「
事
故
時
に
生
じ
る
」
荷
重
に
つ
い
て
は
、
地
震
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
象
に
よ
っ
て
作
用
す
る
荷
重
及
び
地
震
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
お
そ
れ
の
な
い
事
象
で
あ
っ
て
も
、
い
っ
た
ん
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
長
時
間
継
続
す
る
事
象
に
よ
る
荷
重
は
、
そ
の
事
故
事
象
の
発
生
確
率
、
継
続
時
間

及
び
地
震
動
の
超
過
確
率
の
関
係
を
踏
ま
え
、
適
切
な
地
震
力
と
組
み
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
こ
と
。
 

二
 津

波
防
護
施
設
、
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
並
び
に
浸
水
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
物
・
構
築
物
 

・
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
及
び
設
備
に
要
求
さ
れ
る
機
能
（
津
波
防
護
機
能
、
浸
水
防
止
機
能
及
び
津
波
監
視
機
能
を
い
う
。）

が
保
持

で
き
る
こ
と
。
 

・
津
波
防
護
施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
た
建
物
・
構
築
物
は
、
通
常
時
に
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
の
組
合
せ
に
対
し
て
、
当
該
施
設

及
び
建
物
・
構
築
物
が
構
造
全
体
と
し
て
変
形
能
力
（
終
局
耐
力
時
の
変
形
）
に
つ
い
て
十
分
な
余
裕
を
有
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
施
設
に
要
求
さ
れ
る
機
能
（
津
波
防
護

機
能
及
び
浸
水
防
止
機
能
）
を
保
持
す
る
こ
と
。
 

・
浸
水
防
止
設
備
及
び
津
波
監
視
設
備
は
、
通
常
時
に
作
用
し
て
い
る
荷
重
等
と
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
の
組
合
せ
に
対
し
て
、
そ
の
設
備
に
要
求
さ
れ
る
機
能
（
浸
水

防
止
機
能
及
び
津
波
監
視
機
能
）
を
保
持
す
る
こ
と
。
 

・
こ
れ
ら
の
荷
重
組
合
せ
に
関
し
て
は
、
地
震
と
津
波
が
同
時
に
作
用
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
と
津
波
に
よ
る
荷
重
の

組
合
せ
を
考
慮
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
上
記
の
「
終
局
耐
力
」
と
は
、
構
造
物
に
対
す
る
荷
重
を
漸
次
増
大
し
た
際
、
構
造
物
の
変
形
又
は
歪
み
が
著
し
く
増
加
す
る
状
態
を
構
造
物
の
終
局
状
態
と
考

 

・
静
的
地
震
力
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第

88
条
に
規
定
す
る
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数

Ci
に
、
耐
震
重
要
度
に
応
じ
て
下
記
に
示
す
割
り
増
し
係
数
を
乗
じ
て
算
定
す
る

こ
と
。
こ
こ
で
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数

Ci
は
、
標
準
せ
ん
断
力
係
数

Co
を

0.
2
以
上
と
し
、
建
物
・
構
築
物
の
振
動
特
性
、
地
盤
の
種
類
等
を
考
慮
し
て
求
め
ら
れ
る

値
と
す
る
こ
と
。
 

・
保
有
水
平
耐
力
の
算
定
に
お
い
て
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第

82
条
の

3
に
規
定
す
る
構
造
計
算
に
よ
り
安
全
性
を
確
認
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
。
 

ま
た
、
必
要
保
有
水
平
耐
力
に
つ
い
て
は
、
同
条
第

2
号
に
規
定
す
る
式
で
計
算
し
た
数
値
に
下
記
に
示
す
割
り
増
し
係
数
を
乗
じ
た
値
と
す
る
。
ま
た
必
要
保
有
水
平
耐
力

の
算
出
に
使
用
す
る
標
準
せ
ん
断
力
係
数

Co
は

1.
0
以
上
と
す
る
こ
と
。
 

【
割
り
増
し
係
数
】
 

第
1
類
 1
.5

以
上
 

第
2
類
 1
.2
5
以
上
 

第
3
類
 1
.0

以
上
 

②
 設

備
・
機
器
 

・
設
備
・
機
器
の
耐
震
設
計
法
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
静
的
設
計
法
を
基
本
と
す
る
こ
と
。
 

・
上
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
は
、
下
位
の
分
類
に
属
す
る
も
の
の
破
損
に
よ
っ
て
波
及
的
破
損
が
生
じ
な
い
こ
と
。
 

・
上
位
の
分
類
の
建
物
・
構
築
物
と
構
造
的
に
一
体
に
設
計
す
る
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
は
、
上
位
分
類
の
設
計
法
に
よ
る
こ
と
。
 

・
設
備
・
機
器
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
剛
構
造
と
な
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
に
は
動
的
解
析
等
適
切
な
方
法
に
よ
り
設
計
す
る
こ
と
。
 

・
各
ク
ラ
ス
と
も
に
一
次
設
計
を
行
う
こ
と
。
こ
の
一
次
設
計
に
係
る
一
次
地
震
力
は
、
地
震
層
せ
ん
断
力
係
数

Ci
に
、
耐
震
重
要
度
に
応
じ
て
上
記
に
示
す
割
り
増
し
係

数
を
乗
じ
た
も
の
に

20
％
増
し
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
「
一
次
設
計
」
と
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
一
次
地
震
力
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結

果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
降
伏
応
力
又
は
こ
れ
と
同
等
な
安
全
性
を
有
す
る
応
力
を
許
容
限
界
と
す
る
設
計
を
い
う
。
 

・
第

1
類
に
つ
い
て
は
、
上
記
一
次
設
計
に
加
え
、
二
次
設
計
を
行
う
こ
と
。
こ
の
二
次
設
計
に
係
る
二
次
地
震
力
は
、
一
次
地
震
力
に

1.
5
以
上
を
乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ

と
。
こ
こ
で
「
二
次
設
計
」
と
は
、
常
時
作
用
し
て
い
る
荷
重
と
一
次
地
震
力
を
上
回
る
二
次
地
震
力
と
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
の
結
果
発
生
す
る
応
力
に
対
し
て
、
設
備
・

機
器
の
相
当
部
分
が
降
伏
し
、
塑
性
変
形
す
る
場
合
で
も
過
大
な
変
形
、
亀
裂
、
破
損
等
が
生
じ
、
そ
の
施
設
の
安
全
機
能
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
設
計
を

い
う
。
 

5 
第

9
条
第

3
項
に
規
定
す
る
「
そ
の
供
用
中
に
当
該
耐
震
重
要
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
地
震
」
に
よ
る
地
震
動
（
以
下
「
基
準
地
震
動
」
と
い
う
。）

は
、

実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
第

4
条

5
の
方
針
に
よ
り
策
定
す
る
こ
と
。
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え
、
こ
の
状
態
に
至
る
限
界
の
最
大
荷
重
負
荷
を
い
う
。
ま
た
、
耐
震
重
要
施
設
が
、
耐
震
重
要
度
分
類
の
下
位
の
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
波
及
的
影
響
に
よ
っ
て
、
そ

の
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
。
こ
の
波
及
的
影
響
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
敷
地
全
体
を
俯
瞰
し
た
調
査
・
検
討
の
内
容
等
を
含
め
て
、
事
象
選
定

及
び
影
響
評
価
の
結
果
の
妥
当
性
を
示
す
と
と
も
に
、
耐
震
重
要
施
設
の
設
計
に
用
い
る
地
震
動
又
は
地
震
力
を
適
用
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
上
記
の
「
耐
震
重
要
施
設
が
、
耐
震
重
要
度
分
類
の
下
位
の
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
波
及
的
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
の
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
」
と
は
、
少
な

く
と
も
次
に
示
す
事
項
に
つ
い
て
、
耐
震
重
要
施
設
の
安
全
機
能
へ
の
影
響
が
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

・
設
置
地
盤
及
び
地
震
応
答
性
状
の
相
違
等
に
起
因
す
る
相
対
変
位
又
は
不
等
沈
下
に
よ
る
影
響
 

・
耐
震
重
要
施
設
と
下
位
の
ク
ラ
ス
の
施
設
と
の
接
続
部
に
お
け
る
相
互
影
響
 

・
建
屋
内
に
お
け
る
下
位
の
ク
ラ
ス
の
施
設
の
損
傷
、
転
倒
及
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
へ
の
影
響
 

・
建
屋
外
に
お
け
る
下
位
の
ク
ラ
ス
の
施
設
の
損
傷
、
転
倒
及
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
へ
の
影
響
 

7 
本
規
程
第

8
条

1
の
「
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
」
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
第

4
条

7
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。
 

8 
第

9
条
第

4
項
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
第

4
条

8
の
規
程
を
準
用
す
る
こ
と
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
10

条
 
津
波
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
そ
の
供
用
中
に
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
津
波
に
対
し
て
安
全
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

安
全
上
重
要
な
施
設
を
有
す
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
あ
っ
て
は
、
第

10
条
の
「
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
津
波
」
は
、「

実
用
発
電
用
原
子
炉
及
び
そ
の
附
属
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の

解
釈
」（

原
規
技
発
第

13
06
19
3
号
（
平
成

25
年

6
月

19
日
原
子
力
規
制
委
員
会
決
定
）。

以
下
「
実
用
炉
設
置
許

可
基
準
解
釈
」
と
い
う
。）

第
5
条

1
及
び

2
に
よ
り
策
定
す
る
こ
と
。
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
な
い
た
め
該
当
し
な
い
。
 

第
2
項
 

安
全
上
重
要
な
施
設
を
有
し
な
い
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
あ
っ
て
は
、
第

10
条
の
「
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
津
波
」
は
、
敷
地
及
び
そ
の
周
辺
地
域
に
お
け
る
過
去
の
記
録
、
現
地
調
査
の
結
果
、
行
政
機
関
等
が
実

施
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
最
新
の
科
学
的
技
術
的
知
見
等
を
踏
ま
え
、
影
響
が
最
も
大
き
い
も
の
と
す

る
こ
と
。
 

敷
地
に
最
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
津
波
は
、
プ
レ
ー

ト
間
地
震
に
よ
る
「
茨
城
県
沖
か
ら
房
総
沖
に
想
定
す

る
津
波
」
で
あ
る
。
こ
の
波
源
に
よ
る
津
波
の
高
さ
は

敷
地
前
面
海
岸
範
囲
内
最
大
で

T.
P.
+1
6.
9m

で
あ
る
。
 

第
3
項
 

第
10

条
に
規
定
す
る
「
安
全
機

能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な

い
も

の
で

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
」
と
は
、
以
下
の
方
針
に
よ
る

こ
と
。
 

第
一
号
 

上
記

1
及
び

2
で
定
め
た
津
波
に
よ
る
遡
上
波
が
到
達
し
な
い

十
分
高
い
場
所
に
設
置
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

JM
TR

は
標
高
約

36
m
の
台
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
。
 

第
二
号
 

津
波
に
よ
る
遡
上
波
が
到
達
す
る
高
さ
に
あ
る
場
合
に
は
、
遡
上

波
に
よ
っ
て
臨
界
に
至
ら
な
い
こ
と
及
び
閉
じ
込
め
機
能
等
の

安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。「

安
全
機
能
を
損
な

う
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
」
と
は
、
遡
上
波
に
よ
る
安
全
機
能
へ
の

影
響
を
評
価
し
、
施
設
の
一
部
の
機
能
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
全
体
と
し
て
は
、
臨
界
防
止
及

び
閉
じ
込
め
等
の
機
能
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と

を
い
う
。
な
お
、「

安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
」

に
は
、
防
潮
堤
等
の
津
波
防
護
施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
を
設
置

し
て
、
遡
上
波
の
到
達
又
は
流
入
を
防
止
す
る
こ
と
を
含
む
。
 

 

該
当
し
な
い
。
 

JM
TR

は
標
高
約

36
m
の
台
地
に
設
置
さ
れ
て
い
る
た

め
、
津
波
に
よ
る
遡
上
波
が
到
達
す
る
高
さ
に
な
い
。
 

 

え
、
こ
の
状
態
に
至
る
限
界
の
最
大
荷
重
負
荷
を
い
う
。
ま
た
、
耐
震
重
要
施
設
が
、
耐
震
重
要
度
分
類
の
下
位
の
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
波
及
的
影
響
に
よ
っ
て
、
そ

の
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と
。
こ
の
波
及
的
影
響
の
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
敷
地
全
体
を
俯
瞰
し
た
調
査
・
検
討
の
内
容
等
を
含
め
て
、
事
象
選
定

及
び
影
響
評
価
の
結
果
の
妥
当
性
を
示
す
と
と
も
に
、
耐
震
重
要
施
設
の
設
計
に
用
い
る
地
震
動
又
は
地
震
力
を
適
用
す
る
こ
と
。
 

な
お
、
上
記
の
「
耐
震
重
要
施
設
が
、
耐
震
重
要
度
分
類
の
下
位
の
ク
ラ
ス
に
属
す
る
も
の
の
波
及
的
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
の
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
」
と
は
、
少
な

く
と
も
次
に
示
す
事
項
に
つ
い
て
、
耐
震
重
要
施
設
の
安
全
機
能
へ
の
影
響
が
無
い
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

・
設
置
地
盤
及
び
地
震
応
答
性
状
の
相
違
等
に
起
因
す
る
相
対
変
位
又
は
不
等
沈
下
に
よ
る
影
響
 

・
耐
震
重
要
施
設
と
下
位
の
ク
ラ
ス
の
施
設
と
の
接
続
部
に
お
け
る
相
互
影
響
 

・
建
屋
内
に
お
け
る
下
位
の
ク
ラ
ス
の
施
設
の
損
傷
、
転
倒
及
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
へ
の
影
響
 

・
建
屋
外
に
お
け
る
下
位
の
ク
ラ
ス
の
施
設
の
損
傷
、
転
倒
及
び
落
下
等
に
よ
る
耐
震
重
要
施
設
へ
の
影
響
 

7 
本
規
程
第

8
条

1
の
「
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
」
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
第

4
条

7
の
方
法
に
よ
る
こ
と
。
 

8 
第

9
条
第

4
項
の
適
用
に
当
た
っ
て
は
、
実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
第

4
条

8
の
規
程
を
準
用
す
る
こ
と
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
4
項
 

上
記

3
に
お
い
て
、
遡
上
波
の
到
達
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
実
用
炉
 設

置
許
可
基
準
解
釈
第

5
条

3
の
一
の

②
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。
 

遡
上
波
の
到
達
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
実
用
炉
設
置
許

可
基
準
解
釈
第

5
条

3
の
一
の
②
の
方
針
に
よ
り
行
っ

て
い
る
。
 

第
5
項
 

上
記

3
の
二
の
「
津
波
防
護
施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
」
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
第

5
条

3
の
二
及
び
五
か
ら
七
ま
で
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

津
波
防
護
施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
は
設
置
し
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
11

条
 
外
部
か
ら
の
衝
撃
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地
震
及
び
津
波
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
」
と
は
、
敷
地
の
自
然
環
境
を
基
に
、
洪
水
、
風
（
台
風
）、

竜
巻
、

凍
結
、
降
水
、
積
雪
、
落
雷
、
地
滑
り
、
火
山
の
影
響
、
生
物
学
的
事
象
、
森
林
火
災
等
か
ら
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、

核
燃
料
物
質
等
の
使
用
方
法
等
か
ら
安
全
確
保
上
適
用
す
べ
き
も
の
を
い
う
。
 

洪
水
、
風
（
台
風
）、

竜
巻
、
凍
結
、
降
水
、
積
雪
、
落

雷
、
地
滑
り
、
火
山
の
影
響
、
生
物
学
的
事
象
、
森
林
火

災
に
よ
る
自
然
現
象
を
想
定
し
た
場
合
に
お
い
て
も
施

設
の
安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
は
な
い
。
 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
（
地
震
及
び
津
波
を
除
く
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）

が
発
生
し
た
場

合
に
お
い
て
も
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
」
と
は
、
設
計
上
の
考
慮
を
要
す
る
自
然
現
象
又
は
そ
の
組
合
せ
に

遭
遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、
自
然
事
象
そ
の
も
の
が
も
た
ら
す
環
境
条
件
及
び
そ
の
結
果
と
し
て
使
用
前
検
査
対
象

施
設
で
生
じ
得
る
環
境
条
件
に
お
い
て
、
そ
の
設
備
が
有
す
る
安
全
機
能
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
 

上
記
に
同
じ
。
 

第
11

条
第

2
項
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
、
当
該
安
全
上
重
要
な
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
に
よ
り
当
該
安
全
上
重
要
な
施
設
に
作
用
す
る
衝
撃

及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
生
ず
る
応
力
を
適
切
に
考
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
自
然
現
象
」
と
は
、
対
象
と
な
る
自

然
現
象
に
対
応
し
て
、
最
新
の
科
学
的
技
術
的
知
見
を
踏
ま
え
て
適
切
に
予
想
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
な
お
、
過
去

の
記
録
、
現
地
調
査
の
結
果
、
最
新
知
見
等
を
参
考
に
し
て
、
必
要
の
あ
る
場
合
に
は
、
異
種
の
自
然
現
象
を
重
畳

さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
な
い
た
め
該
当
し
な
い
。
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
適
切
に
考
慮
し
た
も
の
」
と
は
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
自

然
現
象
に
よ
り
安
全
上
重
要
な
施
設
に
作
用
す
る
衝
撃
及
び
設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
生
じ
る
応
力
を
単

純
に
加
算
す
る
こ
と
を
必
ず
し
も
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
果
関
係
及
び
時
間
的
変
化
を
考
慮
し

て
適
切
に
組
合
せ
た
場
合
を
い
う
。
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
な
い
た
め
該
当
し
な
い
。
 

第
11

条
第

3
項
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
工
場
等
内
又
は
そ
の
周
辺
に
お
い
て
想
定
さ
れ
る
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象
で
あ

っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

に
対
し
て
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
5
項
 

第
3
項
に
規
定
す
る
「
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
せ
る
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
象
で

飛
来
物
、
ダ
ム
の
崩
壊
、
爆
発
、
近
隣
工
場
等
の
火
災
、

有
毒
ガ
ス
、
船
舶
の
衝
突
、
電
磁
的
障
害
を
想
定
し
た

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
4
項
 

上
記

3
に
お
い
て
、
遡
上
波
の
到
達
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
実
用
炉
 設

置
許
可
基
準
解
釈
第

5
条

3
の
一
の

②
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。
 

遡
上
波
の
到
達
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
実
用
炉
設
置
許

可
基
準
解
釈
第

5
条

3
の
一
の
②
の
方
針
に
よ
り
行
っ

て
い
る
。
 

第
5
項
 

上
記

3
の
二
の
「
津
波
防
護
施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
」
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
実
用
炉
設
置
許
可
基
準
解
釈
第

5
条

3
の
二
及
び
五
か
ら
七
ま
で
の
方
針
に
よ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

津
波
防
護
施
設
及
び
浸
水
防
止
設
備
は
設
置
し
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

あ
っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）
」
と
は
、
敷
地
及
び
敷
地
周
辺
の
状
況
を
基
に
選
択
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
飛
来
物
、
ダ
ム
の
崩
壊
、
爆
発
、
近
隣
工
場
等
の
火
災
、
有
毒
 ガ

ス
、
船
舶
の
衝
突
、
電
磁
的
障

害
等
を
い
う
。
 

場
合
に
お
い
て
も
施
設
の
安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ

は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
12

条
 
使
用
前
検
査
対
象
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
等
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
が
設
置
さ
れ
る
工
場
等
に
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
不
正
に
爆
発
性
又
は
易
燃
性
を
有
す
る

物
件
そ
の
他
人
に
危
害
を
与
え
、
又
は
他
の
物
件
を
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
件
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
10

条
第

1
項
に
規
定
す
る
「
使
用
前
検
査
対
象
施
設
へ
の
人
の
不
法
な
侵
入
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
不
正
に

爆
発
性
又
は
易
燃
性
を
有
す
る
物
件
そ
の
他
人
に
危
害
を
与
え
、
又
は
他
の
物
件
を
損
傷
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
件

が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」
と
は
、
敷
地
内
の
人
に
よ
る
核
燃
料
物
質
等
の
不
法
な
移
動
又

は
妨
害
破
壊
行
為
、
郵
便
物
等
に
敷
地
外
か
ら
の
爆
発
物
又
は
有
害
物
質
の
持
ち
込
み
等
の
対
策
の
た
め
の
設
備
を

い
う
。
 

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
則
に
関

す
る
法
律
第

56
条
の

3
第

2
項
（
施
行
日
：
令
和
二
年

四
月
一
日
）
及
び
核
燃
料
物
質
の
使
用
等
に
関
す
る
規

則
第

2
条
の

11
の

10
（
施
行
日
：
令
和
二
年
四
月
一

日
）
に
基
づ
き
、
人
の
不
法
な
侵
入
等
の
防
止
に
必
要

な
防
護
措
置
を
講
ず
る
。
 

第
12

条
第

2
項
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
が
設
置
さ
れ
る
工
場
等
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
二
十

八
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
い
う
。）

を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

第
2
項
 

第
10

条
第

2
項
に
規
定
す
る
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
（
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一

年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
い
う
。）

を
防
止
す
る
た
め
の
設
備
」

と
は
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
等
の
対
策
の
た
め
の
設
備
を
い
う
。
 

施
設
の
運
転
管
理
に
用
い
る
計
算
機
等
は
、
外
部
の
通

信
網
に
接
続
し
な
い
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

あ
っ
て
人
為
に
よ
る
も
の
（
故
意
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）
」
と
は
、
敷
地
及
び
敷
地
周
辺
の
状
況
を
基
に
選
択
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、
飛
来
物
、
ダ
ム
の
崩
壊
、
爆
発
、
近
隣
工
場
等
の
火
災
、
有
毒
 ガ

ス
、
船
舶
の
衝
突
、
電
磁
的
障

害
等
を
い
う
。
 

場
合
に
お
い
て
も
施
設
の
安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ

は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
13

条
 
溢
水
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
そ
の
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
13

条
に
規
定
す
る
「
そ
の
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
」
と
は
、
使
用
前
検
査
 対

象
施
設
内
に
設
置
さ
れ
た
機
器
及

び
配
管
の
破
損
（
地
震
起
因
を
含
む
。）
、
消
火
系
統
等
の
作
動
等
に
よ
り
発
生
す
る
溢
水
を
い
う
。
 

 

第
2
項
 

第
13

条
に
規
定
す
る
「
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
」
と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
内
部
で
発
生
が
想
定
さ
れ

る
溢
水
に
よ
り
臨
界
管
理
設
備
、
換
気
設
備
等
の
設
備
・
機
器
の
一
部
の
機
能
を
喪
失
し
て
も
、
使
用
施
設
等
全
体

と
し
て
、
公
衆
に
対
し
て
過
度
の
放
射
線
被
ば
く
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
臨
界
防
止
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全
機
能

が
適
切
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
 

施
設
内
に
お
い
て
上
水
配
管
及
び
工
業
用
水
配
管
の
地

震
力
に
よ
る
破
損
、
消
火
系
統
の
作
動
等
に
よ
る
溢
水

が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
安
全
機
能
を
損
な
う
こ

と
は
な
く
、
臨
界
安
全
管
理
に
つ
い
て
も
質
量
や
配
置

の
管
理
に
よ
り
十
分
に
な
さ
れ
て
お
り
、
臨
界
に
達
す

る
お
そ
れ
は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
14

条
 
化
学
薬
品
の
漏
え
い
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
そ
の
施
設
内
に
お
け
る
化
学
薬
品
の
漏
え
い
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
14

条
に
規
定
す
る
「
そ
の
施
設
内
に
お
け
る
化
学
薬
品
の
漏
え
い
」
と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
内
に
設
置
さ

れ
た
機
器
及
び
配
管
の
破
損
（
地
震
に
起
因
す
る
も
の
を
含
む
）
に
よ
り
発
生
す
る
化
学
薬
品
の
漏
え
い
を
い
う
。

 

第
2
項
 

第
14

条
に
規
定
す
る
「
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
」
と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
内
部
で
発
生
が
想
定
さ
れ
る
化

学
薬
品
の
漏
え
い
に
対
し
、
冷
却
、
水
素
掃
気
、
火
災
・
爆
発
の
防
止
、
臨
界
防
止
等
の
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い

こ
と
、
こ
の
施
設
の
構
成
部
材
が
腐
食
す
る
こ
と
に
よ
る
閉
じ
込
め
機
能
等
の
安
全
機
能
の
喪
失
を
防
止
す
る
こ
と

等
を
い
う
。
  

本
施
設
内
に
お
い
て
安
全
機
能
を
損
な
う
お
そ
れ
の
あ

る
多
量
の
化
学
薬
品
の
取
扱
い
は
な
い
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
13

条
 
溢
水
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
そ
の
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
13

条
に
規
定
す
る
「
そ
の
施
設
内
に
お
け
る
溢
水
」
と
は
、
使
用
前
検
査
 対

象
施
設
内
に
設
置
さ
れ
た
機
器
及

び
配
管
の
破
損
（
地
震
起
因
を
含
む
。）
、
消
火
系
統
等
の
作
動
等
に
よ
り
発
生
す
る
溢
水
を
い
う
。
 

 

第
2
項
 

第
13

条
に
規
定
す
る
「
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
」
と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
内
部
で
発
生
が
想
定
さ
れ

る
溢
水
に
よ
り
臨
界
管
理
設
備
、
換
気
設
備
等
の
設
備
・
機
器
の
一
部
の
機
能
を
喪
失
し
て
も
、
使
用
施
設
等
全
体

と
し
て
、
公
衆
に
対
し
て
過
度
の
放
射
線
被
ば
く
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
臨
界
防
止
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全
機
能

が
適
切
に
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
 

施
設
内
に
お
い
て
上
水
配
管
及
び
工
業
用
水
配
管
の
地

震
力
に
よ
る
破
損
、
消
火
系
統
の
作
動
等
に
よ
る
溢
水

が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
安
全
機
能
を
損
な
う
こ

と
は
な
く
、
臨
界
安
全
管
理
に
つ
い
て
も
質
量
や
配
置

の
管
理
に
よ
り
十
分
に
な
さ
れ
て
お
り
、
臨
界
に
達
す

る
お
そ
れ
は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
15

条
 
飛
散
物
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
そ
の
施
設
内
の
機
器
又
は
配
管
の
損
壊
に
伴
う
飛
散
物
に
よ
り
、
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
15

条
に
規
定
す
る
「
そ
の
施
設
内
の
機
器
又
は
配
管
の
損
壊
に
伴
う
飛
散
物
」
と
は
、
ガ
ス
爆
発
、
重
量
機
器
の

落
下
等
に
よ
っ
て
発
生
す
る
飛
来
物
を
い
う
。
な
お
、
二
次
的
飛
来
物
、
火
災
、
化
学
反
応
、
電
磁
的
損
傷
、
配
管

の
破
損
、
機
器
の
故
障
等
の
二
次
的
影
響
も
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

第
2
項
 

第
15

条
に
規
定
す
る
「
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設

の
内
部
で
発
生
が
想
定
さ
れ
る
前
述
の
飛
来
物
に
対
し
、
臨
界
防
止
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、
飛
来
物
に
よ
り
臨
界
管
理
設
備
、
換
気
設
備
等
の
設
備
・
機
器
の
一
部
の
機
能
を
喪
失
し
て
も
、
使
用
施
設
等

全
体
と
し
て
、
公
衆
に
対
し
て
過
度
の
放
射
線
被
ば
く
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
臨
界
防
止
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全

機
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
  

飛
散
物
の
発
生
要
因
と
し
て
、
ガ
ス
爆
発
、
ク
レ
ー
ン

等
の
重
量
物
の
落
下
、
回
転
機
器
の
損
壊
が
想
定
さ
れ

る
が
、
安
全
機
能
は
損
な
わ
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
16

条
 
重
要
度
に
応
じ
た
安
全
機
能
の
確
保
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
そ
の
安
全
機
能
の
重
要
度
に
応
じ
て
、
そ
の
機
能
が
確
保
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

 
核
燃
料
物
質
使
用
施
設
等
に
お
け
る
保
安
上
重
要
な
施

設
の
設
計
、
工
事
及
び
検
査
に
つ
い
て
は
、
適
切
と
認

め
ら
れ
る
規
格
及
び
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
 

第
16

条
第

2
項
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
、
機
械
又
は
器
具
の
単
一
故
障
（
単
一
の
原
因
に
よ
っ
て
一
つ
の
機
械
又
は
器
具
が
所
定
の
安
全
機
能
を
失
う
こ
と
（
従
属
要
因
に
よ
る
多
重
故
障
を

含
む
。）

を
い
う
。）

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
も
そ
の
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
1
項
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
単
一
故
障
」
と
は
、
動
的
機
器
の
単
一
故
障
を
い
う
。
動
的
機
器
と
は
、
外
部
か
ら
の
動
力

の
供
給
を
受
け
て
、
そ
れ
を
含
む
系
統
が
本
来
の
機
能
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
き
、
機
械
的
に
動
作
す
る
部
分
を

有
す
る
機
器
を
い
う
。
 

 

第
2
項
 

第
2
項
に
つ
い
て
、
単
一
故
障
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
単
一
故
障
が
安
全
上
支
障
の
な
い
期
間
に
除
去
又
は
修

復
で
き
る
こ
と
が
確
実
で
あ
れ
ば
、
そ
の
単
一
故
障
を
仮
定
し
な
く
て
よ
い
。
さ
ら
に
、
単
一
故
障
の
発
生
の
可
能

性
が
極
め
て
小
さ
い
こ
と
が
合
理
的
に
説
明
で
き
る
場
合
、
あ
る
い
は
、
単
一
故
障
を
仮
定
す
る
こ
と
で
系
統
の
機

能
が
失
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
他
の
系
統
を
用
い
て
、
そ
の
機
能
を
代
替
で
き
る
こ
と
が
安
全
解
析
等
に
よ
り

確
認
で
き
れ
ば
、
当
該
機
器
に
対
す
る
多
重
性
の
要
求
は
適
用
し
な
い
。
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
な
い
た
め
該
当
し
な
い
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
15

条
 
飛
散
物
に
よ
る
損
傷
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
そ
の
施
設
内
の
機
器
又
は
配
管
の
損
壊
に
伴
う
飛
散
物
に
よ
り
、
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
15

条
に
規
定
す
る
「
そ
の
施
設
内
の
機
器
又
は
配
管
の
損
壊
に
伴
う
飛
散
物
」
と
は
、
ガ
ス
爆
発
、
重
量
機
器
の

落
下
等
に
よ
っ
て
発
生
す
る
飛
来
物
を
い
う
。
な
お
、
二
次
的
飛
来
物
、
火
災
、
化
学
反
応
、
電
磁
的
損
傷
、
配
管

の
破
損
、
機
器
の
故
障
等
の
二
次
的
影
響
も
考
慮
す
る
も
の
と
す
る
。
 

 

第
2
項
 

第
15

条
に
規
定
す
る
「
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設

の
内
部
で
発
生
が
想
定
さ
れ
る
前
述
の
飛
来
物
に
対
し
、
臨
界
防
止
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全
機
能
を
損
な
わ
な
い
よ

う
、
飛
来
物
に
よ
り
臨
界
管
理
設
備
、
換
気
設
備
等
の
設
備
・
機
器
の
一
部
の
機
能
を
喪
失
し
て
も
、
使
用
施
設
等

全
体
と
し
て
、
公
衆
に
対
し
て
過
度
の
放
射
線
被
ば
く
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
臨
界
防
止
、
閉
じ
込
め
等
の
安
全

機
能
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
  

飛
散
物
の
発
生
要
因
と
し
て
、
ガ
ス
爆
発
、
ク
レ
ー
ン

等
の
重
量
物
の
落
下
、
回
転
機
器
の
損
壊
が
想
定
さ
れ

る
が
、
安
全
機
能
は
損
な
わ
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
17

条
 
環
境
条
件
を
考
慮
し
た
設
計
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
通
常
時
及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
全
て
の
環
境
条
件
に
お
い
て
、
安
全
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。）

 

第
1
項
 

第
17

条
に
規
定
す
る
「
全
て
の
環
境
条
件
」
と
は
、
通
常
時
及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
そ
の
安
全
機
能
が

期
待
さ
れ
て
い
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
が
、
そ
の
間
に
さ
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
全
て
の
環
境
条
件
を
い
う
。

本
施
設
は
、
通
常
時
及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
お
け
る

設
備
・
機
器
の
設
置
場
所
の
環
境
条
件
の
変
化
（
圧
力
、

温
度
、
湿
度
及
び
放
射
線
状
況
）
を
考
慮
し
、
設
備
・
機

器
に

期
待

す
る

安
全

機
能

を
発

揮
で

き
る

も
の

と
す

る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
18

条
 
検
査
等
を
考
慮
し
た
設
計
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
機
能
を
確
認
す
る
た
め
の
検
査
又
は
試
験
及
び
当
該
安
全
機
能
を
健
全
に
維
持
す
る
た
め
の
保
守
又
は
修

理
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

 
本
施
設
の
設
備
・
機
器
に
つ
い
て
は
、
安
全
機
能
を
確

認
す
る
た
め
の
検
査
又
は
試
験
及
び
安
全
機
能
を
維
持

す
る
た
め
の
保
守
又
は
修
理
が
で
き
る
よ
う
な
構
造
と

す
る
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
17

条
 
環
境
条
件
を
考
慮
し
た
設
計
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
通
常
時
及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
想
定
さ
れ
る
全
て
の
環
境
条
件
に
お
い
て
、
安
全
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。）

 

第
1
項
 

第
17

条
に
規
定
す
る
「
全
て
の
環
境
条
件
」
と
は
、
通
常
時
及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
そ
の
安
全
機
能
が

期
待
さ
れ
て
い
る
使
用
前
検
査
対
象
施
設
が
、
そ
の
間
に
さ
ら
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
全
て
の
環
境
条
件
を
い
う
。

本
施
設
は
、
通
常
時
及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
お
け
る

設
備
・
機
器
の
設
置
場
所
の
環
境
条
件
の
変
化
（
圧
力
、

温
度
、
湿
度
及
び
放
射
線
状
況
）
を
考
慮
し
、
設
備
・
機

器
に

期
待

す
る

安
全

機
能

を
発

揮
で

き
る

も
の

と
す

る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
19

条
 
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
共
用
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
他
の
原
子
力
施
設
又
は
同
一
の
工
場
等
内
の
他
の
使
用
施
設
等
と
供
用
す
る
場
合
に
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
な
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
19

条
に
規
定
す
る
「
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
な
い
」
と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
う

ち
、
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
以
外
の
原
子
力
施
設
と
の
間
で
共
用
す
る
も
の
、
又
は
同
一
の
工
場
等
内
の
他
の

使
用
施
設
等
と
共
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
、
構
造
等
か
ら
判
断
し
て
、
共
用
に
よ
っ
て
、
当
該
使
用

前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
性
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。
 

本
施
設
の
原
子
炉
建
家
、
換
気
設
備
、
電
源
設
備
は
、

原
子
炉
施
設
と
、
No
.3

カ
ナ
ル
は
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
と
共
用

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
機
能
、
構
造
等
か
ら
必

要
な
対
策
が
施
さ
れ
て
お
り
、
本
施
設
の
安
全
性
に
支

障
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
20

条
 
誤
操
作
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
誤
操
作
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
誤
操
作
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
も
の
」
と
は
、
人
間
工
学
上
の
諸
因
子
を
考
慮

し
て
、
盤
の
配
置
及
び
操
作
器
具
等
の
操
作
性
に
留
意
す
る
こ
と
、
計
器
表
示
及
び
警
報
表
示
に
お
い
て
使
用
前
検

査
対
象
施
設
の
状
態
が
正
確
か
つ
迅
速
に
把
握
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
、
保
守
点
検
に
お
い
て
誤
り
を
生
じ
に

く
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
等
の
措
置
を
講
じ
た
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
  

誤
操
作
を
防
止
す
る
た
め
指
示
計
、
ス
イ
ッ
チ
等
に
は

名
称
標
示
等
を
行
う
。
ま
た
、
表
示
ラ
ン
プ
等
を
設
け
、

異
常
状
態
を
速
や
か
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 

第
20

条
第

2
項
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
、
容
易
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
  

第
2
項
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
容
易
に
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」
と
は
、
設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
状
況
下
（
混

乱
し
た
状
態
等
）
で
あ
っ
て
も
、
簡
潔
な
手
順
に
よ
っ
て
必
要
な
操
作
が
行
え
る
等
の
使
用
者
に
与
え
る
負
荷
を
小

さ
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
考
慮
さ
れ
た
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
設
計
評
価
事
故
の
発
生
後
、
一
定

期
間
は
、
使
用
者
の
操
作
を
期
待
し
な
く
て
も
必
要
な
安
全
機
能
が
確
保
さ
れ
る
設
計
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

安
全
上
重
要
な
施
設
は
な
い
た
め
該
当
し
な
い
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
19

条
 
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
共
用
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
他
の
原
子
力
施
設
又
は
同
一
の
工
場
等
内
の
他
の
使
用
施
設
等
と
供
用
す
る
場
合
に
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
な
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
19

条
に
規
定
す
る
「
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
性
を
損
な
わ
な
い
」
と
は
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
う

ち
、
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
以
外
の
原
子
力
施
設
と
の
間
で
共
用
す
る
も
の
、
又
は
同
一
の
工
場
等
内
の
他
の

使
用
施
設
等
と
共
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
機
能
、
構
造
等
か
ら
判
断
し
て
、
共
用
に
よ
っ
て
、
当
該
使
用

前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
性
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ
と
を
い
う
。
 

本
施
設
の
原
子
炉
建
家
、
換
気
設
備
、
電
源
設
備
は
、

原
子
炉
施
設
と
、
No
.3

カ
ナ
ル
は
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
と
共
用

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
そ
の
機
能
、
構
造
等
か
ら
必

要
な
対
策
が
施
さ
れ
て
お
り
、
本
施
設
の
安
全
性
に
支

障
を
及
ぼ
す
こ
と
は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
21

条
 
安
全
避
難
通
路
等
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
一
号
 

そ
の
位
置
を
明
確
か
つ
恒
久
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
容
易
に
識
別
で
き
る
安
全
避
難
通
路
 

 
本
施
設
に
は
、
建
築
基
準
法
、
同
法
施
行
令
及
び
同
法

施
行
規
則
に
準
拠
し
、
安
全
避
難
通
路
を
設
け
る
。
 

第
二
号
 

照
明
用
の
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
機
能
を
損
な
わ
な
い
避
難
用
の
照
明
 

第
1
項
 

第
2
号
に
規
定
す
る
「
照
明
用
の
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
機
能
を
損
な
わ
な
い
避
難
用
の
照
明
」
と
は
、

そ
の
電
力
が
非
常
用
電
源
か
ら
供
給
さ
れ
る
照
明
装
置
、
又
は
電
源
を
内
蔵
し
た
照
明
装
置
を
い
う
。
 

安
全
避
難
通
路
に
は
、
非
常
用
照
明
灯
及
び
避
難
誘
導

灯
を
設
け
る
。
 

非
常
用
照
明
灯
は
、
建
築
基
準
法
、
同
法
施
行
令
及
び

同
法
施
行
規
則
に
準
拠
し
、
設
置
す
る
。
避
難
誘
導
灯

は
、
消
防
法
、
同
法
令
施
行
令
及
び
同
法
施
行
規
則
に

準
拠
し
、
設
置
す
る
。
 

第
三
号
 

設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
る
照
明
（
前
号
の
避
難
用
の
照
明
を
除
く
。）

及
び
そ
の
専
用
の
電
源
 

第
2
項
 

第
3
号
に
規
定
す
る
「
設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
る
照
明
」
と
は
、
昼
夜
及
び
場
所
を
問
わ
ず
、
使

用
前
検
査
対
象
施
設
内
で
事
故
対
策
の
た
め
の
作
業
が
生
じ
た
場
合
に
、
作
業
が
可
能
と
な
る
照
明
の
こ
と
を
い
い
、

現
場
作
業
の
緊
急
性
に
応
じ
て
、
事
故
対
策
の
作
業
に
時
間
的
猶
予
が
あ
る
場
合
に
は
、
仮
設
照
明
（
可
搬
型
）
に

よ
る
対
応
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

設
計
評
価
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
可
搬
型
照

明
設
備
を
用
い
る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
22

条
 
設
計
評
価
事
故
時
の
放
射
線
障
害
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
公
衆
に
放
射
線
障
害
を
及
ぼ
さ
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
3
項
 

上
記

1
の
評
価
は
、
使
用
前
検

査
対
象
施
設
内
に
、
機
器
等
の

破
損
、
故
障
、
誤
動
作
あ
る
い
は

使
用
者
の
誤
操
作
に
よ
っ
て
放

射
性
物
質
を
外
部
に
放
出
す
る

可
能

性
の

あ
る

事
象

を
想

定

し
、
そ
の
発
生
の
可
能
性
と
の

関
連
に
お
い
て
、
各
種
の
安
全

設
計
の
妥
当
性
を
確
認
す
る
と

い
う
観
点
か
ら
評
価
す
る
こ
と

を
い
う
。
設
計
評
価
事
故
と
し

て
評
価
す
べ
き
事
例
は
以
下
に

掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。
 

第
一
号
 

核
燃
料
物
質
に
よ
る
臨
界
 

該
当
し
な
い
。
 

質
量
管
理
を
行
っ
て
い
る
た
め
核
燃
料
物
質
に
よ
る
臨

界
は
発
生
し
な
い
。
 

第
二
号
 

閉
じ
込
め
機
能
及
び
遮
蔽
機
能
の
不
全
（
火
災
・
爆
発
及
び
重
量

物
の
落
下
に
よ
る
も
の
を
含
む
。）

 

本
設
計
評
価
事
故
で
は
、
照
射
済
燃
料
試
料
（
3
体
）
を

ラ
ッ
ク
で
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
へ
移
送
中
、
ラ
ッ
ク
か
ら
照
射

済
燃
料
試
料
（
3
体
）
が
落
下
し
、
被
覆
管
が
全
て
破
損

し
て
、
被
覆
管
内
部
に
蓄
積
し
て
い
る
核
分
裂
生
成
物

が
カ
ナ
ル
に
流
出
し
、
こ
の

FP
が
原
子
炉
建
家
内
へ
漏

え
い
し
、
全
て
地
上
放
出
す
る
よ
う
な
事
象
を
想
定
し

て
お
り
、
閉
じ
込
め
機
能
が
不
全
で
あ
る
と
し
て
評
価

を
行
う
。
な
お
、
遮
蔽
機
能
を
担
っ
て
い
る
カ
ナ
ル
水

の
漏
え
い
は
想
定
し
て
い
な
い
た
め
、
遮
蔽
機
能
は
健

全
で
あ
る
と
し
て
評
価
を
行
う
。
 

第
4
項
 

上
記

1
の
放
射
性
物
質
の
放
出

量
等
の
計
算
に
つ
い
て
は
、
技

術
的
に
妥
当
な
解
析
モ
デ
ル
及

び
パ
ラ
メ
ー
タ
を
採
用
す
る
ほ

か
、
以
下
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
に
関
し
、
十
分
に
検
討
し
、
安

全
裕
度
の
あ
る
妥
当
な
条
件
を

設
定
す
る
こ
と
。
 

第
一
号
 

放
射
性
物
質
の
形
態
、
性
状
及
び
存
在
量
 

評
価
に
用
い
る
核
燃
料
物
質
の
存
在
量
は
照
射
済
燃
料

試
料
（
3
体
）
の
値
を
採
用
し
た
。
 

第
二
号
 

放
射
線
の
種
類
及
び
線
源
強
度
 

評
価
に
用
い
る
核
燃
料
物
質
の
線
源
強
度
は
、
照
射
済

燃
料
試
料
（
3
体
）
の
値
を
採
用
し
た
。
 

第
三
号
 

閉
じ
込
め
の
機
能
（
高
性
能
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
等
の
除
去
系
の
機
能

を
除
く
。）

の
健
全
性
 

該
当
し
な
い
。
 

地
上
放
出
に
よ
る
評
価
を
行
う
た
め
。
 

第
四
号
 

排
気
系
へ
の
移
行
率
 

該
当
し
な
い
。
 

地
上
放
出
に
よ
る
評
価
を
行
う
た
め
。
 

第
五
号
 

高
性
能
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
等
の
除
去
系
の
捕
集
効
率
 

該
当
し
な
い
。
 

地
上
放
出
に
よ
る
評
価
を
行
う
た
め
。
 

第
六
号
 

遮
蔽
機
能
の
健
全
性
 

本
設
計
事
故
に
お
い
て
カ
ナ
ル
か
ら
の
漏
水
は
想
定
し

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
21

条
 
安
全
避
難
通
路
等
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
一
号
 

そ
の
位
置
を
明
確
か
つ
恒
久
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ
り
容
易
に
識
別
で
き
る
安
全
避
難
通
路
 

 
本
施
設
に
は
、
建
築
基
準
法
、
同
法
施
行
令
及
び
同
法

施
行
規
則
に
準
拠
し
、
安
全
避
難
通
路
を
設
け
る
。
 

第
二
号
 

照
明
用
の
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
機
能
を
損
な
わ
な
い
避
難
用
の
照
明
 

第
1
項
 

第
2
号
に
規
定
す
る
「
照
明
用
の
電
源
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
機
能
を
損
な
わ
な
い
避
難
用
の
照
明
」
と
は
、

そ
の
電
力
が
非
常
用
電
源
か
ら
供
給
さ
れ
る
照
明
装
置
、
又
は
電
源
を
内
蔵
し
た
照
明
装
置
を
い
う
。
 

安
全
避
難
通
路
に
は
、
非
常
用
照
明
灯
及
び
避
難
誘
導

灯
を
設
け
る
。
 

非
常
用
照
明
灯
は
、
建
築
基
準
法
、
同
法
施
行
令
及
び

同
法
施
行
規
則
に
準
拠
し
、
設
置
す
る
。
避
難
誘
導
灯

は
、
消
防
法
、
同
法
令
施
行
令
及
び
同
法
施
行
規
則
に

準
拠
し
、
設
置
す
る
。
 

第
三
号
 

設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
る
照
明
（
前
号
の
避
難
用
の
照
明
を
除
く
。）

及
び
そ
の
専
用
の
電
源
 

第
2
項
 

第
3
号
に
規
定
す
る
「
設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
用
い
る
照
明
」
と
は
、
昼
夜
及
び
場
所
を
問
わ
ず
、
使

用
前
検
査
対
象
施
設
内
で
事
故
対
策
の
た
め
の
作
業
が
生
じ
た
場
合
に
、
作
業
が
可
能
と
な
る
照
明
の
こ
と
を
い
い
、

現
場
作
業
の
緊
急
性
に
応
じ
て
、
事
故
対
策
の
作
業
に
時
間
的
猶
予
が
あ
る
場
合
に
は
、
仮
設
照
明
（
可
搬
型
）
に

よ
る
対
応
を
含
む
も
の
と
す
る
。
 

設
計
評
価
事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
可
搬
型
照

明
設
備
を
用
い
る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

な
い
た
め
、
遮
蔽
機
能
は
健
全
で
あ
る
。
 

第
七
号
 

臨
界
の
検
出
及
び
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
措
置
 

該
当
し
な
い
。
 

質
量
管
理
を
行
っ
て
い
る
た
め
核
燃
料
物
質
に
よ
る
臨

界
は
発
生
し
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
23

条
 
貯
蔵
施
設
 

（
貯
蔵
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
核
燃
料
物
質
を
貯
蔵
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
一
号
 

核
燃
料
物
質
を
貯
蔵
す
る
た
め
に
必
要
な
容
量
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

 
貯
蔵
施
設
は
、
核
燃
料
物
質
を
貯
蔵
す
る
た
め
の
十
分

な
容
量
を
有
し
て
い
る
。
 

第
二
号
 

核
燃
料
物
質
を
搬
出
入
す
る
場
合
そ
の
他
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
施
錠
又
は
立
入
制
限
の
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

第
1
項
 

第
1
項
第

2
号
に
規
定
す
る
「
立
入
制
限
の
措
置
」
と
は
、
柵
そ
の
他
の
人
が
み
だ
り
に
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
措
置
の
こ
と
を
い
う
。
 

貯
蔵
施
設
に
は
立
入
制
限
の
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
標

識
を
設
け
て
い
る
。
 

第
三
号
 

標
識
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

第
2
項
 

第
1
項
第

3
号
に
規
定
す
る
「
標
識
を
設
け
る
も
の
」
と
は
、
核
燃
料
物
質
を
貯
蔵
す
る
室
、
箱
等
に
は
、
核
燃
料

物
質
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
、
貯
蔵
す
る
た
め
の
室
に
あ
っ
て
は
そ
の
出
入
口
又
は
そ
の
付
近
、
貯
蔵

す
る
た
め
の
箱
等
に
あ
っ
て
は
そ
の
表
面
に
標
識
を
付
す
も
の
と
し
、
併
せ
て
、「

貯
蔵
室
」、
「
貯
蔵
箱
」
等
と
記
載

し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
立
入
り
を
禁
ず
る
又
は
許
可
な
く
し
て
触
れ
る
こ
と
を
禁
ず
る
旨
を
記
載
等
す
る
こ

と
を
い
う
。
  

上
記
に
同
じ
。
 

第
23

条
第

2
項
 

貯
蔵
施
設
に
は
、
核
燃
料
物
質
を
冷
却
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
3
項
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
は
、
取
り
扱
う
核
燃
料
物

質
（
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
等
）
の
崩
壊
熱
等
を
考
慮
し
て
、
冷
却
機
能
を
設
け
る
こ
と
等
を
い
う
。
 

該
当
し
な
い
。
 

冷
却

の
必

要
が

あ
る

核
燃

料
物

質
は

保
有

し
て

い
な

い
。
 

 

 
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

な
い
た
め
、
遮
蔽
機
能
は
健
全
で
あ
る
。
 

第
七
号
 

臨
界
の
検
出
及
び
未
臨
界
に
す
る
た
め
の
措
置
 

該
当
し
な
い
。
 

質
量
管
理
を
行
っ
て
い
る
た
め
核
燃
料
物
質
に
よ
る
臨

界
は
発
生
し
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
24

条
 
廃
棄
施
設
 

（
貯
蔵
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
射
性
廃
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
2
項
 

第
1
項
第

1
号
に
規
定
す
る「

空

気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を

低
減
で
き
る
よ
う
、
使
用
施
設

等
に
お
い
て
発
生
す
る
放
射
性

廃
棄
物
を
処
理
す
る
能
力
を
有

す
る
」
と
は
、
排
気
設
備
が
以
下

の
要

件
を

満
た

す
こ

と
を

い

う
。「

空
気
中
に
放
射
性
物
質
が

飛
散

す
る

お
そ

れ
の

な
い

と

き
」
に
は
、
密
封
さ
れ
た
容
器
に

核
燃
料
物
質
が
封
入
さ
れ
て
い

る
と
き
、
使
用
又
は
貯
蔵
す
る

核
燃
料
物
質
が
極
め
て
少
量
で

あ
っ
て
、
放
射
線
業
務
従
事
者

の
呼
吸
す
る
空
気
中
及
び
周
辺

監
視
区
域
外
の
空
気
中
の
放
射

性
物
質
の
濃
度
が
線
量
告
示
を

満
足
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
と
き
を
含
む
。
 

第
一
号
 

排
気
口
に
お
け
る
排
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
原
子
力
規

制
委
員
会
が
定
め
る
濃
度
限
度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
こ

と
又
は
排
気
監
視
設
備
を
設
け
て
排
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃

度
を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
の

放
射
性
物
質
の
濃
度
を
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
濃
度
限

度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
。
 

原
子
炉
建
家
内
の
空
気
は
各
排
気
設
備
に
よ
り
高
性
能

フ
ィ
ル
タ
等
を
通
し
て
ろ
過
し
た
の
ち
、
放
射
性
物
質

の
濃
度
を
連
続
的
に
監
視
し
な
が
ら
排
気
筒
か
ら
放
出

す
る
。
 

ま
た
、
本
施
設
の
換
気
設
備
は
試
験
研
究
の
用
に
供
す

る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
等
の
規

定
に
基
づ
き
、
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
（
昭
和

63

年
7
月

26
日
科
学
技
術
庁
告
示
第

20
号
）
に
定
め
る

周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

限
度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
。
 

第
二
号
 

排
気
設
備
は
、
排
気
口
以
外
か
ら
気
体
が
漏
れ
に
く
い
構
造
と

し
、
か
つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
を
用
い
る
こ
と
。
 

排
気
設
備
は
、
排
気
口
以
外
か
ら
気
体
が
漏
れ
に
く
い

構
造
と
し
、
か
つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
を
用
い
て
い

る
。
 

第
三
号
 

排
気
設
備
に
は
、
そ
の
故
障
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
放
射
性
物

質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
空
気
の
広
が
り
を
急
速
に
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
装
 置

を
設
け
る
こ
と
。
 

原
子
炉
建
家
の
各
排
気
設
備
は
、
予
備
の
排
風
機
を
有

し
て
お
り
、
故
障
し
た
場
合
は
予
備
機
に
切
り
替
え
ら

れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
 

居
室
実
験
室
建
家
の
排
気
設
備
が
故
障
し
た
場
合
は
、

フ
ー
ド
を
閉
止
し
て
使
用
し
な
い
。
 

第
3
項
 

第
1
項
第

2
号
に
規
定
す
る「

水

中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低

減
で
き
る
よ
う
、
使
用
施
設
等

に
お
い
て
発
生
す
る
放
射
性
廃

第
一
号
 

排
水
口
に
お
け
る
排
液
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
原
子
力
規

制
委
員
会
が
定
め
る
濃
度
限
度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
こ

と
又
は
排
水
監
視
設
備
を
設
け
て
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
監
視
区
域
の
境
界
に
お
け
る
排

水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
原
子
力
 規

制
委
員
会
が
定
め
る

該
当
し
な
い
。
 

JM
TR

施
設
か
ら
周
辺
監
視
区
域
外
に
放
射
性
廃
液
を
排

水
す
る
こ
と
は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

棄
物

を
処

理
す

る
能

力
を

 
有

す
る
」
と
は
、
排
水
設
備
が
以
下

の
要

件
を

満
た

す
こ

と
を

い

う
。
 

濃
度
限
度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
。
 

第
二
号
 

排
水
設
備
は
、
排
液
が
漏
れ
に
く
い
構
造
と
し
、
排
液
が
浸
透
し

に
く
く
、
か
つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
を
用
い
る
こ
と
。
 

排
水
設
備
は
、
排
液
が
浸
透
し
に
く
く
、
か
つ
、
腐
食

し
に
く
い
材
料
を
使
用
し
て
い
る
。
 

第
三
号
 

排
水
浄
化
槽
は
、
排
液
を
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
構
造
又
は
排

液
中
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
構
造
と
し
、
そ
の
出
口
に
は
、
排
液
の
流
出
を
調
節
す
る
装
置

を
設
け
、
か
つ
、
そ
の
上
部
の
開
口
部
は
、
蓋
の
で
き
る
構
造
と

し
、
そ
の
周
囲
に
柵
そ
の
他
の
人
が
み
だ
り
に
立
ち
入
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
の
施
設
を
設
け
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

排
水
浄
化
槽
は
な
い
。
 

第
4
項
 

第
1
項
第

1
号
及
び
第

2
号
の

規
定
に
お
い
て
、
通
常
時
の
線

量
評
価
の
条
件
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
こ
と
。
 

第
一
号
 

排
気
中
の
放
射
性
物
質
の

3
月
間
の
平
均
濃
度
の
評
価
に
当
た

っ
て
、
放
射
性
物
質
の
形
態
・
性
状
及
び
取
扱
量
、
排
気
系
へ
の

放
射
性
物
質
の
移
行
率
並
び
に
高
性
能
エ
ア
フ
ィ
ル
タ
等
除
去

系
の
捕
集
効
率
を
考
慮
す
る
場
合
に
は
、
適
切
な
安
全
余
裕
を
見

込
む
こ
と
。
 

周
辺
地
域
に
お
け
る
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
が

3
月
間
の
平
均
濃
度
と
し
て
「
線
量
限
度
等
を
定
め
る

告
示
」
に
定
め
る
周
辺
監
視
区
域
外
の
空
気
中
の
濃
度

限
度
の

1/
3
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
。
 

 

第
二
号
 

排
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
の

3
月
間
の
平
均
濃
度
を
評
価

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
放
射
性
物
質
の
取
扱
量
、
排
水
系
へ
の
放

射
性
物
質
の
混
入
率
を
適
切
に
考
慮
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

JM
TR

施
設
か
ら
周
辺
監
視
区
域
外
に
放
射
性
廃
液
を
排

水
す
る
こ
と
は
な
い
。
 

第
三
号
 

周
辺
監
視
区
域
の
境
界
に
お
け
る
線
量
の
評
価
は
、
使
用
施
設
等

か
ら
の
直
接
線
及
び
ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン
線
に
よ
る
外
部
被
ば
く

の
評
価
と
適
切
に
合
算
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
線
量

限
度
以
下
と
な
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

周
辺
監
視
区
域
の
境
界
に
お
け
る
直
接
線
及
び
ス
カ
イ

シ
ャ
イ
ン
線
に
よ
る
外
部
被
ば
く
は
、
各
施
設
か
ら
発

生
す
る
直
接
線
及
び
ス
カ
イ
シ
ャ
イ
ン
線
を
適
切
に
合

算
し
、
線
量
限
度
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。 

第
四
号
 

放
射
線
業
務
従
事
者
の
線
量
評
価
は
、
廃
棄
施
設
の
処
理
す
る
能

力
等
を
考
慮
し
た
内
部
被
ば
く
評
価
と
核
燃
料
物
質
等
か
ら
の

直
接
線
に
よ
る
外
部
被
ば
く
の
評
価
と
を
適
切
に
合
算
し
、
原
子

力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
線
量
限
度
以
下
と
な
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
。
こ
の
際
、
当
該
線
量
評
価
に
は
、
管
理
区
域
に
点
検

等
の
た
め
に
定
期
に
立
ち
入
る
こ
と
に
よ
る
被
ば
く
量
を
含
め

所
有
し
て
い
る
核
燃
料
物
質
は
す
べ
て
密
封
で
あ
る
こ

と
か
ら
内
部
被
ば
く
を
す
る
お
そ
れ
は
な
い
。
 

 第
3
排
水
系
貯
槽
の
機
器
、
配
管
に
対
す
る
遮
蔽
及
び

照
射
済
核
燃
料
物
質
を
ホ
ッ
ト
ラ
ボ
へ
引
渡
す
際
の
取

り
扱
い
時
の
遮
蔽
並
び
に
保
管
廃
棄
施
設
に
固
体
廃
棄

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
24

条
 
廃
棄
施
設
 

（
貯
蔵
施
設
に
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
放
射
性
廃
棄
物
を
処
理
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
2
項
 

第
1
項
第

1
号
に
規
定
す
る「

空

気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を

低
減
で
き
る
よ
う
、
使
用
施
設

等
に
お
い
て
発
生
す
る
放
射
性

廃
棄
物
を
処
理
す
る
能
力
を
有

す
る
」
と
は
、
排
気
設
備
が
以
下

の
要

件
を

満
た

す
こ

と
を

い

う
。「

空
気
中
に
放
射
性
物
質
が

飛
散

す
る

お
そ

れ
の

な
い

と

き
」
に
は
、
密
封
さ
れ
た
容
器
に

核
燃
料
物
質
が
封
入
さ
れ
て
い

る
と
き
、
使
用
又
は
貯
蔵
す
る

核
燃
料
物
質
が
極
め
て
少
量
で

あ
っ
て
、
放
射
線
業
務
従
事
者

の
呼
吸
す
る
空
気
中
及
び
周
辺

監
視
区
域
外
の
空
気
中
の
放
射

性
物
質
の
濃
度
が
線
量
告
示
を

満
足
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
と
き
を
含
む
。
 

第
一
号
 

排
気
口
に
お
け
る
排
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
原
子
力
規

制
委
員
会
が
定
め
る
濃
度
限
度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
こ

と
又
は
排
気
監
視
設
備
を
設
け
て
排
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃

度
を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
の

放
射
性
物
質
の
濃
度
を
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
濃
度
限

度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
。
 

原
子
炉
建
家
内
の
空
気
は
各
排
気
設
備
に
よ
り
高
性
能

フ
ィ
ル
タ
等
を
通
し
て
ろ
過
し
た
の
ち
、
放
射
性
物
質

の
濃
度
を
連
続
的
に
監
視
し
な
が
ら
排
気
筒
か
ら
放
出

す
る
。
 

ま
た
、
本
施
設
の
換
気
設
備
は
試
験
研
究
の
用
に
供
す

る
原
子
炉
等
の
設
置
、
運
転
等
に
関
す
る
規
則
等
の
規

定
に
基
づ
き
、
線
量
限
度
等
を
定
め
る
告
示
（
昭
和

63

年
7
月

26
日
科
学
技
術
庁
告
示
第

20
号
）
に
定
め
る

周
辺
監
視
区
域
の
外
の
空
気
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

限
度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
。
 

第
二
号
 

排
気
設
備
は
、
排
気
口
以
外
か
ら
気
体
が
漏
れ
に
く
い
構
造
と

し
、
か
つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
を
用
い
る
こ
と
。
 

排
気
設
備
は
、
排
気
口
以
外
か
ら
気
体
が
漏
れ
に
く
い

構
造
と
し
、
か
つ
、
腐
食
し
に
く
い
材
料
を
用
い
て
い

る
。
 

第
三
号
 

排
気
設
備
に
は
、
そ
の
故
障
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
放
射
性
物

質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
た
空
気
の
広
が
り
を
急
速
に
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
装
 置

を
設
け
る
こ
と
。
 

原
子
炉
建
家
の
各
排
気
設
備
は
、
予
備
の
排
風
機
を
有

し
て
お
り
、
故
障
し
た
場
合
は
予
備
機
に
切
り
替
え
ら

れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
 

居
室
実
験
室
建
家
の
排
気
設
備
が
故
障
し
た
場
合
は
、

フ
ー
ド
を
閉
止
し
て
使
用
し
な
い
。
 

第
3
項
 

第
1
項
第

2
号
に
規
定
す
る「

水

中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
低

減
で
き
る
よ
う
、
使
用
施
設
等

に
お
い
て
発
生
す
る
放
射
性
廃

第
一
号
 

排
水
口
に
お
け
る
排
液
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
原
子
力
規

制
委
員
会
が
定
め
る
濃
度
限
度
以
下
と
す
る
能
力
を
有
す
る
こ

と
又
は
排
水
監
視
設
備
を
設
け
て
水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度

を
監
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
周
辺
監
視
区
域
の
境
界
に
お
け
る
排

水
中
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を
原
子
力
 規

制
委
員
会
が
定
め
る

該
当
し
な
い
。
 

JM
TR

施
設
か
ら
周
辺
監
視
区
域
外
に
放
射
性
廃
液
を
排

水
す
る
こ
と
は
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

る
こ
と
。
 

物
を
保
管
し
た
時
の
遮
蔽
に
つ
い
て
線
量
当
量
率
の
計

算
を
行
い
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
外
部
被
ば
く
が
線

量
限
度
を
下
回
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
 

第
24

条
第

2
項
 

廃
棄
施
設
に
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
管
廃
棄
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
一
号
 

放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
た
め
に
必
要
な
容
量
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

原
子
炉
建
家

1
階
に
約

7m
2 、
原
子
炉
建
家
地
下

3
階
に

約
30
m2
で
あ
り
、
保
管
廃
棄
設
備
に
保
管
し
た
固
体
廃

棄
物
は
、
計
画
的
に
廃
棄
物
管
理
施
設
に
引
き
渡
し
、

保
管
廃
棄
施
設
の
保
管
能
力
を
超
え
な
い
よ
う
管
理
す

る
。
 

第
二
号
 

外
部
と
区
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

保
管
廃
棄
設
備
で
あ
る
廃
棄
物
保
管
庫
は
、
箱
型
構
造

と
な
っ
て
お
り
原
子
炉
建
家

1
階
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
廃
棄
物
保
管
室
の
床
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
壁
及
び

天
井
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ボ
ー
ド
の
鉄
骨
造
り
構
造
と
な

っ
て
お
り
、
原
子
炉
建
家
地
下

3
階
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
両
設
備
と
も
外
部
と
区
画
さ
れ
て
い
る
。
 

第
三
号
 

放
射
性
廃
棄
物
を
冷
却
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

該
当
し
な
い
。
 

冷
却
が
必
要
な
放
射
性
廃
棄
物
は
発
生
し
な
い
。
 

第
四
号
 

放
射
性
廃
棄
物
を
搬
出
入
す
る
場
合
そ
の
他
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
施
錠
又
は
立
入
制
限
の
措
置
を
講
じ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

保
管
廃
棄
設
備
の
出
入
口
は
常
時
施
錠
し
、
許
可
を
受

け
た
者
以
外
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

第
24

条
第

3
項
 

放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備
に
は
、
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
1
項
 

第
3
項
に
規
定
す
る
「
標
識
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
こ
と

第
一
号
 

保
管
廃
棄
施
設
に
は
、
放
射
能
標
識
を
保
管
廃
棄
施
設
の
外
部
に

通
ず
る
部
分
又
は
そ
の
付
近
に
付
す
も
の
と
し
、「

保
管
廃
棄
施

設
」
と
記
載
し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
立
入
り
を
禁
ず
る
旨

を
記
載
等
す
る
こ
と
。
 

廃
棄
施
設
の
管
理
区
域
出
入
口
付
近
及
び
保
管
廃
棄
設

備
の
扉
に
放
射
能
標
識
を
設
け
て
い
る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

を
い
う
。
 

第
二
号
 

排
気
設
備
に
は
、
放
射
能
標
識
を
排
気
口
又
は
そ
の
付
近
及
び
排

気
浄
化
装
置
の
表
面
に
付
す
も
の
と
し
、「

排
気
設
備
」
と
記
載

し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
触
れ
る
こ
と
を
禁
ず
る
旨
を
記
載

等
す
る
こ
と
。
ま
た
、
排
気
管
に
付
す
標
識
は
、
日
本
産
業
規
格

に
よ
る
放
射
能
表
示
（
以
下
「
放
射
能
表
示
」
と
い
う
。）

と
し
、

排
気
管
の
表
面
に
付
す
こ
と
。
 

排
気
設
備
に
は
、
放
射
能
標
識
を
設
け
て
い
る
。
 

 

第
三
号
 

排
水
設
備
に
は
、
放
射
能
標
識
を
排
水
浄
化
槽
の
表
面
又
は
そ
の

付
近
及
び
排
液
処
理
装
置
の
表
面
に
付
す
も
の
と
し
、「

排
水
設

備
」
と
記
載
し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
立
入
り
を
禁
ず
る
又

は
許
可
な
く
し
て
触
れ
る
こ
と
を
禁
ず
る
旨
を
記
載
等
す
る
こ

と
。
ま
た
、
排
水
管
に
付
す
標
識
は
、
放
射
能
表
示
と
し
、
排
水

管
の
表
面
に
付
す
こ
と
。
 

排
水
設
備
に
は
、
放
射
能
標
識
を
設
け
て
い
る
。
 

 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

る
こ
と
。
 

物
を
保
管
し
た
時
の
遮
蔽
に
つ
い
て
線
量
当
量
率
の
計

算
を
行
い
、
放
射
線
業
務
従
事
者
の
外
部
被
ば
く
が
線

量
限
度
を
下
回
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
 

第
24

条
第

2
項
 

廃
棄
施
設
に
は
、
放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
保
管
廃
棄
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
一
号
 

放
射
性
廃
棄
物
を
保
管
廃
棄
す
る
た
め
に
必
要
な
容
量
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

原
子
炉
建
家

1
階
に
約

7m
2 、
原
子
炉
建
家
地
下

3
階
に

約
30
m2
で
あ
り
、
保
管
廃
棄
設
備
に
保
管
し
た
固
体
廃

棄
物
は
、
計
画
的
に
廃
棄
物
管
理
施
設
に
引
き
渡
し
、

保
管
廃
棄
施
設
の
保
管
能
力
を
超
え
な
い
よ
う
管
理
す

る
。
 

第
二
号
 

外
部
と
区
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

保
管
廃
棄
設
備
で
あ
る
廃
棄
物
保
管
庫
は
、
箱
型
構
造

と
な
っ
て
お
り
原
子
炉
建
家

1
階
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
廃
棄
物
保
管
室
の
床
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
壁
及
び

天
井
は
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ボ
ー
ド
の
鉄
骨
造
り
構
造
と
な

っ
て
お
り
、
原
子
炉
建
家
地
下

3
階
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。
両
設
備
と
も
外
部
と
区
画
さ
れ
て
い
る
。
 

第
三
号
 

放
射
性
廃
棄
物
を
冷
却
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
冷
却
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

該
当
し
な
い
。
 

冷
却
が
必
要
な
放
射
性
廃
棄
物
は
発
生
し
な
い
。
 

第
四
号
 

放
射
性
廃
棄
物
を
搬
出
入
す
る
場
合
そ
の
他
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
施
錠
又
は
立
入
制
限
の
措
置
を
講
じ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

保
管
廃
棄
設
備
の
出
入
口
は
常
時
施
錠
し
、
許
可
を
受

け
た
者
以
外
は
立
ち
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

第
24

条
第

3
項
 

放
射
性
廃
棄
物
を
廃
棄
す
る
た
め
の
施
設
又
は
設
備
に
は
、
標
識
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
1
項
 

第
3
項
に
規
定
す
る
「
標
識
を

設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と

は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
こ
と

第
一
号
 

保
管
廃
棄
施
設
に
は
、
放
射
能
標
識
を
保
管
廃
棄
施
設
の
外
部
に

通
ず
る
部
分
又
は
そ
の
付
近
に
付
す
も
の
と
し
、「

保
管
廃
棄
施

設
」
と
記
載
し
、
さ
ら
に
、
許
可
な
く
し
て
立
入
り
を
禁
ず
る
旨

を
記
載
等
す
る
こ
と
。
 

廃
棄
施
設
の
管
理
区
域
出
入
口
付
近
及
び
保
管
廃
棄
設

備
の
扉
に
放
射
能
標
識
を
設
け
て
い
る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
25

条
 
汚
染
を
検
査
す
る
た
め
の
設
備
 

（
密
封
さ
れ
て
い
な
い
核
燃
料
物
質
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
使
用
施
設
等
に
は
、
管
理
区
域
内
の
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
か
ら
退
出

す
る
者
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
を
検
査
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
25

条
に
規
定
す
る
「
汚
染
を

検
査
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
は
、
例
え
ば
、
以
下
の
各
号
に

掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
を

い
う
。
 

第
一
号
 

汚
染
検
査
は
、
人
が
通
常
出
入
り
す
る
使
用
施
設
の
出
入
口
の
付

近
等
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
検
査
を
行
う
の
に
最
も
適
し

た
場
所
で
行
う
こ
と
。
 

管
理
区
域
の
出
入
口
に
汚
染
検
査
の
た
め
の
場
所
を
設

け
て
い
る
。
 

第
二
号
 

汚
染
検
査
を
行
う
場
所
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
放
射
性
物
質
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
は
、
汚
染
の
広
が
り
を

防
止
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。
 

汚
染
検
査
を
行
う
場
所
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
放
射

性
物

質
に

よ
っ

て
汚

染
さ

れ
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
 

第
三
号
 

汚
染
検
査
を
行
う
場
所
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
洗
浄
設
備
、
更

衣
設
備
等
を
設
け
、
汚
染
の
検
査
の
た
め
の
放
射
線
測
定
器
及
び

汚
染
の
除
去
に
必
要
な
器
材
を
備
え
る
こ
と
。
 

汚
染
検
査
を
行
う
場
所
に
は
、
洗
浄
設
備
、
更
衣
設
備

等
を
設
け
、
汚
染
の
検
査
の
た
め
の
放
射
線
測
定
器
及

び
汚
染
の
除
去
に
必
要
な
器
材
を
備
え
て
い
る
。
 

第
四
号
 

上
記
三
に
定
め
る
洗
浄
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
排
水

管
は
、
排
水
設
備
に
連
結
す
る
こ
と
。
 

洗
浄

設
備

の
排

水
管

は
排

水
設

備
に

連
結

さ
れ

て
い

る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
26

条
 
監
視
設
備
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
通
常
時
及
び
設
計
評
価
事
故
時
に
お
い
て
、
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
及
び
そ
の
境
界
付
近
に
お
け
る
放
射
性
物
質
の

濃
度
及
び
線
量
を
監
視
し
、
及
び
測
定
し
、
並
び
に
設
計
評
価
事
故
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を
適
切
な
場
所
に
表
示
で
き
る
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
26

条
に
規
定
す
る
「
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
線
量
を
監
視
し
、
及
び
測
定
し
」
と
は
、
核
燃
料
物
質
等
の
使
用

の
形
態
に
応
じ
て
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
周
辺
監
視
区
域
周
辺
に
お
い
て
、
サ
ン
プ
リ
ン
グ
や
放
射
線
モ
ニ
タ

等
に
よ
り
放
射
性
物
質
の
濃
度
及
び
空
間
線
量
率
を
測
定
及
び
監
視
し
、
か
つ
、
設
計
評
価
事
故
時
に
迅
速
な
対
策

が
行
え
る
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
放
射
線
源
、
放
出
点
、
使
用
前
検
査
対
象
施
設
周
辺
、
予
想
さ
れ
る
放
射
性

物
質
の
放
出
経
路
等
の
適
切
な
場
所
を
測
定
及
び
監
視
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

周
辺
監
視
区
域
周
辺
に
お
け
る
線
量
率
等
の
測
定
及
び

監
視
を
実
施
し
て
い
る
。
 

第
2
項
 

第
26

条
の
規
定
に
お
い
て
、
通
常
時
に
お
け
る
環
境
に
放
出
す
る
気
体
・
液
体
廃
棄
物
の
監
視
及
び
測
定
に
つ
い
て

は
、「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
放
出
放
射
性
物
質
の
測
定
に
関
す
る
指
針
」（

昭
和

53
年

9
月

29
日

原
子
力
委
員
会
決
定
）
を
参
考
と
す
る
こ
と
。
 

通
常
時
に
お
け
る
環
境
に
放
出
す
る
気
体
・
液
体
廃
棄

物
の
監
視
及
び
測
定
に
つ
い
て
は
、「

発
電
用
軽
水
型
原

子
炉
施
設
に
お
け
る
放
出
放
射
性
物
質
の
測
定
に
関
す

る
指
針
」（

昭
和

53
年

9
月

29
日
原
子
力
委
員
会
決

定
）
を
参
考
と
す
る
。
 

第
3
項
 

第
26

条
の
規
定
に
お
い
て
、
設
計
評
価
事
故
時
に
お
け
る
監
視
及
び
測
定
に
つ
い
て
は
、「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉

施
設
に
お
け
る
事
故
時
の
放
射
線
計
測
に
関
す
る
審
査
指
針
」（

昭
和

56
年

7
月

23
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）

を
参
考
と
す
る
こ
と
。
 

設
計
評
価
事
故
時
に
お
け
る
監
視
及
び
測
定
に
つ
い
て

は
、「

発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
に
お
け
る
事
故
時
の

放
射
線
計
測
に
関
す
る
審
査
指
針
」（

昭
和

56
年

7
月

23
日
原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）
を
参
考
と
す
る
。
 

第
4
項
 

第
26

条
の
規
定
に
お
い
て
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
の
使
用
方
法
等
に
応
じ
て
、
非
常

用
所
内
電
源
系
統
（
無
停
電
電
源
を
含
む
。）

に
よ
り
外
部
電
源
系
統
の
機
能
喪
失
か
ら
電
源
復
旧
ま
で
の
期
間
、
計

測
に
必
要
な
電
源
を
確
保
で
き
る
設
計
で
あ
る
こ
と
。
 

監
視
設
備
に
係
る
設
計
の
う
ち
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
核
燃
料
物
質
の
使
用
方
法
等
に
応
じ

て
、
非
常
用
所
内
電
源
系
統
（
無
停
電
電
源
を
含
む
。）

に
よ
り
外
部
電
源
系
統
の
機
能
喪
失
か
ら
電
源
復
旧
ま

で
の
期
間
、
計
測
に
必
要
な
電
源
を
確
保
で
き
る
設
計

で
あ
る
。
 

 
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
25

条
 
汚
染
を
検
査
す
る
た
め
の
設
備
 

（
密
封
さ
れ
て
い
な
い
核
燃
料
物
質
を
使
用
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
使
用
施
設
等
に
は
、
管
理
区
域
内
の
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
か
ら
退
出

す
る
者
の
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
を
検
査
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
25

条
に
規
定
す
る
「
汚
染
を

検
査
す
る
た
め
に
必
要
な
設
備

を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
は
、
例
え
ば
、
以
下
の
各
号
に

掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
こ
と
を

い
う
。
 

第
一
号
 

汚
染
検
査
は
、
人
が
通
常
出
入
り
す
る
使
用
施
設
の
出
入
口
の
付

近
等
放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
の
検
査
を
行
う
の
に
最
も
適
し

た
場
所
で
行
う
こ
と
。
 

管
理
区
域
の
出
入
口
に
汚
染
検
査
の
た
め
の
場
所
を
設

け
て
い
る
。
 

第
二
号
 

汚
染
検
査
を
行
う
場
所
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
放
射
性
物
質
に

よ
っ
て
汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
部
分
は
、
汚
染
の
広
が
り
を

防
止
で
き
る
構
造
と
す
る
こ
と
。
 

汚
染
検
査
を
行
う
場
所
の
内
部
の
壁
、
床
そ
の
他
放
射

性
物

質
に

よ
っ

て
汚

染
さ

れ
る

お
そ

れ
の

あ
る

部
分

は
、
汚
染
の
広
が
り
を
防
止
で
き
る
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
 

第
三
号
 

汚
染
検
査
を
行
う
場
所
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
洗
浄
設
備
、
更

衣
設
備
等
を
設
け
、
汚
染
の
検
査
の
た
め
の
放
射
線
測
定
器
及
び

汚
染
の
除
去
に
必
要
な
器
材
を
備
え
る
こ
と
。
 

汚
染
検
査
を
行
う
場
所
に
は
、
洗
浄
設
備
、
更
衣
設
備

等
を
設
け
、
汚
染
の
検
査
の
た
め
の
放
射
線
測
定
器
及

び
汚
染
の
除
去
に
必
要
な
器
材
を
備
え
て
い
る
。
 

第
四
号
 

上
記
三
に
定
め
る
洗
浄
設
備
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
排
水

管
は
、
排
水
設
備
に
連
結
す
る
こ
と
。
 

洗
浄

設
備

の
排

水
管

は
排

水
設

備
に

連
結

さ
れ

て
い

る
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
27

条
 
非
常
用
電
源
設
備
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
は
、
外
部
電
源
系
統
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
監
視
設
備
そ
の
他
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
機
能
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ
て
非
常
用
電
源
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

非
常
用
電
源
系
は
、
停
電
等
の

外
部
電
源
系
統
の
機
能
喪
失
時

に
お
け
る
安
全
機
能
の
確
保
の

た
め
に
必
要
な
以
下
の
設
備
の

た
め
に
、
十
分
な
容
量
、
機
能
を

有
す
る
こ
と
。
 

第
一
号
 

放
射
線
監
視
設
備
 

外
部
電
源
系
統
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合

に
お
い
て
も
本
施
設
で
は
貯
蔵
の
み
を
行
う
た
め
安
全

上
問
題
は
な
い
。
 

な
お
、
商
用
電
源
喪
失
時
に
お
け
る
代
替
処
置
と
し
て

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る
測
定
作
業
を
行
う
。
 

第
二
号
 

管
理
区
域
の
排
気
設
備
 

外
部
電
源
系
統
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合

に
お
い
て
も
本
施
設
で
は
貯
蔵
の
み
を
行
う
た
め
安
全

上
問
題
は
な
い
。
 

第
三
号
 

火
災
等
の
警
報
設
備
、
緊
急
通
信
・
連
絡
設
備
、
非
常
用
照
明
灯
 

等
 

通
信
設
備
及
び
非
常
用
照
明
灯
は
内
蔵
さ
れ
た
蓄
電
池

を
有
し
て
い
る
。
 

火
災
等
の
警
報
設
備
は
、
商
用
電
源
喪
失
時
に
お
け
る

代
替
処
置
と
し
て
自
動
火
災
報
知
設
備
に
は
可
搬
型
発

電
機
に
よ
り
給
電
す
る
。
 

容
量
、
機
能
 

火
災
等
の
警
報
設
備
、
緊
急
通
信
・
連
絡
設
備
、
非
常
用
照
明
灯
 

該
当
し
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
28

条
 
通
信
連
絡
設
備
等
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
が
設
置
さ
れ
る
工
場
等
に
は
、
設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
工
場
等
内
の
人
に
対
し
必
要
な
指
示
が
で
き
る
よ
う
、
警
報
装
置
及
び

通
信
連
絡
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

第
1
項
に
規
定
す
る
「
通
信
連
絡
設
備
」
と
は
、
工
場
等
内
の
人
に
対
し
必
要
箇
所
へ
の
事
故
の
発
生
等
に
係
る
連

絡
を
音
声
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
設
備
を
い
う
。
 

通
信
設
備
は
、
緊
急
時
の
通
報
連
絡
を
確
保
す
る
た
め

の
も
の
で
、
一
斉
放
送
設
備
と
ペ
ー
ジ
ン
グ
設
備
か
ら

な
る
。
 

第
28

条
第

2
項
 

使
用
前
検
査
対
象
施
設
が
設
置
さ
れ
る
工
場
等
に
は
、
設
計
評
価
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
そ
の
施
設
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
が
で
き

る
よ
う
、
専
用
通
信
回
線
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
2
項
 

第
2
項
に
規
定
す
る
「
専
用
通
信
回
線
」
と
は
、
衛
星
専
用

IP
電
話
等
、
事
業
者
が
独
自
に
構
築
す
る
専
用
の
通
信

回
線
又
は
電
気
通
信
事
業
者
が
提
供
す
る
特
定
顧
客
専
用
の
通
信
回
線
等
、
輻
輳
等
に
よ
る
制
限
を
受
け
る
こ
と
な

く
使
用
で
き
る
回
線
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
 

施
設
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
所
と
通
信

連
絡
が
で
き
る
専
用
の
通
信
設
備
を
設
け
て
い
る
。
 

事
故
・
故
障
又
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
若
し
く
は
そ

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

通
信
設
備
や
資
機
材
、
規
則
や
要
領
書
を
備
え
る
 

第
28

条
第

3
項
 

専
用
通
信
回
線
は
、
必
要
に
応
じ
て
多
様
性
を
確
保
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
3
項
 

第
3
項
に
規
定
す
る
「
必
要
に
応
じ
て
多
様
性
を
確
保
す
る
」
と
は
、
例
え
ば
、
発
生
頻
度
が
設
計
評
価
事
故
よ
り

低
い
事
故
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
か
ら
多
量
の
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
が
放
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
の
発
生

に
備
え
て
、
通
信
回
線
の
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
い
う
。
 

該
当
し
な
い
。
 

本
施
設
は
、「

発
生
頻
度
が
設
計
評
価
事
故
よ
り
低
い
事

故
で
あ
っ
て
、
当
該
施
設
か
ら
多
量
の
放
射
性
物
質
又

は
放
射
線
が
放
出
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
」
は
想
定

さ
れ
な
い
。
 

  
 

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
27

条
 
非
常
用
電
源
設
備
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
に
は
、
外
部
電
源
系
統
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合
に
お
い
て
、
監
視
設
備
そ
の
他
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
の
安
全
機
能
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
設
備
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
必
要
に
応
じ
て
非
常
用
電
源
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

第
1
項
 

非
常
用
電
源
系
は
、
停
電
等
の

外
部
電
源
系
統
の
機
能
喪
失
時

に
お
け
る
安
全
機
能
の
確
保
の

た
め
に
必
要
な
以
下
の
設
備
の

た
め
に
、
十
分
な
容
量
、
機
能
を

有
す
る
こ
と
。
 

第
一
号
 

放
射
線
監
視
設
備
 

外
部
電
源
系
統
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合

に
お
い
て
も
本
施
設
で
は
貯
蔵
の
み
を
行
う
た
め
安
全

上
問
題
は
な
い
。
 

な
お
、
商
用
電
源
喪
失
時
に
お
け
る
代
替
処
置
と
し
て

サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
に
よ
る
測
定
作
業
を
行
う
。
 

第
二
号
 

管
理
区
域
の
排
気
設
備
 

外
部
電
源
系
統
か
ら
の
電
気
の
供
給
が
停
止
し
た
場
合

に
お
い
て
も
本
施
設
で
は
貯
蔵
の
み
を
行
う
た
め
安
全

上
問
題
は
な
い
。
 

第
三
号
 

火
災
等
の
警
報
設
備
、
緊
急
通
信
・
連
絡
設
備
、
非
常
用
照
明
灯
 

等
 

通
信
設
備
及
び
非
常
用
照
明
灯
は
内
蔵
さ
れ
た
蓄
電
池

を
有
し
て
い
る
。
 

火
災
等
の
警
報
設
備
は
、
商
用
電
源
喪
失
時
に
お
け
る

代
替
処
置
と
し
て
自
動
火
災
報
知
設
備
に
は
可
搬
型
発

電
機
に
よ
り
給
電
す
る
。
 

容
量
、
機
能
 

火
災
等
の
警
報
設
備
、
緊
急
通
信
・
連
絡
設
備
、
非
常
用
照
明
灯
 

該
当
し
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
29

条
 
多
量
の
放
射
性
物
質
等
を
放
出
す
る
事
故
の
拡
大
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
発
生
頻
度
が
設
計
評
価
事
故
よ
り
低
い
事
故
で
あ
っ
て
、
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
か
ら
多
量
の
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
を
放
出
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

設
計
評
価
事
故
を
超
え
る
事
故

想
定
 

周
辺
監
視
区
域
外
に
お
い
て

5m
Sv

を
超
え
る
想
定
 

本
施
設
は
、
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
い
て

5m
Sv

を
超
え

る
事
故
は
想
定
さ
れ
な
い
。
 

第
2
項
 

上
記

1
の
「
設
計
評
価
事
故
を

超
え
る
事
故
」
を
想
定
す
る
際

に
は
、
例
え
ば
、
次
に
掲
げ
る
条

件
を
含
め
、
検
討
す
る
こ
と
。
 

第
一
号
 

事
故
発
生
の
条
件
 

想
定
さ
れ
る
事
故
が
単
独
で
、
同
時
に
又
は
連
鎖
し
て
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
一
の
室
内
に
あ
る

等
、
同
じ
防
護
区
画
内
（
発
生
す
る
事
故
に
よ
り
、
他
の
設
備
及
び
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
範
囲
）
に
あ
る
設
備
及
び

機
器
の
機
能
喪
失
の
同
時
発
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
偶
発
的
な

同
時
発
生
の
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。
想
定
さ
れ
る
事
故
と
し
て
は
、
例
え
ば
次
の
各
号
が
考
え
ら
れ
る
。
 

臨
界
 

該
当
し
な
い
。
 

火
災
・
爆
発
 

該
当
し
な
い
。
 

閉
じ
込
め
機
能
の
喪
失
 

該
当
し
な
い
。
 

冷
却
機
能
の
喪
失
 

該
当
し
な
い
。
 

外
的
事
象
（
地
震
・
津
波
（
地
震
随
伴
事
象
を
含
む
。）

等
）
 

該
当
し
な
い
。
 

そ
の
他
施
設
の
特
性
に
応
じ
た
事
故
 

該
当
し
な
い
。
 

第
二
号
 

事
象
進
展
の
条
件
 

放
射
性
物
質
の
放
出
量
は
、
事
故
の
発
生
以
降
、
事
態
が
収
束
す

る
ま
で
の
総
放
出
量
と
す
る
。
 

該
当
し
な
い
。
 

設
備
及
び
機
器
か
ら
飛
散
又
は
漏
え
い
す
る
核
燃
料
物
質
の
量

は
、
最
大
取
扱
量
を
基
に
設
定
す
る
。
 

該
当
し
な
い
。
 

臨
界
事
故
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
取
り
扱
う
核
燃
料

物
質
の
組
成
（
富
化
度
）
及
び
量
、
減
速
材
の
量
、
臨
界
事
故
継

続
の
可
能
性
、
及
び
最
新
の
知
見
等
を
考
慮
し
、
適
切
な
臨
界
事

故
の
規
模
（
核
分
裂
数
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
、
放
射
性
物
質
、
放
射
線
の
放
出
量
に
つ
い
て
も
、
臨
界
事

該
当
し
な
い
。
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項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

故
の
規
模
に
応
じ
て
適
切
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
 

第
三
号
 

そ
の
他
の
条
件
 

作
業
環
境
（
線
量
、
ア
ク
セ
ス
性
等
を
含
む
。）
、
資
機
材
、
作
業

員
、
作
業
体
制
等
を
適
切
に
考
慮
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

第
3
項
 

第
29

条
に
規
定
す
る
「
当
該
事

故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に

必
要
な
措
置
」
と
は
、
例
え
ば
、

次
の
各
号
に
示
す
措
置
又
は
こ

れ
ら
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有

す
る
措
置
を
い
う
。
 

第
一
号
 

設
計
評
価
事
故
を
超
え
る
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
設
備
等
の

配
備
。
 

該
当
し
な
い
。
 

第
二
号
 

拡
大
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
、
フ
ィ
ル
タ
等
を
設
け
た

非
常
用
排
気
設
備
等
に
よ
る
、
事
故
時
の
使
用
済
燃
料
を
取
り
扱

う
施
設
等
か
ら
の
放
射
性
物
質
の
流
出
を
抑
制
又
は
緩
和
す
る

設
備
の
配
備
。
 

該
当
し
な
い
。
 

ま
た
、
現
場
の
作
業
環
境
を
適
切
に
評
価
し
、
対
策
を
実
施
す
る

放
射
線
 業

務
従
事
者
の
作
業
安
全
（
六
ふ
っ
化
ウ
ラ
ン
（
UF
6）

を
取
り
扱
う
施
設
に
つ
い
て
は
、
UF
6
の
漏
え
い
に
伴
う
作
業
環

境
（
建
物
内
外
）
へ
の
化
学
的
影
響
に
対
す
る
安
全
対
策
を
含

む
。）

を
確
保
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

第
4
項
 

第
29

条
の
規
定
に
お
い
て
、
想
定
さ
れ
る
事
故
に
応
じ
て
、
再
処
理
施
設
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備
の
基
準
に
関
す

る
規
則
（
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第

27
号
、
平
成

25
年

12
月

18
日
制
定
）
及
び
加
工
施
設
の
位
置
、
構
造
及

び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
原
子
力
規
制
委
員
会
規
則
第

17
号
、
平
成

25
年

12
月

18
日
制
定
）
の
重
大
事

故
等
の
拡
大
の
防
止
等
を
参
考
と
す
る
こ
と
。
 

該
当
し
な
い
。
 

  

 

項
目
 

条
項
番
号
 

要
求
事
項
 

JM
TR

の
対
応
事
項
 

第
29

条
 
多
量
の
放
射
性
物
質
等
を
放
出
す
る
事
故
の
拡
大
の
防
止
 

（
使
用
前
検
査
対
象
施
設
は
、
発
生
頻
度
が
設
計
評
価
事
故
よ
り
低
い
事
故
で
あ
っ
て
、
当
該
使
用
前
検
査
対
象
施
設
か
ら
多
量
の
放
射
性
物
質
又
は
放
射
線
を
放
出
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
故
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。）

 

設
計
評
価
事
故
を
超
え
る
事
故

想
定
 

周
辺
監
視
区
域
外
に
お
い
て

5m
Sv

を
超
え
る
想
定
 

本
施
設
は
、
周
辺
監
視
区
域
外
に
お
い
て

5m
Sv

を
超
え

る
事
故
は
想
定
さ
れ
な
い
。
 

第
2
項
 

上
記

1
の
「
設
計
評
価
事
故
を

超
え
る
事
故
」
を
想
定
す
る
際

に
は
、
例
え
ば
、
次
に
掲
げ
る
条

件
を
含
め
、
検
討
す
る
こ
と
。
 

第
一
号
 

事
故
発
生
の
条
件
 

想
定
さ
れ
る
事
故
が
単
独
で
、
同
時
に
又
は
連
鎖
し
て
発
生
す
る
こ
と
を
想
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
同
一
の
室
内
に
あ
る

等
、
同
じ
防
護
区
画
内
（
発
生
す
る
事
故
に
よ
り
、
他
の
設
備
及
び
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
範
囲
）
に
あ
る
設
備
及
び

機
器
の
機
能
喪
失
の
同
時
発
生
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
慮
す
る
こ
と
を
い
う
。
な
お
、
関
連
性
が
認
め
ら
れ
な
い
偶
発
的
な

同
時
発
生
の
可
能
性
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
。
想
定
さ
れ
る
事
故
と
し
て
は
、
例
え
ば
次
の
各
号
が
考
え
ら
れ
る
。
 

臨
界
 

該
当
し
な
い
。
 

火
災
・
爆
発
 

該
当
し
な
い
。
 

閉
じ
込
め
機
能
の
喪
失
 

該
当
し
な
い
。
 

冷
却
機
能
の
喪
失
 

該
当
し
な
い
。
 

外
的
事
象
（
地
震
・
津
波
（
地
震
随
伴
事
象
を
含
む
。）

等
）
 

該
当
し
な
い
。
 

そ
の
他
施
設
の
特
性
に
応
じ
た
事
故
 

該
当
し
な
い
。
 

第
二
号
 

事
象
進
展
の
条
件
 

放
射
性
物
質
の
放
出
量
は
、
事
故
の
発
生
以
降
、
事
態
が
収
束
す

る
ま
で
の
総
放
出
量
と
す
る
。
 

該
当
し
な
い
。
 

設
備
及
び
機
器
か
ら
飛
散
又
は
漏
え
い
す
る
核
燃
料
物
質
の
量

は
、
最
大
取
扱
量
を
基
に
設
定
す
る
。
 

該
当
し
な
い
。
 

臨
界
事
故
の
発
生
が
想
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
取
り
扱
う
核
燃
料

物
質
の
組
成
（
富
化
度
）
及
び
量
、
減
速
材
の
量
、
臨
界
事
故
継

続
の
可
能
性
、
及
び
最
新
の
知
見
等
を
考
慮
し
、
適
切
な
臨
界
事

故
の
規
模
（
核
分
裂
数
）
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

ま
た
、
放
射
性
物
質
、
放
射
線
の
放
出
量
に
つ
い
て
も
、
臨
界
事

該
当
し
な
い
。
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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乗数 名称 名称記号 記号乗数



国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。
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